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情報化月間20周 年 を迎 えて
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情報化月間は,昭 和47年 に情報化週間として開

始 されて以来今回で20回 目を迎 えるに至 りました。

「わが国の情報化」が初めて言葉 として世に出た

のは,昭 和42年11月 に産業構造審議会の中に新 し

く情報産業部会が新設 され,こ こで昭和43年 に

「情報処理及び情報処理産業の発展のための施策

に関する中間答申」,続 いて昭和44年5月 に 「情報

処理及び情報産業の発展のための施策 に関す る答

申」が出 され,そ の中で 「わが国を含め世界の先

進社会は,今 日,情 報化社会の扉を叩 こうとして

いる」 との一文か らであると言 えます。

その後,通 商産業省内の組織改正で,昭 和44年

7月 に電子政策課,電 子機器電機課が,翌45年7

月情報処理振興課が誕生 し,情 報化の進展のため

の組織体制が整備 されるとともに,昭 和44年5月

ソフ トウェアという当時担保 として認められなか

った ものを対象 とする産業に対 して国が債務補償

をするという 「情報処理振興事業協会に関する法

律」の制定等,ま さにこれか らの情報産業を育成

する時代が始まったのです。

このような時代 を背景に,情 報化週間がスター

トしました。わが国に 「情報化」 という言葉が定

着 していったの もこの行事の成果 といって も過言

ではない と思います。

情報化の進展 を数字で見ると,昭 和46年 当時汎

用コンピュータの実働台数は約1万 台足 らずであ

ったものが現在では41万台,売 上規模10兆 円を超

し,当 時まだ誕生 さえしていなかったパーソナル

コンピュータに至っては240万台を超すに至ってい

ます。情報処理技術者試験 も,年 間60万 人の受験

応募者を数えるに至 りわが国最大の試験に成長い

たしました。特定サービス産業実態調査で情報サ

ー ビス産業の実態が把握できるようになったのが

昭和48年 で,当 時情報サービス産業の売上高は1,一/
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670億 円,従 業員数6,000人 に過 ぎなかったのが平

成2年 ではそれぞれ5兆8,000億 円,43万 人にまで

成長 してお ります。これは,わ が国を代表する自

動車産業の90万 人には至 ってお りませんが,鉄 鋼

業の33万 人を既に超 した大 きな産業 となったわけ

です。この発展 を支 えたのが,半 導体等の技術進

歩です。現在の1チ ップ半導体が40MIPS,す ぐ

100MIPS,250MIPSが 出現しようとしています。

メモ リーでは,4Mの 量産体制が整い,64Mも 研

究 されてその量産 もそう遠い将来ではないでしょ

う。

さて,今 年の情報化月間行事には,164行 事が参

加 してお ります。行事名の中にマルチメデ ィア,

ネットワーク,デ ータベース,AI等 最近の情報化

のキーワー ドの他に新たにダウンサイジング,情

報 リテラシー等新 しいワー ドも散見 され始め,さ

らに行事の対象が地域情報化,国 際関連行事 と非

常に幅広 くなってきていることも特徴 として挙げ

られます。特にアメリカ大使館が主催 したソフ ト

ウェアシステムUSA'91は 初 めて海外の組織 が月

間行事 に参画 したことで注 目に値 します。このよ

うに,月 間行事はその時代時代でのわが国の情報

化の流れを的確 に表 してきていると言 って も過言

ではありません。

今後,さ らに2000年 に向けてわが国の情報化が

どの様に進展 していくのか,そ れが社会 ・経済 ・

国際関係にどの様に影響 して くるのか非常に興味

のあるところであります。情報化は半導体やネッ

トワーク技術等の技術革新を背景 に,コ ンピュー

タを使 うユーザーが使いやすいシステムとなるよ

う,ユ ーザーが積極的にそのシステムのあ り方を

提案 していく時代 となって くるでしょう。現在,

これ らの技術革新が,手 で持てる程小型のブック

型パソコンや従来の大型機の性能に匹敵する高性

能 ワー ク ス テ ー シ ョン を誕 生 させ,さ らに通 信 回

線 の デ ィジ タル 化等 に よ る技 術 の 進 歩 と相 ま って,

コ ン ピ ュー タ シス テ ムの 形 態 が 急 速 に変 わ って き

て お ります 。 い わ ゆ る ダ ウ ンサ イ ジ ン グ,ネ ッ ト

ワー ク化 で あ ります 。 ソ フ トウ ェア の生 産 技 術 と

い う面 か らす る と第4世 代 言 語 やCASEツ ー ルの

普 及 に よ っ て,こ れ か ら飛 躍 的 に向 上 す る事 が期

待 され て い ま す 。 一 方 ユ ー ザ ーか らは,ど の 様 な

コ ン ヒ。ユー タ も自由 に接 続 で き,ど の よ うな ソ フ

トウ ェ ア も稼 働 で きる よ うに,さ らに誰 もが 操 作

性 の よ い シ ス テ ム を強 く望 ん で お ります 。 この よ

うな,シ ー ズ,技 術 革 新 とニ ー ズの 融 合 に よ っ て

これ か らの情 報 化 が 一 段 と進 む と予 測 され る わ け

で す 。

通 商 産 業 省 で は,平 成4年 度 の情 報 化 関 連 施 策

の 重 点 の6本 柱 の 第1番 目 に ユ ー ザ ー の コ ン ピ ュ

ー タの 選 択 を 自由 に拡 大 す る オ ー プ ン シ ス テ ム化

の推 進 を揚 げ,OSIの 普 及 促 進,EDIの 普 及 策 と

して 業 際EDIパ イ ロ ッ トモ デ ル の 開 発,開 放 型 基

盤 ソ フ トウ ェ アの 研 究 開発,ソ フ トウ ェ ア開 発 環

境 整 備 促 進,等4つ の 施 策 を中 心 に情 報 シ ス テ ム

の オ ー プ ン化 に 取 り組 む こ と と な っ て い ます 。 そ

の 他 フ ァ ジ ィや ニ ューP技 術 を深 度 化 させ る4次

元 コ ン ピ ュ ー タの 技 術 開 発 や さま ざ まな メ デ ィ ア

を融 合 して 処 理 を行 うた め の 技 術 開 発 も来 年 度 か

ら取 り組 む 予 定 です 。

わ が 国 の 情 報 化 の 流 れ は,こ の よ うな環 境 の変.

化 によ って 急 速 に変 化 して い くで し ょ う。 今 回 で20

回 を迎 え た情 報 化 月 間 は,情 報 化 の 大 きな タ ー ニ

ン グポ イ ン トで あ る と と もに,こ れ か ら次 の10年

後,20年 後 と,引 き続 き国 民 全 体 に情 報 化 の 流 れ

を 的確 に示 しな が ら,一 層 増 す で あ ろ う関 係 者 と

と もに 充 実 して い くこ とを 期待 して お ります 。
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情報処理振興審議会産業の情報化部会報告

『産業の情報化 に関す る諸課題

一利用者の期待の実現に向けて
』

通商産業省 電子政策課 多 田 好 克

「はじめに 二二 二ニ コ
通商産業省は,情 報処理振興審議会の 「第五期

電子計算機利用高度化計画」についての答申を受

けて,同 計画を平成3年4月6日 付けで官報告示

している。

同審議会における検討体制は次のとお りである。

会長 小松勇五良口㈱神戸製鋼所会長

① ハー ドウエア部会

部会長 官川公男 一橋大学商学部教授

② ソフトウェア部会

部会長 大野 豊 財京都高度技術研究所長

③産業の情報化部会

部会長 田島義博 肋流通経済研究所理事長

電子計算機利用高度化計画は,「情報処理の促進

に関する法律」第三条に基づき,情 報処理の振興

を図る観点から,電 子計算機の設置及びプログラ

ムの開発について高度化の目標 を定めた ものであ

り,昭 和45年 以来,こ れまで4期 にわた り策定 し

てお り,新 計画は,平 成7年 度末を目標時点 とし

て策定 している。

新計画のポイン ト

(電子計算機の設置に係る計画)

①量的拡大から質的高度化へ

② ネットワーク化の進展等への対応

③電子計算機の利用分野の拡大への対応

④国際的調和の重視

(プログラムの開発に係 る計画)

①基礎 ・共通プログラムの新設 とそれに伴 う大

分類の見直 し

② ネットワーク化の進展等への対応

③電子計算機の利用分野の拡大への対応

④ ソフ トウェアの開発 ・保守 ・運用性の重視

新計画の策定にあたっては,幅 広い産業分野か

ら利用者の参加 を得た 「産業の情報化部会」にお

いて,『産業の情報化に関する諸課題一利用者の期

待の実現に向けて一』をまとめ,技 術進歩 と利用

者ニーズを踏まえた90年 代の情報化の方向を展望

し,利 用者ニーズの集約 を行 って,新 計画策定の

基盤 としており,こ の報告書の概要を以下に紹介

する。

また,同 部会では 『連携指針の今後の在 り方－

EDIの 業際化 ・国際化に向けて一』 もまとめてい

る。これは,「電子計算機利用高度化計画」 を勘案

して定めることとされている 「電子計算機の連携

利用に関する指針」の今後の在 り方 について,次

の視点で見直 しを行 った ものである。

①EDIの 業際化 ・国際化への対応

②組織体制の整備

産業の情報化部会の検討にあたって

産業の情報化部会の検討は,部 会の性格上,産

業ユーザーの視点か らの ものとなるが,そ の背景

にある90年代の経済 ・社会全体の課題を念頭 に置

くとともに,産 業分野の情報化が社会全体に与え

る影響 という視点 も含めた認識のもと,下 の図に一



寄稿 ・解説

示 されるような手順 でおおよそ今後5年 間を想定

して,情 報化に関す るユーザーたる産業界の情報

化への期待 とそれを実現するための諸課題をとり

まとめた ものである。
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一 情報システムに期待される役割
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に関する埴原題

産業の情報化に関する諸課題
一利用者の期待の実現に向けて一

1.今 後の我が国経済の発展 と産業の情報化

情報化は,産 業 ・社会 ・生活の各分野において

多様な姿で進展 してお り,そ の我が国経済社会に

与 える影響 も多種多様であるが,本 部会では,波

及効果が最 も大 きいと思われる産業の情報化に焦

点 を当て,そ れが今後の我が国経済社会の諸課題

の解決 に果 たしうる役割を以下の3つ の局面を念

頭において考察 している。

(1)我が国経済の持続的成長への貢献

(2)ゆとりと豊か さのある生活の実現

(3)国際化への対応

II.情 報化及び情報システムに期待 される役割

本章では,前 述の3つ の局面についての考察を

前提 として産業の情報化が今後 どうあるべ きかを

検討す るとともに,社 会 ・生活分野の情報化の在

り方にっいて も付言 している。

なお,本 部会で検討対象 とした,各 産業分野に

おいて,情 報化が,商 品 ・サービス面,流 通面,

製造面,組 織体制面等の企業活動や業界構造に与

えるインパクトの例を別表1に 示す。

1.産 業分野において期待される役割

産業分野については,組 織内コ ミュニケーショ

ンの緊密化や経営判断 ・創造的業務の支援などに

よる組織内活動の合理化 ・高付加価値化,組 織間

活動の合理化及び企業活動領域の拡大,顧 客サー

ビスの向上,消 費者ニーズの多様化及 び商品の高

付加価値化への対応,ア メニテ ィの向上や地球環

境 ・資源エネルギー問題への対応など社会か らの

要請への対応などが挙げられる。

2.社 会 ・生活分野において期待される役割

社会 ・生活分野については,各 種在宅サービス

の提供や行政 ・医療 ・交通等各種の公的サービス

の高度化による生活の利便性向上,学 習環境の充

実支援や勤務形態の多様化 による自己実現機会の

拡大等が挙 げられる。

III.産 業の情報化を進める上での諸課題

これまで述べて きたような情報化に対する期待

を現実の ものとしていくために,本 部会では,産

業の情報化 を進 める上での具体的課題として,①

製品 ・技術 に関する諸課題 と,② 情報化のために

必要な環境整備面に関する諸課題の大 きく2つ に

分 けて整理 している。特に前者は,電 子計算機利

用高度化計画に反映 されること及び情報産業にお

いて もその供給に当たって配慮が期待 されるもの

であり,後 者は,同 計画に直接反映 されない もの

も含み,今 後,情 報産業,ユ ーザー及び行政の3

者で役割分担しつつ解決 されるべ き課題 としてと

らえている。

1.製 品システム(製 品 ・技術)に 関する諸課題'

①情報 システムの相互運用性の向上

ネットワークを介 した情報 システムの連携利用ト
の た め の,OSI(Opensystemsinterconnection)

製 品 の充 実,ソ フ トウ ェ アの 流 通 性 向 上,デ ー タ

ベ ー ス や マ ル チ メ デ ィア シ ス テ ムな どの 相 互 運 用

性 の 確 保 等

② 情 報 機 器 利 用 者 の 多 様 化 へ の対 応一



産業及び社会 ・生活分野の情報化を進展 させ る

ための前提となる情報機器の利用環境や使用者の

レベルにきめ細か く対応 した使い勝手の向上

③音声,画 像な ど多様なメディアの活用

コ ミュニケーションの緊密化やプレゼンテーシ

ョンの拡充のための,音 声 ・画像等マルチメディ

アの活用の容易化

④データベースの構築及び活用の容易化

売れ筋情報等消費者ニーズの蓄積,商 品管理 ・

部品管理,顧 客情報管理等のためのデータベース

の構築及び活用の容易化並びにマルチメデ ィアデ

ータベースの構築 ・検索の容易化

⑤分散 ・統合等によるシステム機能の統合化

チームコンピューテ ィングの推進,各 システム

でのデータベースの共用,ま た,使 用者に分散環

境を意識 させないような操作性の実現等による企

業内の各情報 システムのネットワークを介 した統

合化及び適切な分散処理の推進

⑥知的創造活動,意 思決定などの支援のための知

識情報処理の実現

情報システム使用者の知的創造活動,意 思決定

の支援等のための推論機構 を持つコンピュータの

開発 ・実用化や知識ベースの構築方法の確立

⑦安全性 ・信頼性の向上

企業活動の情報 システムへの依存度の高 まりや

情報システムの24時 間稼動化に対応す るための不

正 アクセス防止のための機能,バ ックア ップ機

能 ・フ ァイル復元機能等の充実

2.情 報システムを利用するうえでの環境整備面

に関する諸課題

①相互運用性の確保

OSI標 準の早期開発及び普及の促進,EDI(Elec-

tronicDataIntercha㎎e)の ためのOSIに 基づ く

異機種間接続のための新 しい手順の開発 ・普及,

ビジネスプロトコルの複数の事業分野にまたがる

形での標準化 ・国際標準化の推進の他,ソ フ トウ

ェアの流通性の確保,操 作性の共通化,マ ルチメ

デ ィア情報の相互運用性の確保などの適切な推進

② ソフ トウェア開発環境の整備 と専門要員等の不

足の解消

情報化のボ トルネックとなっているソフ トウェ

ア供給不足を解消す るための技術者育成のための

教育,汎 用パッケージソフトウェアの充実及びソ

フ トウェアの適切な評価方法の確立等

③情報 ・通信サービスの充実

産業の情報化を円滑に推進 してい くためのシス

テムインテグレーションサービスやデータベース

サービスの充実,通 信サービスの低廉化 ・多様化

④情報化に対応 した企業内体制の整備

情報 システムを有効活用するための組織体制の

見直 しや経営 トップか ら一般社員までの情報化教

育の充実及びコンピュー タ使用者 に対す る精神

的 ・肉体的影響への配慮等

⑤情報化の進展に伴 う各種法制度の整備や取引の

在 り方の見直 し

EDIの 進展のための電子取引 に関する標準的な

ルールの整備,情 報化の進展 に応 じた既存の業務

の適切な見直 し及び知的財産の適切な取扱い等

⑥安全性 ・信頼性の確保

情報 システムへの不正なアクセスの防止や個人

情報保護 に対する法制度面の対応,こ れらに関す

る教育,情 報 システムの安全対策のためのガイ ド

ラインの整備 ・システム監査制度の活用,バ ック

アップセンターへの整備等

⑦情報化のメリットの受益者層の拡大

情報化が地域の活性化や中小企業の活性化に果

たす役割が大 きいだけに,情 報化への対応力の格

差を補 うよ うなきめ細かな対応,情 報コス トの回

収が困難な価格が規制 されている公共サービスの

情報化促進に対す る配慮,ま た,電 子計算機の活

用及 び 「情報」活用能力を育むための学校教育の

充実一



N

産業分野に対する情報化のインパク ト

影響 ・変化の局面 商 品 ・サー ビスの 変化 流通面の変化 製造面の変化 組織体制の変化 業界構造の変化 全体∬勺な 方向

自 動 車 ・情報 ・通信 機能搭 載 によ る ・住 人先、販 売店 との ネ ッ ・CIMに よる市場 ニー ズを ・ネッ トワー ク化の進 展 に ・販売拠点の情報化による店 ・占1;市交 」重 シ ス アノ・とび)謡笥

商品の高付加価値化 トワー ク化 に よる受注 、 反映 した フ レキ シブルな 伴 うEDI等 情報交換の効 頭販売の増加及び関連商品 和

'マ ル チ メ デ ィ ア
、AIな ど 生産 、物流 の効率 化、 リ 車両 開発 ・生産 システム 率化 の ビ ジネス拡 大 ●.,・ヤ ン イ・戊レ～卸1販 ・,ヒカ・ら総

を利用 したお客様相談、故 一 ドタイムの短縮 の進展 ・営 業本部内の管理機能の ・系列内 ネ ッ トワー クの 充実 合 デハ ー ト方式 との 併存

障診断などのサービス機能 ・国際 ネッ トワー クに よる ・FA機 器活 用 によ る生産 ス リム化 など十`号報 アクセ ・拡 大利 用に よる新規 ビジ 化 へ

の追求 グローバ ル オペ レー ショ 自動化の推進 ス便宜性向 上による企業 ネスの開拓 ・企業内情報技術の他分野

・ カ ー ド、ICメ モ リー な ど ンの展開 ・グローバ ル レベ ルで の ネ 内組織の再編並びに創造 へ の展開 〔CAD、FA、

での情報管理による顧客サ ・画像 処理 を利 用 した オー ッ トワ一一ク化 によ る相 互 的業務支援 ネ ッ トワ ー ク な ど)

一 ビスの 向上 ク シ ョンな ど商 品情報提 補完生産拠点体制の展1}月 ・情報化の進展 に伴 う企業 ・情 報fヒ に よ る 企 業 イ メ ー.・

供方法の変化による中古 ・CAD/CAE/LAの 充実 グループ内での情報処理 ンの向 ヒ・差別化

車販売 、 レンタル市場 の による研究開発/新 車開 部門の統合など関連企業

活発化 発の効率化 の機能 ・役割の変化

鉄 鋼 ・販 売生産 システ ムの 高度化、 ・流 通 ネ ッ トワー クや 、商
・中 央計算 機 によ る集中 シ (管 理面)

・鉄鋼VANを 核 とした販売 生 ・製'夷弓`業だ1ナ ㌘な く、総

ネッ トワーク化 によ り、 多品 社 、コ イ ル セ ン タ ー 、メ ー ステ ムか ら、FTC(フ ォ ・各事業所毎の統合OA〔W 産 システムの 高度化 、流通 合的 な システム産 業 と し

種 ・小 ロ ッ トで効率 的 かっ カー(エ ン ドユ ーザ ー)と ル ト ト レ ラ ン トコ ン ピ ュ Sで の複 合 文,ヰ作成 ・電 ネ ・ノ トワ ー ク ・発 註三管F琵 シ て"、 †,†報 ▼」唾イ、「f支f巾∫cノ)・

柔軟な生産体制(フ レキシ の分散統合 システムの確 一 タ)を 中 間に配 した分 子メー ル ・電 子伝票 決済 ステ ムの確 、Zによ り、受注 層の高度和川 化

プ ル ・マ ニ ュ フ ァ クチ ャ リ 立によ り、新 しい物 流 シ 散 ・統 合 システ ムへの移 ・スケ ジュール管理 シス か ら資 材発注 ・納 品 ・代 金 .トtタ トネ ・ノ ト「ノー クグ)r弱1斐

ング ・システム)を 確 立 し、 ステムの構 築 行 によ り、 テム)と 、 これ を結 合 し 請 求 までの グローバ ルな戦 化'IZコ 或fヒによ る開元」1業

ユーザ ーニ ー ズの 多様化 ・ ① コ イルセ ンター等の 中 ①[場 操業(連続運転)の た社内 広域OAに よ り、 略情報 システムの構築 界との連携強fヒ

高度化(製 品の種類 ・品質 閲在庫の圧縮 高度化 事務的作 業からの開放と ・鉄鋼業は製鉄 事業だけでな さらにε失鋼VANグ ゾヌ≦現

・納期 等)に 柔軟 に対 応 ② メー カ ー(エ ン ドユ ー ②従来、機械化が難 しか 創造的付加価値業務/＼の く、 これ まで培 って きた技 に よる、 グローバ ルな載

・販売流 通情 報 ネ ッ トワー ク ザー)へ の直納 方式 の った ライ ンの 前後面 や 重点投 資 など、新 しい業 術 開 発 力を活か し、新 金属 略情報システムを構築

の高 度化 ・広 域化 に よ り、 確 立 附帯設備の機械化、無 務風kを 志向 材 料 ・フ ァ イ ン セ ラ ミ ッ ク 特 に、輸送 業界 を含めた

ユ ーザーサ ー ビス を強 化 ③ 構内 ・トラッ ク配送 、 人化 ・企画管理業務支援統合デ ス ・複合材料の新素材分野 新 しい物流 システ ムを構

(生 産 ・在 庫 ・物流 情報 の提 国内配船等の物流の合 ③製造設備の連続化、中
一 夕ベー スの確 立と社 外 や 、 フ ラ ン ト建 設 ・エ ネ ル 繁 し、物流 の 合理1ヒ

供、生産技術情報の提供) 理化 間在庫 レス方式の高度 デ ー タベ ー ス ア クセ ス ・ ギ 一閲是 等の エ ンジニ アリ
・ コ ン ピ コ.一 タ ソ)r賄～庄和P目

な生産体制の確 立 知識 デー タベ ースの確 ケ、 ン グ事 業、 システ ム設計 ・ と ネ ・ノ ト ワ ーークfヒ のW直 進i

・AI応 用生産 制御 シス テ 立案 モ デル ソフ ト ・推 論 ソフ トウ ェア開 発、 さらに に よ り 、 多吊 柿 ・小 口 ソ

ムに よ り、高 度な生 産技 ソフ トの活 用 によ る企画 地 域 開発 とい った新 た な事 トで効率的かっ柔軟な生

術の蓄積/継 承 11〔案 業務 や意思 決定 業務 業分野へ進 出 し、総 合的 な 産f牽制 を確 ・1(.ξ'ると共 に

・フ ァ ジ ィ、A[等 の 利 用 の効 率化 、高 度化 システム産 業と して飛躍 し
・楢の合 理化 ・短1:期fヒ

によ る設備 、保 全 シス テ ・資 材/機 材/書 籍/事 務 てい くこ とが必 要 その た ま た 、AIや フ ァ ジ ィ咋

ムの高度化 用品等の発注管理 システ め、情 報 ・通信 技術 の ・層 によ り生産技 術 ・設備管:

ムの高 度化 と社 外 ネ ッ ト の高度利用を模索中 理技 術 の向}こ

ワー ク化 に よる、 発注…や
・統 で丁()A{ヒ ぜ」ネ ・ノ ト「フー一

納 期管理 、在 庫管理 、経 ク、 コ ン ピ ュ ー タ 麦打…の

高 度化 に より、1`務 部 門理 業務 の合理 化、 高度fヒ

1研 究 開発 面) や研究部門の業務の合理

・技 術 セ ンターの統 合OA化 によ り、技 術 者の 事務作 業 イヒ夕方考{イヒを1'刈り 、 よ りf寸

' か らの開放 と実験 デ ー タの デー タベー ス化 ・統 計作 業 加価値の高い業務に惇念

の機械化によって研究開発に専念できる環境の構築 できる体制の構築

'

・技術 解析 ソフ トの充実 、 シ ミュ レー シ ョンによる論理

的実験環境の充実、開発時間の短縮等

田
鶴

・璃



影響 ・変化 の局 面 商 品 ・サ ー ビスの変化 流通面の変化 製造面の変化 組織体制の変化 業界構造の変化 全体的な方向

電気/電 子 ・単体機器の商品から、複数

機器の組合せによる商品 シ

・ホーム ショッピ ングの活

発 化に よ リホ ーム コ ンピ

・CIMの 導入により市場情

報 を的確に取 り入れ、受

・指揮 ・命令機 能 を、情報

ネ ッ トワー ク網 を活用 し

・物流効率化のため、異業種

連携が拡大

・市場動向の把握の為に、

実需情報の収集と需要予

ステム化 ユー タや電 話 によ る ダイ 注個別生産に近 い生産形 た分 散体 制に よる フラ ッ ・技術研究の管理機能が情報 測

'ア フ ター ケアの顧 客情 報の レクト注文の増加 態が拡大 ト組織 ネ ッ トワー クとデ一 夕ベー ・家庭端 末 によ るホー ム シ

管理 強化 に よるサー ビスの

向上
・フ ァジ ィな どの付加機 能 に

よる ヒューマ ンイ ンタフ ェ

・セー ルスマ ンの携帯端 末

か らの受 注 に対す る納 期

の即答 化

・カー ドに よるキャシュレス

・24時 間365日 無 人化 工程

の拡 大

・グローバ ル情 報 ネ ッ トワ

ー クによ る グローバ ル調

・単純作業のシステム化 と

ルーチンワークの標準化

による,労働時間の短縮化
・組織活動の連携 を情報 ・

ス活用によりコンカレント

(並行)開発及び分業体制化
◆グローバル生産の拡大に対

応 して、海外企業を含めた

ヨッ ビング

・グローバ ル ・ボー ダ レス

(国 境 を越 えて取 引・研 究

開発 が拡 が ってい く)

一ス を大幅 に改善 した商 品

提供

・ソフ ト(AV、AI、 プ ロ グラ

ム)と ハー ドの結 合 した活

用の 多様 化商 品の 提供
・国 際標 準 に適 合 した商 品の

時代の本格化による、情報

ネッ トワーク決済の拡大
・情報 ネットワークを活用

した拠点の集約など物流

の効率化が進展
・国際標準に対応 したED

達、国際分業生産体制
・購入品の受け入れに標準

バーコー ドが利用され、

納品書レスが進展

通信ネットワークの活用

により勤務時間、勤務場

所のフリースタイル化
・現場の創造的な参画 を促

しっっ、全体効率を追求

する経営システムが拡大

柔軟な企業間連携が拡大
・生産拠点の地方展開が拡大

・商品のハイテク化、アメ

ニテ ィ性が一層進展
・環境保全のための情報活

用が拡大
・生産性の向上と職場環境

の改善

増加 1が 定着、異業種間の接

続が拡大

電 力 〔利便性向上〕
・需要家異動業務 自動化(契

約ブレーカーの容量変更等)
・ホームコントロールによる

電気機器の遠隔制御、自動

制御
'電 力計での検針、季節別時

間帯別の自動切 り替え

〔窓lI業務の拡大〕
・都市機能の24時 間化に対応

したサービス提供(営 業所

等への電気料金支払い用A

TM設 置等)

〔配電総合自動化〕
・開閉器自動遠隔制御 によ

る停電時間の短縮、設備

運用の遠隔自動化

〔緊急時対応等〕
・緊急時情報交換(事 故時

の制御情報等緊急時対策

の迅速化、事故画像情報

の伝達)
・資機材相互融通(非 常災

害緊急時における資機材

の相互融通データ交換及

び強固な保安体制の確立)

・大規模発電プラン トの運

転の自動化
・原子力発電所の炉心燃焼

管理や火力発電所の熱効

率管理
・大規模環境解析(温 暖化、

酸性雨等の影響)

〔電気事業者間高速デジタル

通信網〕
・広域融通の連系強化、広

域系統のデータ交換によ

る系統の安定運転、広域

送電可能電力の即時判断

〔社内高速デジタル通信網〕
・工務、資材、経理部門 を

横断した情報連絡一元化

による業務処理の効率化
・顧客管理情報交換(需 要

家移動情報、料金支払情

報及び電気使用申込等受

付)
・各部門が保有するデータ

ベースへの相互アクセス
・戦略的経営計画支援 シス

テム、市場開拓支援シス

テム等各種支援 システム

〔関係会社間VANの 構築〕
・業界統計情報等データベー

スの電 力会社間共有化
・電子取引対応

・工事工程管理、設備の履歴

データ、技術計算等の ソフ

トウェアの関係会社間共有

化
・金融機関とのVAN(総 合振

込、口座振替、無記名振込)
・異業種会社とのVAN(PO

S設 置店での電気料金収納

委託、引越業者への移動処

・電気事業者聞、社内高速

デジタル通信網の形成
・対関係会社、需要家との

各種情報ネットワーク網

の形成
・情報 システムを用いたサ

ービスの多様化 ・高度化

・電力系統制御、配電、設

備管理 ・診断等の総合自

動化、効率化
6電 気事業通信設備の活用

による高度情報化社会の

実現、地域活性化への貢

・需要家からの問い合わせ対 〔需要 家 との ネ ッ トワー ク〕 ・画像伝送 による電力設備 の導入 理業務委託、市場開発広報) 献

応 等の ダ イレ ク トコ ミュニ
・負荷制御(電 力系統異常 の監視による異常事態の ・需要家情報の迅速収集、

ケ ー シ ョ ン 時及び需給上の必要時に 早期発見 活 用に よるサ ー ビス向上

・電気知識等の広報活動 電 力側から需要家の負荷 ・連 系系統 操 作に よる、会 ・自動検針による業務効率

〔情報提供〕 機 器を制御) 社間違系に関わる開閉器 化

・当、翌 日の負 荷 予想の周 知 ・力率 改善 用コ ンデ ンサの 等の操作手順情報の迅速 ・社 内 テ レビ、TV会 議等

とピー クカットへ の協 力PR 制御 化、 高度化 コ ミュニケ ー シ ョン手段

・料金支払情報(月 別使用電 ・負荷受電情報自動収集〔ロ ・設備 予防保 全管理(図 面、 の充実

力、料 金、 入金通 知)
一 ドサーベイ、受電 用CB、 設備履歴管理等データ交

・1:事 停電 、 故障停 電等 の情 RY情 報 、コンデ ンサ の解 換による効果的な予防診

報提供 放情報収集、電 力使用実 断)

・気象、雷情報等電 力で把握 績自動収集) ・隣接電力会社間での気象

している気象情報の提供 ・系統連系自家発の制御(系 デー タ、防 災注 意 、警戒

・その 他種 々の情 報提供 サ ー 統停止時、充電時におけ 情報の交換

ビス る分散型電源等の制御、 ・通信 によ る事 故情報 、運

転管理情報交換、広域的

・電力計での検針、季節別時間帯別の自動切り替え

発電実績の自動収集)

防 災 ・災害復 旧準 備、警

〔保安〕 ◆緊急時の情報交換 ・電 力施設監視 戒体制の早期確 立

・自家発運転情報

tO
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影響 ・変化の局面 商 品 ・サ ー ビスの変化 流通面の変化 製造面の変化 組織体制の変化 業界構造の変化 全体的 な方向

石 油 化 学 需要 家、商社 との ネ ッ トワー ・需 要家 との ネ ッ トワー ク ・工場 全体 と してFA化 の ・ コ ン ピ ュ ー タ ・ネ ッ トワ ・川下企業との連携強化 '総 合 的 な システ ム産 業 と

ク化 の拡大 によ り、 化の拡大により、物流 と 推進 によ り、 自動 化、 無
一 クの活用 によ り

、製 品 ネ ッ トワー クを通 じての しての情報 ・通信技術の
・納期の短縮 による顧客への

商流情報 の分離 。 メー カ 人化の徹底 群単位 で販 売 ・物流 ・生 サ ー ビスの強化 に よる差 高度利用化

サー ビスの強化 一と需要家との結びつ き 3K(き っい、汚 い、 危 産を一体的にとらえて計 別化 、 グル ープ化 ・社外 ネッ トワー クの 高度

・在庫情報の提供 が一層強化 険)の 追放 に よる、化 学 画、実施 していく組織運 ・少品種 多量生産 ・販売 方式 化 ・広域化による関連 業
・品質情報、加工技術情報な ・需 要家 との ネ ッ トワー ク 会社 の イメー ジア ップ 営へ移行 か ら、高 品種 、 高機 能 の 多 界との連携強化
どの技術情報の提供(強化、 の強化 によ り、注 文 か ら ・販売情 報 と結合 した、 工 ・ グ ロ ー バ リ ゼ ー シ ョ ン の 品種少量生産 ・販売方式へ ・多品 種

、 小 ロ ッ ト生 産 を

迅速化) 製品納 入までの期間の短 場全体 としての最適生産 進 展 に伴 い、国際 ネッ ト 高機能、高付加価値製品 可能 とする効率的かつ柔

縮 と需要家からの注文の の追求(いわゆるCIM化) ワー クとの結合 に よる海 の販 売 ・物 流 ・生産 に対 軟な生産体制の確 立
早期把握による、工場か ・見込 み生産 形態 か ら

、一 外拠点も含めた統合管理 応 した シス テムへ 、情 報 ・OA化 や ネ ッ ト ワ ー ク、

らの直送体制の強化 部製 品に っい ては、注 文 組織へ移行 処理 システムの再構築 コ ンピュー タの 支援 によ

生産的 な生産形態への移 ・商社、問屋機能の質的変化 る事務部門、研究部門の

行(需要家 との情報面での結合の強化による) 業務の合理化、効率化
・技 術 開発 面での コ ンピュー タの活 用によ る高品 質

、 高

機能製品の開発
・運転操業面での高度制御、各種運転支援 システム(プ
ロセ ス、設備 、保 安安 全等)の 利 用によ るE場 操 業の

高度安定化、保安向上

石 油 ・ガ ソリ ンス タ ン ド(サ ー ビ ・S/Sに おける取 り扱 い商 ◆コ ンピ ュー タ自動 制御 に ・非S/Sで の 販売チャンネ ・各 種 ビ ジネス プロ トコルの ・大規模 ネ ッ トワー クを活

ス ・ステー シ ョン、以 下S 品の多品種化 よる製造の最適化運転の ルに対応 した新たな組織 標準化の模索 か した情報 サ ー ビス事業

/Sと い う)に 設 置 したPO ・コ ンピュー タ支援 によ る 進展 体制作 り ・電子取引による製品輸出入 の展開
S端 末とこれ らを結ぶ全国 輸送の最適化 ・個 別注 文 によ る潤 滑油 ・ の体制の整備 ・S/Sの 地域 性 に即 した多

ネ ッ トワー クを利 用 して、 ・ク レジッ トカー ドによ る 特殊製品の製造 ・情 報化 を きっか けとす る特 目的化 ・最適複合化の模
新 た なサー ビス を売 る。〔例 管理体制の重視 ・コ ンピ ュー タに よる安 全 約店の他業種への参人 ・転 索
えば、広 報一 貫的 な トラベ 監 視、 事故防 止 ・事故の 換の進展 ・ブ ラ ン ドイ メー ジと して

ルサ ービス(観 光案 内、 宿泊 斡旋、 ドライブ情報提 供、 分析、故障診断 の情報化の側面

レンタカー斡旋)、 第二 種電 気通信 事業〕 'Iong-termCIM採 用の ・顧客情報管理による顧客
・顧客情報管理に基づ く保守点検サービスの高度化と販売 試み ベー スの営 業活動

チ ャンスの拡 大 ・特約店の情報化促進
・取 次 ぎサー ビスの拡 大(保 険

、宅配/引 越、 チケ ッ ト販売、

カ タロ グ販売)

繊 維 ・£OS・POSデ ー タ
、派 遣 店

・多品種 ・小 ロ ッ トデ リバ ・CAM 、CAE、FMS等 に ・営 業、製 造、流 通部 門の ・大 企業の 垂直系 列型 ネ ッ ト ・消費者 ニー ズ情 報 と ク リ

員の売れ筋情報、顧客管理 リー システムと クイ ック よる 自動 化 、 多品種 ・小 システム連携の強化 ワー ク、中小 企業等地 域 共 エー シ ョン情 報の最 高 か

シス テムによ る トレン ドデ レスポ ンス システ ムの構 ロ ッ ト化 、短納 期化 ・システ ム管 理 、デ ー タ管 同型 ネ ッ トワー ク及 び アパ っ的確 な交換 システ ムの
一 タ

、定 点観測 情報 等、 消 築 ・新 素材
、新 加r、 高品質 理、受注発注計画管理等 レル大 手垂直拡 大型 ネッ ト 形 成 によ る川 上か ら川 ド

費者 ニーズ ・情 報の収 集 ・ ・流 通 セ ンターの整備 と共 等、技術 力格差拡大への OA・ コ ンピュー タ要員 ワー ク間 の システ ム競合、 まで連動する実需対応型

分析 サ ー ビスの システ ム化 同化 対応 の人材不足 システム汎用化の進展 供給体制の進展
・CAD 、AI等 の応用 ・導 入 ・受発注VAN

、流 通VAN、 ・業務 処理規 準 、取 引 ・決 ・大 手商社 、産地 問屋 、綾 南 ・見本品作成等商品企画開

による商品企画の多様化と 決済VAN等 ビジネスの電 済条件等の見直 し 等が果たす生産管理、受発 発 の システ ム化 の進 展 と

効率化 子化 注管 理、 金融 リスクヘ ッジ 商 品の 多品種 小 ロ ッ ト化
・高級 化 、個 性化 、 多様 化 す ・伝 票 、 コー ド、値札 等の 機能 に おけ る情 報 ・システ ・産地活性化対策としての

るフ ァッ ショ ン トレン ドを 標準化 ム化対応力の格差拡大 ビ ジネス共同VANの 進

反映した商品差別化の進展 展
ポマニ ケテ ィン グ ・商 品企画 の コ ンサ ル タン ト

、 アパ レル ・フ ァッシ ョン ・カラー情報 、官能情 報、画 像情 報 等か ら

生 産 システム メー カーの分 化 ・専門化 成 る繊 維 トー タルデ ー タベ ー スの構 築 と利用 によ る商品
・通信 ・カ タロ グ販売 サー ビス 企画 ・販売の効率化

■

醐
讃

・瀦
羅



影響 ・変化の局面

建 量x
隅

産 業 機 械

医 療

医療は、 ・般産

業と同じ項 目で

の整理が不適当

であるため、

れそれの項目は

括弧内のように

読み替えて記述

商 品 ・サ ー ビスの変 化

・マ イ クロエ レク トロニ クス

機 器な どの 高度情 報化 設備

を装備す る こと によ る各種

設備の イ ンテ リジ ェン ト化

(イ ンテリジェン トビル、H

A装 備 の集 合住宅 、 立体 倉

庫や駐 車場)

◆イ ンテ リ ジェ ン ト化 した設

備 や施設 を管理 す るた めの

ソフ トな システ ム、サ ー ビ

スの提供(設 備管 理 か らフ

ァシ リテ ィマ ネ ジメ ン ト)

・FMS、FMC、FA、CIMな

どの システム商 品の拡 大

・リー ドタ イムの短 縮 や生産

の効 率 を目的 に、 異種1:程

を複合 した特化 型機 械の 増

大

・高速 ・高性能 さらに高信 頼

性 に向 けて、固 有技術 とソ

フ ト技 術 の融 合が 不可欠

'ヒ ュー マ ンイ ンタフ ェー ス、

知 識化 な ど 「人 にや さ しい

機 械」、「入間 との調和 」を 目

指 した設備 開発 が活発化
・アフ ター サー ビス か らビフ

ォアサ ービ スへ と組織 活動

の 活性化

(サービスの変化)
●病院の事務作業、薬局の作

業、検査業務などが効率化

し、待ち時間が減少
・医療機関の案内が情報化 さ

れ、的確な医療機関の検索

が容易化
・診療や健康管理デー タの保

管の向 上

流通面の変化

・顧 客 が施 設等 を活用 して

行 う事 業の企画 段階 で事

業の シ ミュ レー シ ョンな

どを行い、意志 決定 を支援
・施 設な どの完 成時 の姿 や

使 われ 方を ビジ ュアル な

シミュ レー シ ョンで提 供

・Il業 生 産化の レベ ルの商

いil業 化住宅 、r.業 化 て

法 を活用 した集 合住宅 や

サ ポー トと イ ンフ ァイ ル

を分 けて計画 され た集合

住宅 では、CAD、CAM

によ り自由 な選択 によ る

注文 が可能

・海外現地生産化が増え、

国際的な部品調達が拡大
・外注依存率の高い業界の

特色に対して、外部との

生産管理のための情報ネ

ットワークの採用開始
・仕掛 け ・中間在庫費用等

の低減に向けて、適正な

消化能 力に見合った負荷

投 入方法(調 達時期 ・調

達竜等}を 積極的に採用

(医療 機関相 互の連 携化)

・医療 機関 相互の連 携の 緊

密 化
・救 急医療 情報 システムの

拡 大(全 国 県単位 の3/4)
・ファ クシ ミリや コ ンピュ

ー タによ る病 院 と診療 所

間 の患 者照会 システムの

普及

製造面の変化

・生 産性 向上 、労務の 質、

量の克服 の ため、 コ ンピ

ュー タを組 み込ん だ補助

器具 、 ロボ ッ トの 開発 ・

導 入
・部 品 ・機 材調達 のた めの

物流 情報 ネッ トワー クを

模 索、検 討

・下流 の情報 を企画 ・設計

な ど 上流段 階 に迅 速 に反

映 する仕組 み と して 、製

造 業のCIMに 倣った統 合

生 産 システ ム を指向

・工場 の 自動 化 によ って、

(FMS、FMC、FA、CI

M)、 生産性 の向 上、品質

の 安定 、短納 期 などの実

現

・工場 の空調 化、 インテ リ

ジェ ン トオ フ ィスなど生

産環 境の クリー ン化 が進

展
・国 際分 業体 制が進展

・直接的 な製 造部 門の投 資

に加 え、CAD、CAE、

LAな ど源 流 部門の 生産

性 や品 質向上投 資 が拡 大

し、 トー タル ネッ トワー

ク志向 が拡 大

組織体制の変化

・協力者〔下請け業者)を含

めた統合的な生産体制作

りに、EDIな どの情報ネ

ットワークを活用
・建設現場とのネットワー

ク化により組織としての

統合管理体制が実現

・ゆとり、豊さの実現に向

けた労務対策(時間短縮、

休日増大、フレックスタ

イムなど)を 積極的に推

進
・個人の適性を重視 した職

場配置、教育プログラム

など選択の幅が拡大
・源流部門の企画(経 営、

製品、生産等)、研究開発

部門の強化が従来より顕

著
・サービス、営業部門の顧
『客との接点がよ り重要視

され、情報の価値ウエイ

トが増大

(医療全体の組織上の変化}
・大病院の一部では、情報

の専門家を設置

(大学病院では、東京、千

葉、大阪、京都、九州の

大学病院 などに組織有)
・県単位の医療における情

報化の組織化が提唱 され

ているが、充分な進展が

ない

(保健所の情報 システム、

感染症のサーべーランス
のシステムなど国として

のプロジェクトはあるが

非恒常的な組織)

業界構造の変化

・遠 隔管 理の ネ ッ トワー ク、

各種 設備の 制御 ・管理 シス

テ ム、管理 記録 のデ ー タベ
ース化 な どによ り、建 設後

の総合 的 なフ ァシリテ ィマ

ネー ジ メン ト業 を志 向
・情報 ネ ッ トワー クに よる業

者等 との結 びつ きの強 ま り
・情 報の総 合化 によ るプロ ジ

ェ ク トメー キ ング、プ ロデ

ュー スな どの機 会 か ら異業

種の 参入
・大手 部品 メー カー、機材 メ

ー カー など下流段 階 か らも

参 入

・国際的な業界交流が活発に

なり、相互研鎖に向けた各

種 プログラムの企画
・技能の技術化が進み、製品

のすみ分けが企業間で薄 く

なり、製品間の競争が激化
・システム化の進展 により、

ソフトウェア、エ ンジニア

リングなど第三次産業技術

との混成が重要化

(医療構造に与えた影響)
・日本の医療供給体制の特徴

は、供給者に多くの組織体

がありこの間にコーデ ィネ
ーションがなく、患者にも、

どの医療機関に行くべ きか

の情報が不足

情報化によってこれら医

療機関の間に連携が生まれ

ることが期待 されているが、

現在そこまでのインパク ト

はまだ未醸成

全体的な方向

'建 設業が提供する施設お

よびサービスの高付加価

値化 と顧客の意思決定支

援など上流化
・生産性向上のためのマネ

ジメントシステムの活用、

物流と情報、協力業者な

どのネッ トワーク化、統

合生産システム化
・AIの 活用、計画のシミ

ュレーションなどによる、

建設プロセスでの不確実

性の克服

・FA、CIMな ど「情報」の

ネットワークを取 り入れ

た全体統合 システム化の

進展
・3Kの 追放 と企業イメー

ジの高揚活動により、労

働人口の確保
・インテリジェンス機能開

発により、人間尊重の設

備供給に向けた認識の高

揚
・顧客 との接点を重視 し、

国際的にリー ドする品質

の確保と蓄積 した生産技

術移転

(診療所、病院など医療供
給側の変化)

・コンピュータ普及率は向

上したが、その利用方法

は事務的な業務が対象で、

合理化による情報化費用

捻出が困難な医療内容そ

のもの迄に影響 を与えた

例は稀少
・保険請求業務のコンピェ

一夕化の進展(請 求をF

Dな どで行 う全国的なシ

ステムも厚生省により試

行)
・医師や看護婦が病棟で自ら検査依頼や処方をコンピュー

タを用いて行うオンラインシステムが大病院で志向
・医学的なデータベースは、日本では産業としてまだ未成立
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影響 ・変化の局面 商 品 ・サー ビスの 変化 流通面の変化 製造面の変化 組織体制の変化 業界構造の変化 全体的な方向

印 刷 ・紙 を中心とした印刷物の提 ・印刷情報の地上系、衛星 ・情 報の 差別化 に伴 う
、短

・情 報処理 や情 報 を加[:・ ・業域 が拡 大 し、情報 処理 加 ・情 報(情 報 源)に 付 加f面∫直

供 か ら、マ ルチ メデ ィアの 系の通 信 によ る グローバ 納 期、 小 ロ ッ ト化 、地域 展開するための若い技術 1:産 業ヘ シフ ト をっ け る産 業に向 か う

デー タベ ース作 りを基本 と ルな集配信 分冊化 者の養成、及びその教育 ・製版部門における情報処理 ・i{手意 先 との 企 業間 ネッ ト

した総 合情 報処理 ・加工 ・ ・印刷物は大量複製から電 ・現 行の 入稿 、ゲ ラの出校 機関(社内)と処理部門の 加川:の共同化志向 ワ ー ク{VAN)構 築

提供サービスへの展開 子的 プ リン ター によ る個 等の電 子ネ ッ トワー ク構 全国展開 ・負豆納 其月fヒ、 づ、ロ ッ トイヒ、
・受注産 業 か ら

、 シス テム提 別印刷 へ、 更に ネ ッ トワ 築 の必 要性 、あ るいは デ 高品質化等の高度なニー

案(SIS等)を 含む造注産業 一 ク化 され た電子 メデ ィ リバ リー を考慮 した現地 ズ に対 応 した印刷 システ

へ ア による ソフトコピー(ハ 印刷体制 ムの確 ・叱、ON-DEMAN
・業域 が情報化 ・サ ー ビス化 イパ ー メデ ィア)へ ・製版1:程 まで コンビ ュー

D出 版 等、 必要 な時 に、

の進展によ り拡大 し、新た ・電 子出版物の本格的な到 タ化 され、印 刷会社 とい 必要な出版物 ・印刷物の

なもの(衛 星放送、通信サ 来により、出版物は出版 うよ りデー タベ ース製造 製造 システム
一ビス)ま で扱 う必要出現 流通から独立したマルチ 受 託会社 の イ メー ジが強 ・デー タベ ース産 業 〔プロ

・最終 ユ ーザ ーへの直 接的商 メデ ィア ネ ッ トワー クに くなる方向 デ 、一サ ー1志 向

品 ・サ ー ビスの提供 よ る個 人ユ ーザーへ の配 ・受注 か ら製造 、販売 まで

信 へ、 これ によ り在庫 ・ をコ ンピ ュー タで統 合的

保存の概念が変化 に管理するようなCIM

化の試み

商 社 原材料:世 界の マー ケ ッ ト情 ・電子決済の浸透 に伴い決 ・社内 情報 デー タベー スの ・ネ ッ トワー ク化 の進展 とE ・川 ヒか ら川 ドへ と商権 が

報 の迅速化 とデー タベー ス 済条件が多様化するとと 拡 充が進み 、商 品 ・サー DIの 浸透 で、 業種 ・業界 拡大 し顧客情報データベ
化の進展で、同一商品の供 もに、資金調達 も多様化 ビスの変化 に対応 し、よ を超 えたデー タ交換 が進み、 一スの ニー ズが増 大

給源の多様化が進展 ・商流システムと資金管理 りフ レキ シブ ルな組 織体 南流中心から物流の包含へ ・銀 行 ・運 輸 等異業種 との

生産財:メ ー カー と需 要家の シス テムの融 合 とい った 制へと変貌 と進展し、総合商社と専門 企 業間 ネ ・ソトワー クの拡
一体化 による新製品開発推

よ うな、異種 システム間 ・経営 への情 報 システ ムの 商社に二極分化 大
進のため、情報収集 ・伝達 の連携 された高度 システ 普及推進、判断の迅速化 ・商 品に関 する情 報デ ー タベ ・国際 間南 流 ・物 流 シス テ

システ ムの開発 とネ ッ トワ ムが志向 ・社 員間 コ ミュニ ケー ショ 一 スサ ーピ スの 事業化 ムへの取 り組 み
一 ク化 ・国内 ・国際物流の高速化 ンの効率化と営業員の情 .情 報 システムの進 展 で、 オ ・連結 経営 の進展 に伴 い、

消費財:消 費者動向の分析 ・ ・高度化 が進 み、 ネ ッ ト 報武装強化(デ ータ分析 ルガナイザー機能の拡充が グルー プ全体 の システ ム

把握 が進 み、単 一商 品 ・サ ワークの拡大化が進む ツ ー ル 、 プ レゼ ンテ ー シ 進み・一括受注型取引が拡大 の整合性ある構築とその
一 ビス か ら

、複 合商 品 ・サ ヨンツー ル等 の 充実) 一投 資 ・リス クの大型化
相 互 ネッ トワー ク化 力弓筐

一ビスへの対応が進む 展
一生活情報の収集とデータ

ベ ー ス化 一

流 通 ・衛星通 信
、 ハ イ ビジ ョンを

・仕 入先
、運 送業 者 との ネ ・ホ ーム シ ョッ ピン グに よ ・銀 行POS 、 クレジットカー ●AI/ES活 用による需 要予

利用 した高性 能 ・グローバ ッ トワー ク化 によ り、配 る店舗機能の変化 ド、 プ リペ イ ドカー ドによ 測
ルな店頭情報の提供 送納期の短縮化、確実化 ・衛星通信利用による多店 る異 業種 との決済 、サ ー ビ ・CD-ROM等 カタロ グ媒

・パ ーソナ ル情 報 の蓄積 とそ ・店舗販売情報に基づ く製 舗一 元コ ン トロ ール ス連携の活発化 体 の ニ ュー メデ ィア化

れに基づ く多面的 な生活提 造調整 ・店舗作業合理化のための ・ホー ム シ ョッピン グの事 業 ・異業種 間 ネ ッ トワー クの

案 ・海外 メーカー との ネ ッ ト 自動発注の進展 化 に伴 い、宅 配業 者、出版 高度化、標準化ときめ細
・個 人のニ ーズ にフ ィッ トし ワー ク化 によ り商 品調達 等異業種からの参入活発化 かい物流制御
た オー ダー メイ ド商品 の供 の グロ ーバ ル化 ・POSに よる売筋把 握 と流

給 ・無店舗販売、無人販売等 通 在庫 コ ン トロー ル
・多様 な販促 サ ー ビスと現金 新 しい販売 ・流通形態 ・銀 行POS 、プ リペ イ ドカ

決済から多様 な決済サービ 一 ドによ る決済 手段 の電

ズベ 子化
・新 しい利益管 理 有夫(D

'

PP手 法)の 活 用

◆.

婿
欝

・鶉
羅



影響 ・変化の局面 商品 ・サ ー ビスの 変化 流通面の変化 製造面の変化 組織体制の変化 業界構造の変化 全体的な方向

銀 行 ・金利自由化、業務規制緩和、

BIS規 制強化の制度変革 と

・CDネ ッ トワー クの業態

間接続拡 大 と他業態(ク

'業 務 のペ ーパー レス化 と

事務 処理 のス ピー ドア ッ

・システム投資の効率化をも

狙う合併による金融再編成

・システ ム関 連投 資の一 層

の増 大(特 にソ フ ト開発

社会の高齢化、企業調達 力

の向上等に対応する新商品

レ ジッ ト等)へ の 開放

・証 券振 汝 等、新 業務対 応

プ
・渉外担 当者 への ポー タブ

の進 行

・ハ イテ ク化 ・グローバ ル化

投 資)
・セ ンターホ ス ト系の 巨大

の開発 と高 度サ ー ビスの提 の他 ネッ トワー クとの接 ル端末等のシステム武装 の対応度による銀行間格差 化 とWS、LANに よる分

供 続
・パ ー ソナルOA 、統 合O の拡大 散化の同時進行

・金利自由化対応のスーパー

MMCや 新流動性預金

・個 別行 によ る グローバ ル

ネ ッ トワー ク化 と海 外地

Aの 拡 大

.マ ンマ シ ンイン タフェー

・システム間結合に支えられ

た証券 ・保険会社との総合

・ 第4次 オ ンラ イン構 築開

始(CASE、 第4世 代 言

・スワ ップ、 オプ シ ョン、金

融 先物 など を用い た金融 ハ

イテ ク商 品

・フ ァー ム ・バ ンキ ング、 ホ

場 ネッ トワー クとの接続

・既 存 ネ ッ トワー クへの イ

メー ジ伝 送等 マ ルチ メデ

ィア高 度情報 の組 込み

スの向上 によ る低 コス ト

労働 力 、新任担 当者 の即

戦 力化
・システムサポ ー トを前提

金融 サ ー ビスの出現

・情 報サ ー ビス産業 と して収

益 に 占め るフ ィー ビ ジネス

収 益の比 重増 大

語 、 ドキ ュメ ン ト自動作

成 ツール、 モ ジュー ル化

プ ログ ラ ミングの活用)

・金 融 ネ ッ トワ ークの拡大

一ム ・バ ンキ ング等、取 引
・衛星通 信 によ る新 ネッ ト としたパー ト等低 コス ト

・ネ ッ トワ ークを武器 に して と多機能化

先による直接取引サービス

の範囲及び メデ ィアの多様

化

ワー クの構 築 労働 力の投入

・デ ィー リング システムの

拡充 とALMシ ステムの

ノ ンバ ンクの 決済サ ー ビス

へ の進 出

(社 内 キャッシュ レスサー

ビス、FAX－ 括振 込、計

算事務 代行 、 自動機運 転

・CDの 休 日稼 働や24時 間稼 強化 監視など)

働及びサー ビス内容の拡大
・流通等異業種との企業間

・キ ャシュ カー ドと クレジ ッ

トカー ドの ダブル ス トラ イ

ネッ トワー ク
・ハ イテ ク商品提 案

、融 資

プによる多機能化 審査 な どパ ソコ ン、WS

・バ ンクPOS等 流通 業界 との でのAI等 新技術の活用

ハ イブ リ ッ ドサ ー ビス

・決済機 能付 のICカ ー ドの

開発

証 券 規制緩 和 ・自由化 、顧 客ニ ー

ズの 多様化 に伴 い、① 色 々な

資産 の証 券化(例 えば、不動

産 資産の 小日債権 化 、個 人保

有の住宅 債権 や抵 当証券 の ロ

ッ トふE券化)、② 色 々な金 利や

条件の商 品 を組 み 合わせ た新

しい商 品の創 出 が進 ん でおり、

これ によ り

・様 々な新商 品 ・新サ ー ビス

・店頭 サー ビス機能 を充実

させ るた めの システ ム化

の進展

・処理時 間 ・待 時間 の

短縮化

・省 力化(ATMの 高

機能 化)

・店頭 での相 談機能 の

充実

(ex.AI技 術 など を

・商品種類の拡大、複合化、

小口商品 ・サービスの拡

充に伴い、以下の変化が

考えられる。

①新商品開発のためのR
&D体 制の充実

②個人投資家へのサービ
ス体制の充実

③顧客管理体制の充実

④組織横断的なクロスセ

・カー ド提携 など、異業種 と

の決済 ・サービス提携の活

発化(異 業種との企業間ネ

ットワーク化の進展)
・金融制度改革による銀行、

証券の相互乗入れ、総合金

融サービスのためのシステ

ム対応

・市場 、商 品 、客の グ ロー

バ ル化 に対応 す るための

シス テムの グロ ーバ ル化、

24時 間 化

台多種 多様 な商品の 出現 、

取 引規 模の拡 大、 グロー

バ ル化 、為 替 ・原 油 など

の動 向 など リスクが増 大

し、その ための リス ク管

理 シス テムへの 対応

を開 発 し、提供 して ゆ くた 使 った システムによ
一ルス体制の整備

め の システ ム化 の進展 る顧客 サー ビス} ⑤ セ キュ リテ ィ管理 、 シ

・個 々の客 の ニー ズに対応 し ・来店客への情報提供のた ステム監査機構の充実

た商品 ・サ ービ スを提 供 す めの システム化
・超 小型 パ ソコ ン、無線 端

るための顧客情報 システム (店頭 ディスプレイ端 末) 末などによる営業マンの

商 品情報 システ ムの 高度 化、 ・顧客 との ネ ッ トワー ク化 情報武装

拡大 によるサ ー ビスの迅速化、

・商 品の 複雑化 、取 引規模 の 情報の提供 〔取引、情報

拡 大に対応 した トレー デ ィ 提供)

ングをサポ ー トす るた めの

システムの 高度化(DSSな

ど)

～
↑



'

詰

影響 ・変化の局面 商 品 ・サ ー ビスの 変化 流通面の変化 製造面の変化 組織体制の変化 業界構造の変化 全体的な方向

保険(損 害保険) (商 品 ・サ ー ビスの向上) (保険証券発行の迅速化) ・コ ンピュー タの有効 活用 ・オンラ イ ン化やOA化 の ・社 内 オンラ イ ンネッ トワー ・情 報化 の進展 によ る、顧
・お客様 の ニー ズに合 ったお ・オ ンライ ンの進展 による に よる、 消費 者ニ ーズに 進展 によ り、 クの拡 大によ る、顧客 サ ー 客 サ ービ スの 向 ヒと、 業
勧め契約の作成や料率 ・保 営 業第一・一線 か らの契約 情 対応 した多様な商品をタ ・営 業

、損 害サ ー ビス拠 ビスの向 ヒと業務の効率化 務 の効率 化 ・高度化
険料の算定が難解な保険商 報人力、商社等との対外 イム リーに提供 で きる体 点の拡大と各拠点にお ・損害 保険 ネ ッ トワー クの拡 ・ネッ トワー ク化 の推進

品の設計、個別企業向けの 接続、空港や旅行代理店 制の整備 ける情報化装備の進展 大 によ る、情 報収 集の迅

複雑 な保険設計書作成の コ への発券機の設置等によ ・OCRを 活 用 した 第 ・・一 ・損 害保険VANの 活 用 に 速化
ンピュー タによ るサポ ー ト り、f呆険言正券 を正確辻〉速 線からの情報人力によ よる、業 界ベ ー スで の効 ・Al 、 イ メ ー ジ処 理 、

・オ ンライ ン化 の進展 に よる に作成する体制の整備 る、事務処理の効率化 率化の進展 音声技術等最新の技術
契約者からの各種問い合わ (チ ェ ックオ フデー タや 売}:状 況の タイム リー (自動車事故・無事故情報 を活用 した情報の高度
せに対する迅速 な対応 保険データの提供) な把握による営業推進 交換、自動車車物事故情 利用の促進

・フ ァー ムバ ンキ ン グ等の 活 ・企業契約者等の保険料チ
体制の機動力向上 報交換割 ・国際 ネッ トワー クを利 用

用 によ る、迅速 な保 険金 の エッ クオフデー タや保険 ・顧客情報の充実による顧 ・OSIを 活用 した社 外(損 した海外保険会社 との再
支払い デ ー タのM/Tや ネッ トワ 客管理体制の強化 害保険代理店、客先等) 保険決済の効率化

(保 険金 支払 いサ ー ビスの 一 クを利用 しての提 供 イ'・ コ ン ピ ュ ー タ シス テ ム の
との ネ ッ トワー ク化の進 ・コン ピュー タの障 害対 策

、
向上) (帳 票 類デ リバ リー管 理 安全性 ・信頼性確保に向 展 セ キュ リテ ィ対 策の 取要

・ オ ン ラ イ ン ネ ッ トワ ー ク の の高度化) けた管理体制の充実 ・大型代理店を中心とした損 性が増大
拡 大、 車載端 末や デ ィス ク ・オ ンラ インの進展 によ る ・衛 星通信の 活用 によ る

、 害保険代理店システムの導 ・コ ン ピ
コ.一 タ コ ス トの 増

カメラの活用等による事故 数千種に及ぶ保険契約申 広域拠点での情報の即時 入による、代理店業務の効 大が、 経営 の負担 と な り
処理 サ ー ビス拠 点の拡 大 、 込 書や パ ンフ レッ ト類の 共有化 率化 っっ あ り、 コス トの軽減
正確な事故情報の確認並び タイム リー なデ リバ リー を志向
に事 故処理 の迅速 化

〔安 全 ・防災サ ー ビスの向 上)

と、適IEな 在庫管 理 ・ソフ トウ
ェア開発 の生

産性向1こへ の取組
・AIを 活用 した各種 リス ク診 断(地 震発 生 シ ミ

ュ レー シ ・システムの 共同開 発
、

ヨン等)の 提供 共同利用
・リス クマ ネ ジメ ン トに必要 な情 報(リ ス クに関 する情報

・ソ フ トウ
.rア の 流 通

や事故情報)の 提供

(情報化時代に即 した保険商品の提供)
・コ ンピ ュー タ総合保 険 、 ネッ トワー ク中断保 険 など、情

報化時代に対応 した保険商品の充実

運輸(ト ラッ ク業) ・物流 管理 オ ンライ ン情報 処 ・物流管理、生産管理の拠 ・情 報化 によ る垂 直 ・水'F ・物流の情報化による統括管 ・生産 、流通 、物流 の トー
理 システムの拡 充 によ り、

顧 客よ りの問 い合 わせ ・ク

点の情 報化 ・オー トメー

シ ョン化の 発展 によ り、
ネ ッ トによ り地域 の 共同

物流 システム、情 報 先導

理 が進 み、物流 ネッ トワー

ク改編 が行 われ集約化 、直

タル情 報 シス テムの構築

とその 活用
レー ム処 理等情 報 品質の 向

.上によ るサ ー ビスの 充実

技術 ・機器の応用 をもた

らし新たな物流体系が進

の企業間物流活動等に対

応 した物流体制の必要性

退化 、 多元化 が推進
・コ ンピュー タによ る情 報 シ

・業態別寡占体制の中での

物流 業の専門商品の開発
・ニュー メデ ィア等 によ るホ 展 増大 ステム での利 用者サ ー ビス とこれによる物流業の業
一ム シ ョッピ ングが徐 々に ・小売店におけるPOSの ・ トラ ン ス ポ ー テ ー シ ョ ン レベ ルが、 業界のサ ー ビス 態変化
普及 し、 それ に対応 した物

流 サー ビスが 充実(NSR対

普及に よ り、POS情 報処

理 システムが 充実 し、よ

ミッ クスを重要視 した、

物流 の組 織 、体制 の確 立

基準 とな り、運送 業界 の情

報 ネ ソ トワー ク化 によ る ピ

・ニュー メデ ィア時 代対応

の 新 しい物 流 システムの
応の物 流 サー ビス) り計画的物流 が進展 ・情報化 の推進 に よ り、取 ジネス提携が進展 構 築1ホ ー ム シ ョッ ピ ング、

・A[及 び移動 体 デー タ伝送 ・ホ ー ム シ ョ ッ ピ ン グ等
、 引の流れを意識 しない別 新 メデ ィア等)

による集荷、配達車の配車 受注、決済の自動化が進 ルー ト及び最 適 ルー ト物 ・FA 、OA、SA等 と いった、
システム によ り、顧客 への 駁 し、少量 多種の 商品 を 流に対応するための組織 オ ー トメ ー シ ョ ンイヒカζエ

集配荷のサービス向上を志 多頻度に輸送する物流体 体制の必要性増大 レク トロニ クス技 術の 発

向 系の確立 展 によっ て進 み 、新 しい
・パー トナー シップに基 づ く

物流体系の確 立。
特定顧客等への特定サービ
スの提供

鴎

諮

・



影響 ・変化の局面 商品 ・サ ー ビスの変化 流通面の変化 製造面の変化 組織体制の変化 業界構造の変化 全体的な方向

倉 庫 ・トラン クルーム などの個 人 ・共同配送等物流効率の向 ・倉庫の自動化などによる ・運送業の取 り込み、無店舗 ・作業省力化の推進 と労働

を対象とした業務領域の拡 上と流通在庫の減少 現場業務の機械化進展 販売などによる異業種への 生産性の向上

大 ・家庭市場の参入によ り代 ・AI利 用 によ る最 適配送 参入などによる経営の多角 ・フ ァ ミコ ン等 ネ ッ トワー

・顧客企業への情報提供サー 金 回収代 行サ ー ビス、 ク ルー トの 決定 などの属 人 化 ク化 の進展 に伴 う、 家庭、

ビ スの拡 大(CIM、 フ レキ レジッ トの 与信 チ ェ ック 的業務形態の変化 ・情報化による企業間格差の 顧客企業 との連携強化

シプル生産への連携) のための異業種 とのサー 拡大 ・ク レジ ッ ト業 界、銀 行 な

・受 発注 か ら配送 にい たる ま ビス提携、決済等の関係 ど異業種企業とのネット

での元請ビジネスの拡大 強化 ワ ー ク

・企業の在庫管理の代行に ・運送業(宅配業者)との関

より、顧客企業の電算シ 係強化または取り込み

ステムとの直結化及びV

AN等 による関係の強化

旅 行 ・顧客 ニ ー ズの 多様化 に伴 う ・店頭における情報提供機 ・観 光情 報デ ー タベ ー ス管 ・異業種からの参入活発化 ・海 外旅 行1
,500万 人時代

1…催旅 行 メニュー の充実 ・ 能 の 充実 ・システム化 理業務のスピンアウ ト化 ・異業種 との ネ ッ トワー ク提 への対応(空 港整備プロ

カ タロ グ化 ・無店舗販売の進展への対 ・営業日、営業時間の拡大 携 と複合商品(サービス)の ジ ェク ト関連)

・旅 行業 と運 輸 業の ネ ッ トワ 応 と クー ポ ンレス旅行 の や グローバ ル化の進 展 に 登場 ・異業種 参入 やホ ーム リザ

一ク拡大に関する競合と協 拡大 伴う人事 ・諸制度の改革 ・ホ ーム リザ ベー シ ョンの実 ベー シ ョンに対処 す る店

調 ・顧客IDカ ー ドの開発 と とシステム運営の革新 現と乗車券発売窓口の拡散 舗のあり方の検討と試行

・異業種 との企 業間 ネッ トワ 自動決済 ・同業他社との新たな業務 ・ネ ットワー ク拡大 によ る業 ・顧客の固定化 と自動決済

一 クの実 現 '携 帯端末機による移動店 提携方式の開発 界勢力地図の変化 の進展への対応

・単純代売業務の旅行業者離 舗の実現 ・海外店舗網の充実 とアシ ・ホ ー ルセラーの選 別淘汰 と

れの進展 ・ホ ー ム シ ョ ッ ピ ン グ 、 ホ ス タンス ビジネスの展 開 新体 質 リテー ラーの登場

一ム リザベ ー ショ ンの具 ・訪 日旅行者 の ため に、 日

体的展開 本側 デ ー タベ ースの 開放

・企 業向 け予約 ・発 券サ ー

ビスの展開

蕊
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情報 システム(製 品 ・技術)に 関す る諸課題

情報 システムに求められ

る基本的機能

今後需要の
相 互運 用 性 の 確 保 ヒ ュー マ ン イ ンタ フェー スの向 上 その他製品 ・技術の高度化、多様化 安全性 ・flζ頼性の確保

増大する情報 システム

パーソナル化

(利用者層の拡 大、利用環境の多様

化に対応 した情報 システム)

・マルチメディアウィンドゥインタフェース
の統一'

・記憶媒体の ファイル仕様や漢字 などコー ド

体系の互換性の確保
・変換ソフ トや同… メーカー製品間の互換性

確保によるユーザー ソフ トウェア資産の継

承

・ヘルプ機能の充実等によるマニュアルレス

化
・音声、画像、映像 などの人出力機能や1画面

編集機能の向h、 容易化
・身体の不自由な人のための機能拡充などよ

り細やかなll夫
・GUI等 による操作性の向上

◆利用者の習熟度 レベルに合わせて操作方法

・より 一層の小型化、低消費電力化、コー ド
レス化

・ネッ トワーク及び多様 なメデ ィアとの連結

機能の強化
・業務に特化 した専用機器の拡充

・簡 易言語 によるノンプログラ ミング開発や

汎用パッケージの充実等利用 しやすいソフ

トウェア環境

1.安 全性

(D不 」}三アクセスの防止
'高 機能暗膓}化機器や発信者識別装置等によ

るハ・ソカ一等からの不法アクセス防止ウイ

ルスチ」」・ソクソフ ト等によるソフ トウ.、.ア
等へのウ イルス感染の防 止技術

・データベースへの不正アクセス防 止技術の

開発
を柔軟 にカスタマ イズで きる機能の充実 ・画像、映像情報に適 合した暗 膓}化とスクラ

ネ ッ トワー ク化 ・OSIのE}t期 標準化とそれに基づ く通信 手順 ・高速 、大域の情報を扱えるファイルサーバ
ンブル機構の組み込み

〔ネッ トワーク化に対応 した情報 シ
ステム)

の 開発

・OSI 、ISDNな ど新 しい ネッ トワー クの1ll滑

な移 行 の た めの ブ リッ ジマ シ ン等の 開発
・EDI推 進 の た め の トラ ンス レー タの 開発

、
コ ンバ ー ジ ョ ンサ ー ビスの 提供

'マ ルチ メ デ ィ アに対 応 した通信 プ ロ トコル

一及びマルチメデ ィア端 末

・高速伝達技術の開発

・マルチベ ンダーネッ トワークの効率的運用

のためのネッ トワーク監視、診断技術
・移動体通信、ワイヤ レス化など無線通信技

術との連結

②個人情報、企業情報の機密保護
・分散データベース化 に伴 う情報の散在する

状況での統 合的なセキュリティ管理
・利用者W理

、資料W理 の充実
・ワークステー ション

、パソコンレベルで

の標準化 のデー タベースコピープロテク ト機能の

組み込み、サーバーへの機密保護機能の
分散 ・統合化

(分散処理の進展 とチームコンピュ
ーテ ィングの拡大に対応 した情報

システム)

・分散処理機 とサーバーの操作性の共通化や

簡易謡 言の標準化 〔∫吏用者に分散を意識さ
せない)

・方式の統.・や インタフェースの共通化、オ
ープン化 による接続性及びソフ トウェアの

流通性の確保
・使用者にデー タベースの物理的位置を意識

させないデータベース検索環境

・特殊 な 教育 や学 習 が 不 要な ワ ー クス テー シ

ョン
・音声 、 タ ッチ パ ネル、 ビ ジュ アル シェル な

どの採 用

・高機能化、{拳}1機化の推進とハ ンデ ィ化、
安価な製品系列の充実

・24時間連続稼働や無 人環境 など分散処理機

の様々な耐環境性の向1こ
・ワー クステーションや分散処理機のリソー

スに対する中央監視 ・回復機能等の強化
・プログラムの 自動 生成や分散 システム開発

支援 ツールなどソフ トウェア開発環境の向

組み込み
・利用者の機能 レベルに合わせた ドキュメ

ント内の部分保護のための個 人識別機能

の開発

2,信 頼性
・マルチベンダー対応の ネットワー ク管理装

置の実現

上 ・24時間無停止稼働 中で もデ ィスク内容 をパ

デ一 夕 ベー ス ・機械翻訳や メディア間の相互変換技術の確

立
・異機種 ・異種 データベースの接続技術の確

立
・各種 ディクシ

ョナリ類の定義の一貫性、共

通化

・AIな どを取 り入れた検索 ツール、F法 に

よる検索の容易化、高度化
・パソコンや ワークステーションか らのアプ

リケー ション利用に対応 した容易な操作方

法の確 立

・記憶装置の大容景化 ・高速化

・データベース構築、再構築のための支援 ツ
ールの提供

・マルチメディアデー タの登録
、検索 手法の

確 立
・パッケージ系デー タベースの拡充

・多様なメデ ィアに対応 したオブジ
ェク ト指

向データベースの推進

ックアップする機能及び高速 リカバリー機

能の充実
・安定稼働のためのフォール トトレラントコ

ンピュー タの高機能化、低廉化
◆湿度、粉塵、 ノイズ等の厳 しい環境に耐 え

うる機器の実現
・ワークステー ションの増設特等にシステム

停 止を伴 わないダイナ ミックな変更方法の

実現
マルチメディア化

(マ ルチメデ ィアに対応 した情報シ

ステム)

・メディア変換技術の確 立

・AV機 器や通信機器との インタフ
ェースの

標準化
◆マルチメデ ィアの記録方式等の互換性の確

・家庭での使用に対応 した使 い勝 手の良いヒ

ューマンインタフェース
・メデ ィアの違いを意識 させ ない人出 力の容

易性

・表示装置の高精細
、薄型、大画面化

・高速伝送技術の開発

◆自然語解析、マ イク入力音声編集機能など
による音声利用アプリケーション開発環境

・サ ーバ ーは 、/aン こ われ に くいハ ー ドで、

イbノ障害 発 生時 の ホ ス トとサ ーバ ー間 の デ

ー タ整合 性 の確 保 が容 易 で
、 ノ.clサ ーバ ー

内 デ ー タの パ 〃 クア ッ フが容 易で あ るこ と

保
・画像等大景デー タ圧縮/復 元技術の高度化

、

標準化

・音声認識技術等の活用によるヒューマンイ

ンターフェースの向 上
の高度化

・マルチメデ ィア情報処理技術の確 立

が必要

知識処理化 ・知識構造、内容を分かり易 く表示する.1二夫 ・推論機能 を持つ新 しいコンピ
ュータの開発

(知識処理 が可能 な情報 システム)

'あ いまい情報処理

・蓄熱度対応型ユーザーインタフ
ェース技術

・実用化

・実用アプリケーシ
ョンに知識処理化技術 を

用いるための研究成果の ツール化
' ・知識獲得方法論の整備、確 立と支援 システ

ムの開発

▲

・知 識 デ ー タベ ース構 築 ツー)レの 充実 と
、他

システムとの リンク性の向 上

●

鴎
醤

・礪
肇



(注)本 義と報告書本文の情報 システム(製 品 ・技術)に 関する諸課題 との関係について

報告書の情報 システム(製 品 ・技術)に 関する諸課題の以下の項 目と

本義との関係は、右図の通 り。

① 情報 システムの相互運用性の向上

② 情報機器利用者の多様化への対応

③ 音声、画像など多様なメディアへの対応

④ データベースの構築及び活用の容易化

⑤ 分散 ・統合等によるシステム機能の統合化

⑥ 知的創造活動、意思決定などの支援のための知識処理の実現

⑦ 安全性 ・信頼性の向上

なお、ネットワー ク化については、情報 システムの インフラとして

極めて重要な役割 を果たすが、電子計算機の機能 その ものではないた

め、電 子計算機の高度化計画に反映させることを前提 として選び出 し

た本報告書の 「情報 システムに関する諸課題」の項目としてはとりあ

げていない.

情報システムに求められ
る基本的機能

今後需要の
増大する情報 システム

相互運用性
の 確 保

ヒ ュ ーマ ン

イ ン タ フ ェ
ー スの 向 上

その他製品
・技 術 の

高 度 化 ・

多 様 化

安 全 性 ・
信 頼 性 の

確 保

パ ー ソ ナ ル 化 ①、② ② ②

⑦

ネ ッ ト ワ ー ク 化 ① ③ 、⑥他

分 散 ・ 統 合 化 ① 、⑤ ②、⑤ ⑥

デ ー タ ベ ー ス ① 、④ ②、③ ④

マルチ メデ ィア化 ① 、③ ② 、③ ③

知 識 処 理 化 ② 、⑥ ⑥

砲o
↑
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情報化月間20周年記念行事

情報化は,情 報 ・通信技術 の進歩 を背景 に産

業 ・社会 ・生活のあらゆる分野に浸透 しつつあり,

今後の情報化社会の健全な発展のために,広 く情

報化に対す る正 しい知識 と理解を深めることがま

すます重要になっている。

政府では昭和47年 以来,毎 年10月 を 「情報化月

間」 と定め,全 国各地で関係諸団体等が様々な行

事 を行って きた。

特に本年は,情 報化月間が始まってちょうど20

周年 となるため,20周 年記念 を兼ねた情報化月間

のオープニング・セ レモニーが,10月1日 全日空

ホテル ・鳳の間において,情 報化月間推進会議(議

長:影 山衛司㊥ 日本情報処理開発協会会長)主催に

より,昨 年を上回る規模で挙行 された。

記念式典は,中 尾通商産業大臣の他関係各省政

務次官,来 賓 として野田情報産業振興議員連盟幹

事長,稲 葉財産業研究所理事長の列席の もとで,

情報化促進貢献個人,同 企業 ・団体及 び優秀情報

処理システム,全 国高校生プログラミング ・コン

テス ト並びに情報化月間20周 年記念作文 ・論文コ

ンテス トの入賞者に対する表彰状の授与が行われ

た。

この記念作文 ・論文コンテストは,特 に同月間20

周年を記念 して実施 したものである。全国か ら296

一宮

醒≡ ピ

{鰐
川}

、

祝詞をのべる中尾通商産業大臣

編の応募があ り,こ れ らの作品について石井威望

慶応義塾大学教授を委員長 とす る審査委員会にお

いて厳正な審査を行 った結果,最 優秀作品1点,

優秀作品5点 が選ばれた。

また,20周 年の記念誌として,「わが国の情報化

一35の キーワー ドに見 る現状 と動向」および情報

化の20年 の歩みを年表形式 にした小冊子 を作成 し,

記念式典参列者,情 報関係諸団体等へ配布 した。

今年度の月間行事は,164の 展示会,講 演会 ・シ

ンポジウム等の多彩な行事が,従 来に もまさる規

模で全国的に展開 された。特 に最近の情報化の特

徴である多様化 ・高度化,パ ーソナル化,国 際化

などを反映 し,SIS(戦 略情報処理システム),コ

ンピュータ・ダウンサイジングといった先端分野

のテーマや米国か らの参加行事 であるアメリカ大

使館U・Sト レー ドセンター主催 「ソフ トウェア

システムUSA'91」 などが,目 についた。また,

地域情報化の広が りにより地方主要都市における

大規模な展示会,講 演会 ・シンポジウム等の行事

も多 くなって来てお り,昨 年を上回る参加者があ

った。当協会において も,2日 間にわたる国際講

演 ・討論会,北 は帯広から南は那覇の16の 地方都

市における地元団体,県,市 等 との共催 による展

示会の開催などを実施 した。

処子榔 竃●一 ・'^⌒`矩 肩掲田

平成3年 度'20周 年 記念

情報化月間記念式典

挨拶する影山情報化月間推進会議議長一



1.平 成3年 度情報化促進貢献個人

(五十音順)

氏 名 年齢 所 属 業 績
石井 善昭 63 ア ン リツ㈱ ㈱日本電子工業振興協会の電子計算磯部会長,国 際情報

取締役会長 産業会議の日本代表,〈財国際情報化協力センターのポリシ
一ボー ド等での活動を通 じて,我 が国の情報化の促進のみ

な らず,世 界の情報化の促進に尽力 した。

大川 功 65 ㈱CSK ㈱日本情報通信振興協会の設立以来副会長として協会の
代表取締役会長兼社長 運営を行 うとともに,情 報通信分野の研究に対する助成 ・

講演会の開催等の活動を行う働大川情報通信基金を設立す
る等,我 が国の情報化に多大な貢献 をした。

大槻 幹雄 60 富士通㈱ 電気通信技術審議会光通信委員会,通 信衛星利用技術委
取締役副社長 員会,ミ リ波利用技術委員会等の専門委員を歴任 し,電 気

通信の標準化その他技術に関す る事項の調査 ・審議に尽力
す る等,我 が国の情報化の推進 に多大な貢献 をした。

小笠原 暁 59 芦屋大学教授 産業構造審議会情報産業部会情報化人材対策小委員会の
委員等各種審議会委員を歴任し,特 に情報処理技術者の育
成策に寄与す るとともに肋データベース振興 センタ評議員
と して デ ー タ ベ ー スの 振 興 に 多 大 な 貢 献 を し た。

上條 史彦 56 東海大学教授 特別認可法人情報処理振興事業協会理事として,技 術開
発部門における事業を推進するとともに,産 業技術審議会,
中小企業近代化審議会,情 報処理振興審議会等の委員を歴
任 し,我 が国の情報化の進展 に多大な貢献をした。

富永 英義 52 早稲田大学教授 電気通信技術審議会CCITT委 員会の専門委員 として,
電気通信の通信方式の標準化につ き,国 際会議へのわが国
の対処方針の決定に助力する等,通 信方式の国際標準化の
推進に多大な貢献をした。

中 庄二 63 公害健康被害補償予防 脚行政情報システム研究所理事長 として,行 政情報シス

協会 テムに関する調査研究,研 修等の活動 を通 じて,行 政情報

監事 処理の高度化 ・効率化等行政情報 システムの発展及 び普
及 ・啓発に顕著な業績 をあげた。

名木田兵二 72 富 士 通 エ フ ・ア イ ・ ㈱ 情 報 サ ー ビス産 業 協 会 の会 長,ア ジ ア ・オ セ ア ニ ア 地

ピー㈱ 域の情報産業団体であるASOCIOの 副会長等を務め,ま た

顧問 産業構造審議会情報産業部会等の委員を歴任し,情 報サー
ビス産業の発展 ・高度化に多大な貢献をした。

細貝 丈明 54 ㈱NYK総 研 脚日本船主協会情報システム専門委員会座長での活動を
主任研究員 通 じて海運業界の情報化に貢献するとともに,国 連欧州経

済委員会の国際会議に参加する等,我 が国における電子デ
一タ交換の啓蒙 ・普及活動 に多大な貢献 をした。

三田 輝 55 ア ン ドー ル シス テ ム マ イ ク ロコ ン ピ ュー タ出 現 と と もに,そ の 普 及 と業 界 の

サ ポ ー ト㈱ 形成 に尽力す るとともに,脚 日本システムハウス協会の副

代表取締役社長 会長として公的機関の各種委員を歴任 し,シ ステムハウス
業の発展に多大の貢献 をした。

宮川 隆泰 61 ㈱三菱総合研究所 働 データベース振興センター運営委員会委員長,日 本 デ
主席考監 一タベース協会会長を務め,ま た産業構造審議会情報産業

部会等委員を歴任 し,我 が国データベースの推進に多大 な
貢献をした。

山田 恒雄 75 ㈱横浜電算 脚 日本情報センター協会,脚 情報サー ビス産業協会の常

代表取締役社長 任理事を歴任し,更 に神奈川県内初の情報処理専門学校を
設立する等,情 報サービス業の発展並びに情報処理技術者
の育成に多大 な貢献をした。

山本 欣子 63 日本情報処理開発協会 第五世代コンピュータの基礎研究等常に時代に先駆 けた

常務理事 先進的情報処理研究分野の指導的役割を果たすとともに,
産業構造審議会専門委員会等の委員を歴任し,我 が国情報
処理技術の進展に多大な貢献をした。一
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2.平 成3年 度情報化促進貢献企業等

(五十音順)
企業等の名称 代表者名 業 績

㈱ ア イ ・ シ ー ・エ ス 代表取締役社長 信販の分野におけるデータ通信 システムの構築等によ
石川 孝肇 り,地 域における情報化の促進に貢献するとともに,一

般第二種電気通信事業の分野で地域における指導的役割
を果 た した 。

(財)愛知県中小企業振興公社 理事長 地域情報化の向上のため,情 報発信源としての調査活
愛知県産業情報 センター 田上 光大 動,ネ ッ トワ ー ク構 築,デ ー タ ベ ー ス の 整 備 を行 い,情 報

相談の窓口として情報ステーションを設置する等,適 切
な情報化指導を行い,地 域の情報化に多大な貢献をした。

㈱ ア イ ネ ス 代表取締役社長 独 立 系 の 情 報 サ ー ビス産 業 企 業 と して,SIサ ー ビス の

狩野 健司 先駆的役割を果たすとともに,昭 和40年 頃か らソフ トウ
エアのモジュール化等先進的技術を導入する等,我 が国
の情報サービス産業の発展に多大な貢献 をした。

味の素㈱ 代表取締役社長 長期経営構想に基づき情報化戦略を積極的に行い,先
鳥羽 薫 進的情報化事例 としてマルチベンダー化及びオープンシ

ステムによる戦略的情報 システムを構築 を行い,OA化

の質的効果 を実証 し,情 報化の推進 に多大な貢献 をした。
高知医科大学 学長 医師 自ら入力するシステムと患者診療情報DB等 の一

俵 寿太郎 元的管理 システムの構築により,患 者サービス向上 と診
療,事 務省力化に大 きな効果をあげ,他 病院 システムの
モデルとなる等,医 療 システムの高度化に多大な貢献を

し た 。

五洋建設㈱ 代表取締役社長 3次 元海浜変形予測 システム等を構築する等業界の情
水野 廉平 報化に先駆的な役割を果たすとともに,海 岸及び港湾構

築物の基本計画を検討する際の手法を提供する等関係業
界における情報化の推進に多大な貢献をした。

ジ ャパ ン シ ス テ ム㈱ 代表取締役社長 ソフトウェア開発支援ツールの開発 ・利用分野等常 に

安岡 彰一 先端技術の導入に取 り組み,ま た汎用ソフ トウェアの開
発 も積極的に行いソフ トウェアの流通に貢献する等,我
が国の情報サービス産業業界の高度化に多大な貢献 をし
た 。

㈱電気通信普及財団 会長 電気通信に関す る研究調査に対する助成 ・援助,調 査
正宗 猪早夫 研究報告書の発行等の活動により,情 報化の促進に多大

な貢献をした。
東京空港交通㈱ 代表取締役社長 旅客運送事業の情報化に先駆的な役割を果たすととも

中村 哲 に,都 内主要ホテル等から予約ので きる路線バス予約 シ
ステムを構築 し,利 用者利便向上を図る等関係業界にお
ける情報化の推進 に多大な貢献をした。

勧 日本 ビデオテックス通信 会長 ビデオテックスによる情報提供活動のための環境 を整
サービス情報提供者協会 斎藤 英四郎 偏す ることによ り,我 が国のビデオテックスの健全な発

展 と普及に多大な貢献をした。
日立電子サービス㈱ グループ代表者 同保 守 グル ー プは,担 当 オ ン ラ イ ン シ ス テ ムが 一 刻 の

名古屋地区中型保守 本山 季寿 システムダウンも許 されない運用環境にあることを十分
グル ー プ 認識 し,予 防保守の徹底 を図 り,コ ンピュータの保守技

術 ・体制の高度化に多大な貢献をした。'
武蔵小山商店街振興組合 理事長 全国初の商店街POS商 品管埋 システムの導入実験 を行

國枝 博 い,全国商店街情報化モデルとして,中 小小売商業の経営

合 理 化 に貢 献 す る と と もに,ク レ ジ ッ ト情 報 シス テ ム の

構築を行 う等,中 小企業の情報化に多大な貢献 をした。
㈲横浜 ・神奈川総合 会長 ニ ュ ー メ デ ィ ア ・ コ ミ ュ ニ テ ィ構 想 の 一 環 と し て ,企

情 報 セ ン タ ー 上野 豊 業 間 情 報 ネ ッ トワー ク(IRISネ ッ ト)の 開 発 ・運 営 を行 い,

また中小企業地域情報センターの設置 し地域 シンクタン
クとして,地 域情報化の推進 に多大な貢献をした。一



3.平 成3年 度優秀情報処理 システム

(五十音順)
シ ス テ ムの 名 称 表彰対象者名 表 彰 理 由

IBMて ん や く広 場

(点字 翻 訳 ネ ッ トワー ク
シ ス テ ム)

日 本 ア イ ・ ピ ー
・エ ム ㈱

本 システムは,全 国各地のボランティアの翻訳 を行 った
点訳情報 をネットワークを通 じて,全 国各地の視覚障害者
が迅速かつ容易に検索 ・入手できる全国初のシステムであ

り,視 覚障害者の福祉向上に寄与 した。
ア プ リケ ー シ ョン開 発 ・

管 理 ・実 行 プ ロ グ ラム

(ル ク ロ ー ン)

㈱ ソ ア ・シス テ
ム ズ

本 シ ス テ ム は,パ ソ コ ンベ ー ス で 使 用 で き る ア プ リケ ー
シ ョン プ ロ グ ラ ム開 発 支 援 ツ ール で あ り,開 発 す る プ ロ グ

ラ ムの定 型 処 理 部 分 を 自動 生 成 す る こ とに よ り,プ ロ グ ラ

ム開 発 工 数 の 削減 お よ び工 期 の短 縮 に寄 与 した 。

3次 元 住 空 間 プ レゼ ン テ
ー シ ョ ン シ ス テ ム

(SISCAD)

㈱ 日立情報シス
テムズ

本 シ ス テ ム は,住 宅 や 住 宅 設 備 機 器 の シ ョー ル ー ム にお

け る プ レゼ ンテ ー シ ョン用CADシ ス テ ム で あ り,施 主 の ニ
ー ズ に応 じた即 時 か つ 具 体 的 な プ ラ ンニ ン グ を可 能 とす る

こ と に よ り,顧 客 サ ー ビス の 向 上 に寄 与 し た。

活 き ごみ ネ ッ トワー ク 北九州市 本システムは,産 業廃棄物の処理 ・再利用等に関する情
報を産業廃棄物関連事業者に提供す るシステムであり,産
業廃棄物関連の問題に全国で初めて情報通信 システムを利
用し,産 業廃棄物関連の問題解決に寄与 した。

オ ー ダ ー ・コ ミ ュ ニ

ケ ー シ ョ ン シ ス テ ム

ズ

㈱両備システム 本システムは,医 師の診断内容を必要時に関連部門へ伝
達するシステムであ り,診 療部門の現状に応 じた操作性を
提供す ることによ り,患 者サービス,診 察精度の向上に寄
与 した。

観光バス予約 ・自動配車
システムBOSS

神姫バス㈱ 本システムは,営 業,予 約,集 中自動配車,会 員募集,
経理,統 計資料作成等の機能を有する観光バスの総合配車
システムであり,効 率的なバス運行,配 車を実現すること
によ り,交 通輸送の高度な効率化 に寄与 した。

航 行 シ ミ ュ レ ー シ ョ ン シ

ス テ ム

船舶技術研究所 本 システムは,3次 元景観画像 を用いた りアルタイム航
行 シミュレーシ ョンシステムであ り,高 速船や知能化船等
の新 しい形態の海上交通の安全性等を具体的に評価可能 と
することによ り,海 上安全行政 に寄与 した。

車内券発行 システム 東海旅客鉄道㈱ 本 システムは,列 車内における補充券発売,デ ータ収集
システムであり,ICカ ード採用のハ ンデ ィターミナルによ

り発券業務の迅速化,集 計業務の効率化 を達成 し,利 用者
利便の向上及び業務の効率化 に寄与 した。

電 子 メー ル 音 声 サ ー ビ ス ニ フ テ ィ㈱ 本 システムは,電 子メールの内容を電話を利用 して聞 く
ことが可能 となるシステムであり,電 子メールの利用範囲
を広大するとともに,視 覚障害者が手軽に電子メールを利

用で きるように し,パ ソコン通信の発展に寄与 した。
光MAPを 導入 した通信
ケーブル工場生産管理
CIMの 構築

日立電線㈱ 本システムは,通 信ケーブル工場におけるCIMシ ステム
であり,光MAPネ ットワークにより製造現場のOAと ライ
ンのFA処 理 を有機的に結びつけることによ り,柔 軟な生

産体制の確立,省 力化,品 質向上等に寄与 した。
幕張OAシ ステム
(MOA)

東京ガス㈱ 本システムは,イ ンテリジェントビル全体を対象 とした
統合OAシ ステムであり,優 れた操作性,応 答性によ り,
オフィス業務の効率化を図るとともにビル内OAシ ステム
の発展 に寄与 した。

マ ー プス(MPS)

MarutomiPOSsystem

㈱ 靴 の マ ル ト ミ 本 シス テ ムは,靴 販 売 店 に お け る オ ン ラ イ ンPOSシ ス テ
ム で あ り,販 売 店,メ ー カ,問 屋 が一 体 とな った シ ス テ ム

展 開 に よ り,靴 業 界 全 体 の情 報 シス テ ム化,合 理 化,標 準

化 に寄 与 した。
マ ル チ ホ ス ト共 用 端 末 シ

ス テ ム

太陽神戸三井カ
ー ド㈱

本 システムは,ク レジット会社の顧客情報照会 システム
であり,1台 の端末 にて複数社の異なるコンピュータへの
照会を可能にす ることによ り,照 会業務の迅速化および顧
客サービスの向上 に寄与 した。一
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シ ス テ ムの 名 称 表彰対象者名 表 彰 理 由
MailR㎜er

II

㈱ 富 士 通 ビ ー ・

エ ス ・シ ー

本 シ ス テ ム は,異 機 種 パ ソ コ ン や フ ァク シ ミリ等 を 統 合

した オ フ ィス に お け る コ ミュニ ケ ー シ ョ ン シ ス テ ム で あ り,
マ ル チ ホ ス ト機 能 や 操 作 の簡 便 化 を通 じ,オ フ ィスの ペ ー

パ レス 化,コ ミュニ ケ ー シ ョ ンの 活 性 に寄 与 した 。

ローリー用流量処理装置 ㈱ エ ル ム デ ー タ 本 システムは,灯 油 ロー リに搭載 される流量計測,伝 票
発行 システムであ り,無 線を利用 した流量表示機能等によ
り,給 油配達作業の省力化及び迅速化を実現 し,寒 冷地に
おける灯油販売業の情報化の促進 に寄与 した。
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平成3年 度全国高校生プログラミング ・コンテス ト入選作品

作 品 名
作 成 者

作 品 の 概 要
学 校 ・学 科 ・学 年 氏 名

最優秀賞

プリント基板切削名

福島県立
福島工業高等学校
情報電子科3年

:

:
ノ■

電気科3年

片岡憲一郎
荒 健司
八巻 敏規

横尾 慎司
山本 敦
皆川 智亮
田口 英樹

画 面 と対話 しなが ら回路 を設 計 し,そ れ を

もとに自動的 に プ リン ト基板 を作成 す る シス

テ ムで あ る。

この システ ムの最大 の特 徴 は,基 板 作 成 に

お ける化学処 理 を必要 とせ ず,最 小 限 の切削

加 工 に よる手 法 を取 り入 れて お り,廃 液 処理

設備 を持 たな い工 業高校 の実習 に おいて 最適

で あ り,充 分実用 にな る。

優 秀 賞

グ ラ フ ィ ソ ク エ デ ィ

タ

『ArtB16』

国立
都城工業高等専門学校
建築学科3年
機械工学科3年

吉岡 浩司
来住 芳人

他 の機種 で は既 成 の グ ラフ ィックエデ ィタ

が あるが,当 校手 持 ちの機 種 用 ソ フ トに は該

当す るソフ トが無 か ったの で,簡 単 に扱 い易

い グ ラフ ィ ックエ デ ィタを目標 に挑 戦 した プ

ログ ラムで あ る。

優秀賞

生物現象のアニメ化

徳島県立
城 ノ内高等学校

普通科3年

:
〃2年

国見 仁久
猪口 俊郎
斉藤 一樹
松島 正佳

光合 成 の し くみ,細 胞膜,遺 伝子 につ いて,

授 業 で先生 の説 明 だけ で は理 解 し難 い ところ

をアニ メ化 した プ ログラ ムで ある。

優 秀賞

デ ジタル回路 簡易

シ ミュレーシ ョン

シス テム

静岡県立
浜松工業高等学校
情報技術科3年

:
〃

神田 明典
鈴木 和明
成江 渉
松下 幸弘

論 理 回路 を画面 上で作 成 しその 回路動作 を

確認 で きる プログ ラムで あ る。

作 成 され た回路 は,タ イ ムチ ャー ト方式 の

採 用 によ り,出 力 を任意 の ポイ ン トで見 れ る

工夫 が な されて い る。初 心 者 で も簡 単 に利 用

で き,生 徒 の実習 教材 に適 してい る。

優秀 賞

簿記会 計飛 翔術
一3級 か ら2級 への

ステ ップア ップー

千葉県立
一宮商業高等学校

情報処理科2年 吉井 茂和

商業 高校2年 生 で扱 う簿 記会 計IIの 特 色 や

重 要 な点,理 解 しに くい点 を,見 やす い図 や

い ろい ろな字体 フ ォン トを組 み合 わせ て作成

した丁 寧 な画面 解説 で,学 習 で きるよ う工夫

されて い たCAIプ ラス実 力確 認 テス トがで き

るプ ログ ラムで ある。

優秀賞

わかる線形計画法

岐阜県立
海津北高等学校
情報処理科3年

二
〃

堀場 康弘
中嶋伸一郎
加藤登志恵
松岡 善彦

線形 計画 法 の説 明,グ ラフ によ り最適 解 を

求 め シ ミュ レー トす る,シ ンプ レックス法 に

よ り最適解 を求 め る,と い う3つ の部 分 か ら

成 り立つCAIソ フ トで,線 形計画 法 の考 え方,

解 き方 が易 しく学 習で きるよ うに工夫 された

プ ログ ラムで ある。

努力賞

実践茶道教室
一日本の伝統文化を

学ぶために一

千葉県立
一宮商業高等学校

情報処理科3年
商業科3年
情報処理科2年

吉野 寛
丸罵英津子
渡邊 公子

日本 の伝統 文化 で あ る茶道 に興 味 を持 った

人 が,簡 単 に茶道 を知 るこ とが で きる よ うに

工 夫 され た プログ ラムで あ る。パー ソナ ル・コ

ンピ ュータの持 って い る機能 を十 分 に発揮 す

るこ とによ って,茶 道 の細 か な し きた りや作

法な どの基 本的 な動作 を学 ぶ こ とがで きる。一
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情報化月間20周年記念

作文 ・論文コンテス ト入選作決まる
情報化月間20周 年の記念行事の一環 として実施

された作文 ・論文コンテス トに対 し,296編 もの応

募作品が寄せ られた。

これ らの応募作品は厳正なる審査を受け,そ の

結果,最 優秀賞1点 と優秀賞5点 が選ばれた。入

選者は,10月1日 に行われた情報化月間20周 年記

念式典において,影 山衛司情報化月間推進会議議

長よ り表彰を受けた。

応募要領,入 選作は次のとお りである。

応募要領

(1)テーマ

「私たちのくらしと情報化」

「情報化社会の将来一21世 紀への提言」

(2応 募資格 制限なし

(3)締 切 平成3年7月10日

(4償 ・賞品

最優秀賞1点

情報化月間推進会議議長賞および副賞50万 円

優秀賞数点

情報化月間推進会議議長賞および副賞10万 円

1`

《こ く

φ

d'

入選作

最優秀賞:

私たちのくらしと情報化一情報は心の健康食一

植田 義弘(奈 良県天理市在住 ・自営業)

優秀賞:

情報化社会の将来

一情報化社会に対応 したビジネスマンの能力開

発 一

五十嵐 健(東 京都中野区在住 ・会社員)

情報化社会の将来

市野瀬かの子

(大分県南海部郡在住 ・県立高校生)

情報化社会の将来一21世紀の学校教育の在 り方

笠原 聡

(埼玉県朝霞市在住 ・都立高校教諭)

私たちのくらしと情報化

河野智佳子

(宮崎県宮崎郡在住 ・専門学校生)

私たちの くらしと情報化

斎藤 忠晴

(埼玉県大宮市在住 ・区役所職員)

戎

ピ㌔㍉
竃 袖 ベ

ロ ム

竺'ノ ㌍
ロ

受賞者の皆さん

、

♂ ・h十8芦白 「・'「－
L



最優秀賞

私 た ちの くら し と情 報 化

情報は心の健康食

植 田 義 弘

1.宇 宙まで拡大された情報

人間の歴史 とは,一 面か ら見れば,情 報の拡大

と多様化の歴史 といって も過言ではない。

ニューメディアの発達 と社会の民主化によって

情報が拡大 され多様化 していくとともに,意 識の

時間 ・空間 も拡大 されていく。それは私個人の体

験か らも言えることである。

昔,と いって も40数年前 まではそうではなかっ

た。太平洋戦争の さなか,中 学1年 生であった私

は,権 力によって完全に統制 された情報に支配 さ

れていた。当時のメデ ィアは新聞とラジオだけで

あ り,完 全に情報操作がなされていた。昭和20年

8月15日 の直前まで,戦 勝のニュースが流 され,

必勝の信念 を吹き込まれ続けた ものであった。

戦後,真 と偽の情報が逆転 した。必勝する筈の

聖戦が無条件降伏に終わ り,教 え込まれた歴史が

虚偽 とされ,同 じ教師の口から180度違った思想が

語 られた。戦争中の書物はバイ菌のついた危険物

のように火の中に投 げ込まれるか墨で塗 り潰 され

た。こうしたオ トナたちの狼狽ぶ りを目のあたり

にして,少 年期の私はオ トナの口か ら出る情報を

信 じられな くなったものである。

昨年から今年 にかけて湾岸戦争のテレビを見 る

たびに,戦 時中の日本の状況を思い出し,悪 夢が

よみが えったような気持 ちに襲われたのは私だけ

ではないと思 う。イラクのフセイン大統領は客観

的な情勢を無視 して,か つてのわが国の軍国主義

政権のように必勝の信念 を叫び,国 民に無残な犠

牲を強いたということがで きる。現代のようにテ

レビとい うマスメデ ィアがあって も,独 裁的な権

力が民衆の自由を抑圧 している限 り,や は り客観

的な情報は制限 され,狭 い固定観念に縛 られたま

まの意識が持続する結果になる。ゴルバチ ョフ以

前のソ連 もそ うした状態であった。

通信衛星の実用化によって,今 の日本では,家

庭で居なが らにして世界のニュースが瞬時に放映

されるようになった。地球 の裏側で起こった事件

を見 ることも,宇 宙船の中か ら地球 を見ることも

可能 となった。いわば,誰 でも宇宙 にまで拡大 さ

れた 目や耳 を持つ ことになったわけである。新

聞 ・雑誌 もまた,世 界に張 りめ ぐらされた通信網

を通 して,多 少の時間的なズレはあるにして も,

より詳 しい情報 を提供 している。

一方,発 達 したマスメデ ィアを利用す る商業主

義 も花盛 りである。多 くの企業が凝 りに凝ったコ

マーシャルを提供 し,芸 能界の裏情報 を流 し,本一



能を刺激するセ ックス情報を7[濫 させている。

「情報洪水」 とい う言葉 もあながち誇張 とはいえ

ない状況である。

2.情 報の飽食時代

こうした情報化社会の中にあって,情 報の受 け

手である私たちにとって,心 身ともに健康である

ために 「情報」 をいかに受 け止め,ど のよ うに活

用すればいいのかとい う根本の問題 を,し っか り

見据 えてお く必要を痛感せ ざるを得ない。 と同時

に,送 り手であるメデ ィアの責任 も見逃すことは

できない。有毒な危険物を販売することが許 され

ないように,明 らかに心の健康 にとって有害 な情

報を流すことが黙認 されてはな らない。それは言

論 ・表現の自由とは別の問題である。

もちろん,情 報の多様 さ・豊かさがプラスの価

値 をもっ ことはいうまで もない。情報が統制 され

批判の自由がないところに社会の進歩はない。最

初に触れたように,マ スメデ ィアの発達による情

報の拡大が意識の拡大をもたらすことが進歩の前

提である。21世 紀にかけて,情 報と意識の拡大は

ますます加速 されることはあって も縮小 され るこ

とはあり得ない。それに対応 して,ふ くらんだ意

識 をコン トロール して心の健康を保つことができ

なければ,過 剰な情報によるス トレスがますます

増大する結果になることも否定で きない。飽食の

時代が体の不健康を もた らしているように,情 報

の飽食状態 とい う社会現象 も起 こり得るのである。

いわば,情 報は心の食べ もの ・飲み もの といえる

からである。「情報の美食家たちよ!」 と呼びかけ

るA新 聞のコマーシャルがラジオから流れて くる。

とすれば,本 当に心の健康食 となる情報は何か,

情報を消化 ・吸収す るとともに解毒 し排泄するこ

とが必要ではないか,と 思い当たるのである。他

人事ではなく私 自身の心の健康のために,心 の飲

食物 としての情報の意味を,次 に考 えてみたいと

」■PDE¢lRE別 面ぽ宣●

思 う 。

3.情 報の生理と心理

心の消化作用という表現 は,決 して単なる比喩

ではない。その証拠に,心 と体の両方のはたらき

を意味する言葉(心 身両義牲ともいう)はたくさん

ある。例 えば,「飲み込む」 「喉(胸)に つか える」

「腹に治まる」「吐 き気がする」「食いつ く」「好 き

嫌い」「むかつ く」等々,枚 挙 にいとまがない。

「消化す る」 または 「消化で きない」 とい う言葉

自体,文 字通 り心身の状態を共に表 している。「噛

み砕 く」のに時間がかかる 「固い内容」の文章 だ

からといって,「食わず嫌い」で 「味わう」ことを

拒否す る態度は,心 の健康や成長に も決 してプラ

スとは言 えないのである。生物を情報処理 システ

ムとして定義することができるという。た しかに

遺伝子という基礎的な情報 をはじめ,目 ・耳 ・鼻

などの感覚がなければ生 きつづけることはで きな

い。それ らの感覚情報によってキ ャッチした食料

を口か ら摂取 し,そ れを体内で処理 して生体を維

持 し成長 させているか らである。広い意味では,

生体が摂取 した栄養物 を元 にして蛋白質やホルモ

ンをつ くり老廃物を排泄する過程 も情報処理の一

種 といえないことはない。逆にいえば,心 の情報

処理システムは,体 の栄養処理 システムと同根で

ある,と いえないこともない。'

私たちが心身ともに渾然一体 となって生 きてい

る以上,心 にも体 と同 じ構造や機能があって も不

思議ではない。心の食べ もの ・飲み ものとは,目

や耳を通 して入力 される様々な情報や知識に他な

らない。人間の場合,テ レビ・ビデオやラジオ,

新聞 ・雑誌などのマスコミを通 して,極 度に拡大

された目や耳か ら大量の情報 を摂取 し処理 してい

るとい うことになる。 もちろん大量生産 されるイ

ンスタン ト食品ばか りでなく,手 づ くりの料理を

味わうことも大切である。それは,マ スコミでは

25



得 られないロコ ミ情報に相当する。

いろいろなビタミンや栄養素を含んだ多種類の

食物 をとらないと体が健康 に発育できないように,

心 も多種多様 な情報を収集 し処理 しないと判断 を

誤 り,豊 かな人格を形成できない。「井の中の蛙」

ということわざがあるように,狭 い範囲の情報 し

か得 られない馴れ合いの人間関係の中か ら創造的

な発想は生 まれない。褒 めて くれ る相手 としか付

き合わない人,あ るいは自分の殻 に閉 じこもって

いる人は,ち ょうど偏食がひどく,甘 いお菓子か

ジュースばか り食べた り飲んだりしている状態に

等 しい といえる。それが心身 ともに不健康の原因

になることは明 らかである。その意味で,青 少年

たちが活字メデ ィアよ りも視覚に訴 えるマンガや

劇画ばか りを好 む現状は,心 の消化力の減退を も

た らす危険があることを憂 えざるを得ない。それ

は噛まな くて もよい流動物ばか り食べている状態

に等 しいか らである。固い食物や植物繊維 をとる

ことによって胃腸が丈夫 になるのと同様 に,難 解

であって も巾広い読書 をす る習慣によって精神が

鍛 えられるのである。

もちろん飲食物 には味わいが大切である。いく

ら栄養があって も無味乾燥では満足で きない。心

もまた楽 しく美 しい情緒を求める。芸術や趣味の

情報 に関心をもつ ことは情緒の発達に欠 くことは

で きない。数字や記号で加工 されたコンピュータ

ー情報ばか りに接す るのは,味 気ない加工食品 を

強制 されるような ものである。

一方,過 剰な情報は見過 ごすことが必要である。

並べ られた御馳走をみんな口にしていた ら消化不

良を起こして下痢するか らである。酒や タバコの

飲み過 ぎはいうまで もなく,暴 飲暴食は病気の元

である。過度に着色 した添加物まみれの刺激物は

避けなければならない。それと類似 した情報 も巷

に氾濫 している。

さらに不要になった情報は忘れることである。

忘却は心の排泄機能に他 ならない。人体は飲食物

を消化吸収するだけでな く,常 に有害な物質を解

毒 し,老 廃物を排泄 している。 もし肝臓や腎臓の

機能が弱 り血液 を浄化できな くなれば,た ちまち

血が濁 り,生 命にかかわる尿毒症 となる。心の情

報処理においても同じことが言える。

4.理 性 と感性 を育 てる教育の必要性

人体の70%近 くは水分か ら成 っているとい う。

脱水症状は生命の危険を伴 う。心にとっての水分

とは,人 間関係の基礎 となる倫理であり,真 偽や

善悪を判断する価値基準である。水その ものには

栄養や味はない。けれども,水 がなければ体液の

循環は不可能である。生体における心臓や腎臓は,

まさにその機能 を果して しいる。心の健康にとっ

て,循 環 と排泄に当たる情報処理がで きなければ,

たちまちにしてス トレスが蓄積 し障害が生 じるの

は当然である。

本来,教 育 とは青少年の心 に水分に当たる情報

を与 えることであり,徒 に知識を詰め込むことで

はない筈である。水は無味無色である。また水は

流動 し,ど んな形に もなる。いわば,水 は純粋な

理性 を象徴 している。そうした理性を成長発達 さ

せ,物 事を正 しく価値づ ける能力 を養 うことが教

育の目的でなければな らない。しか し現実は,受

験競争の名において,入 試に役立つ知識 を無闇に

詰め込んで心の消化不良や下痢 を起 こしているの

が現状である。

重ねていえば,パ ソコンや各種のカー ド,OA

機器 を媒介 とす る情報だけでは人間的なふれ合い

がな く,心 をうるおす ことはで きない。数字や記

号は情緒を刺激しないし感性 を養 うことにならな

いからである。理性 と情感(感 性)の両方 を発育 さ

せ る情報システムを教育の場において充実 してい

かなければ,健 康な精神的資質 を持 った青少年は

育たない。健康な体質をつ くるためにどんな食物一



を取 ることが必要かを考 えてみれば分かることで

ある。単 に面白おかしいアソ ビ情報だけに関心を

もっ ことは,甘 いジュースやケーキばか り飲食 し

ているに等 しく,逆 に受験や仕事のための知識 だ

けに関心 をもつのは,味 気ない薬ばか り飲んでい

るよ うなものである。 さらに,情 報管理や情報操

作の有無を監視することは,市 販の食品に有害な

合成保存料や添加物が混 じっていないかどうか を

チェックすることに等 しく重要である。

5.地 球的な連帯意識のために

最後に,情 報の拡大 と多様化が意識の拡大 をも

たらす ことについて,も う一度考えてみたい。一

つ間違 えば,意 識の時間 ・空間の拡大は欲望の拡

大につながる危険があるか らである。所有欲,名

誉欲,支 配欲,企 業欲等々の欲望は,情 報によっ

て必要以上に無限に拡大 していくからである。

私たちはすでに,直 接の感覚を超 えた時間 ・空

間か ら多種多様の情報を得ていることは今さら言

うまで もない。そ うして膨張 した意識空間にはさ

まざまな情報が充満 している。個人の成長過程に

おいて,幼 児期か ら少年期へ,さ らに青年期か ら

熟年期へと意識空間が広がっていく。それは,最

初に一つの細胞か ら始まった生命が次第に分化し

成長 してい く過程 とも似ている。
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情報量が多ければ多いほど意識空間が広が り自

由 も大 きくなる。そ して時代 とともに私たらの意

識空間に充満 している観念が変化する。明治維新

の時代や太平洋戦争の頃 と比べると,日 本人の意

識を支配 している観念 は全 く違 っている。国家統

一や富国強兵の観念が,今 や経済発展 と利潤追求

の観念に支配 されている。その原因は,情 報の質

と量の変化に依存 している面が大 きいことは間違

いない。空間だけではない。歴史をふ りかえり未

来を予測することは,意 識の時間を過去や未来に

拡大することに他な らない。

前述の通 り,問 題はこうした意識の時間 ・空間

の拡大が,所 有欲,名 誉欲,支 配欲な ど,さ まざ

まな欲望の拡大を生むことにある。地球の裏側の

国に住む人々の情報によって,人 間的な連帯の意

識が生まれるか,ま たは経済的な欲望の対象 とし

て意識するかの違 いは,情 報の送 り手 と受け手の

精神構造の問題である。だか らこそ,健 康 な体づ

くりが大切であるように,健 康な心づ くりが不可

欠である。意識が豊かな理性 と感性によって成長

していくか どうかは,心 の健康食 としての情報を

十分に摂取 し,正 常 に消化 と排泄がなされている

かどうかにかかっている。心の豊か さは,決 して

過剰な物質的欲望の追求によって得 られる もので

はないのである。
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情報化社会の将来
一情報化社会 に対応 した ビジネスマンの能力開発一

五十嵐 健

1.情 報化社会のイメージ

茶の間の中で展開 される歴史の ドラマに,世 界

中の人々をテレビの前に釘付けにした湾岸戦争は,

私に三つの点で情報化社会の姿を身近な ものとし

て実感 させて くれた。一つはハイテク兵器による

テレビゲームのような戦争である。モニターに写

されたピンポイントをコンピュータの誘導 によっ

て確実に破壊する航空戦や,ス カッドミサイルの

攻撃 とこれを迎撃するパ トリオットミサイルとの

無人の戦いは,ま さに空想科学映画の中で描かれ

て きたコンピュータ戦争 その ものである。二つ目

には現場か らの臨場感をともなって多角的に送 ら

れて くる映像情報 によってつくられるイメージの

世界である。そこには世界の各地で展開される戦

争へのプロセスが,簡 単な放送器材で リアル タイ

ムに茶の間に届けられる放送衛星の威力が遺憾な

く発揮 されている。そして,三 つ目には,ブ ッシ

ュ大統領が事態の急変に対応 し休養先の別荘か ら

ヘ リコプターでホワイ トハウスに戻 り,戦 略の検

討 を行 う姿に象徴 される,リ アルタイムにしかも

オープンに飛び交 う情報の中で行われる指導者の

意思決定スタイルの変化である。

第一の点 は,エ レク トロニクスな どのハイテク

技術によって処理 されるハー ドを中心 とす る仕事

の姿であり,第 二の点 は,テ レビやデータ通信な

ど情報通信技術の進歩による,距 離 と時間を感 じ

させない世界である。第三の点は,そ のような情

報社会の中で変化する我々の価値創造 を中心 とす

るビジネス活動の変化である。情報化手段の高度

化によって必要な情報が容易に入手で きるよ うに

なってきたが,そ れによってますます重要性を増

すのは人間の判断力や創造力である。

今回の事件は戦争 という特殊な出来 ごとであり,

今 日の情報通信技術の粋を結集 して行われたもの

であるが,21世 紀の情報化社会ではこのような対

応が日常的に行われるようになる。その中で,我

々の情報構築の方法や意思決定のプロセスも大 き

く変化 していくものと考えられる。本稿では,情

報機器の発達によって変わ りつつあるビジネス社

会の姿 と,そ れに対応 してい くためのビジネスマ

ンの能力開発について考 えてみたい。

2.情 報化によるビジネス社会の変質

今 日,情 報機器や通信手段の発達 によって,企

業の活動に必要な情報 を効率良 く入手することが

出来 るようになった。それは,激 しい競争社会の
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中にいるビジネスマンにとって非常に有効な力と

なるが,実 際の企業活動にそれを生かしていくた

めには,無 数に氾濫す る情報の中か ら自分の仕事

の狙いを考 えなが ら情報を選択し,そ れを有効に

組み立て生活や仕事に役立つ ものとしてい く価値

創造の能力が必要になる。

例えば,企 業が新たな事業の分野に進出 しよ う

とする場合 に,必 要な市場調査のデータや最新技

術の動向については専門のデータベース会社や市

場調査会社から精度の良い ものを素早 く手 にいれ

ることができる。遠隔地にある特定の情報につい

ても,通 信手段の発達によ り時間や距離を意識せ

ずに入手することが可能 となった。情報入手が容

易になることは,こ れまで情報ス トックの多い大

組織や専門企業の優位性を弱め,異 分野か らの新

規参入を促すことにな り,企 業間の競争はますま

す激しくなる。このため,事 業の優位性を確保す

るためには,市 場ニーズを掴んだ適格な戦略の立

案能力と他社にないアイデア,そ れを実行のため

に優れた機能を結集 してい く能力がよ り重要にな

ってくる。

このような情報化対応による企業活動の変化は,

日本経済の閉塞期であった1980年 代に,ま ず企業

の新商品開発 や新規事業の開拓の分野に現れた。

メカ トロニ クスな どの技術の急速な進歩,高 級

化 ・個性化志向を深める市場ニーズ,そ して円高

や貿易摩擦など国際経済環境の変化に対応 してい

くために,こ れまでの企業活動の枠にとらわれず,

自ら構築 した社内外の組織 を縦横に活用して新た

な事業を創出す る人々の活躍が顕著になった。特

に,都 市開発 ・リゾー ト・情報通信事業など,一

つの企業の能力を超 えた大型の新規事業を,旧 来

の取 り引 き先や資本関係な どで形成 された企業グ

ループの枠を越えて,機 能分担的に企業集団を結

成 して対応す る動 きがその威力を発揮することに

なる。

また,異 業種や広範な地域の人々との交流を通

じて,商 品情報の交換や技術交流を積極的に進め,

時代のニーズにあった新たな商品や事業を開拓 し

ていくベンチャー集団の活躍 も目立つようになっ

た。 こうした実践的な事業展開の中で,行 動力の

ある知的 リーダーを中心としたヒューマンネッ ト

ワークがその活動を リー ドして行 くような状況が

出現 している。そのため,通 信手段の整備によっ

て情報入手の地域格差は減少 しているに も関わら

ず,逆 に価値創造活動の行いやすい東京 に人 と情

報が集中することにな り,東 京への文化 ・経済活

動の一極集中化現象が さらに加速 されることにな

った。

このような ヒューマンネットワークは,こ れま

でのハー ドな ビジネス組織 とは異な り,個 人の魅

力 とグループの主張によって比較的緩い関係でま

とまっている。そして,個 人の成長や外的環境の

変化によって,離 合集散 を繰 り返 しなが らお互い

触発 し合い,全 体 として成長 して行 くことになる。

そのグループの中核をなす リーダーは,鋭 い情報

センスで世の中の変化の予兆を敏感に捕 らえ,こ

れに応える新たな価値 を創造する能力 と,他 者の

知力 を洞察 しこれを引 き出 し活用する能力の両方

を持 ち,そ の力 でグループを統括 している。そし

て,素 早 く事業や商品を企画 し,自 己の ヒューマ

ン ・ネ ットワークと企業の持つ組織的能力 とを巧

みに組み合わせてそれを実践 に移 してい くことに

なる。また異なった専門能力 を持つ有能なメンバ

ーによって構成 され る小集団は
,斬 新なアイデア

の構築 とそれを機動的に実践する専門能力の両方

に優れている。今後は,こ うしたヒューマンネッ

トワークの形成度合いによって企業の事業化能力

の格差がますます大 きくなることが考 えられる。

3.ビ ジネスマンの情報化社会への対応

日本の産業界はこれまで,き め細かな技術開発一



と日本独自の品質管理 を武器に,工 業製品の質 と

生産性の向上を達成 し,世 界的に優れた工業国の

地位 を築 くことができた。その基盤を形成 してい

る ものは,強 力な仲間意識に支えられた職場内の

組織的小集団活動 と,現 場の第一線を経験 し,そ

の後 も現場 と一体感を持 ちなが らその活動 を支え

て きた企業 リーダーの存在である。 このような企

業風土の中で,長 い経験の積み重ね と理論的な分

析力を組み合わせることによって,よ り高い品質

や生産性を実現 して きた。 しか し,こ れか らのビ

ジネス社会においては,こ のような対応 だけでは

不充分であ り,情 報化に対応 した価値創造の能力

も重要 となるが,こ れまでの日本の発展を支 えて

きたビジネスマンの多 くが,こ れに対 し十分な対

応が出来ているとはいえない。

情報化社会の進展の中で,人 々の対応は大 きく

四つのタイプに分かれる。一つは知的 り一ダーの

ように,情 報を有効に活用 し縦横に仕事 を進 めて

行 くことができる 「情報スポーツマン」のタイプ

であり,二 つ目は多 くの情報を収集するが,手 際

良 く自分の ものとして活用することができず,情

報の洪水の中で右往左往 している 「情報肥満児」

のタイプ,三 つ目は氾濫する情報を拒否 し,頑 固

に自分のこれまでの経験 と実績だけを手掛か りに

仕事 を進めて行 こうとする 「情報拒否症」のタイ

プ,そ して最後は個人的に興味のある特定の情報

以外にはまったく関心を示 さない 「情報不感症」

のタイプである。現在,情 報化社会への適応力が

備わった第一のタイプの人 はまだ少なく,こ れま

で企業の中で中核的な役割 を果たしてきた中堅 ビ

ジネスマンの大部分は,二 または三のタイプとな

っている。また,ひ たす らブラウン管の前に座 り

続 け,キ ーボー ドを操作 しながら自分一人のゲー

ムの世界に浸っているファミコン世代の若者達は,

一見情報化社会に適応 しているように見えるが実

態 は第四のタイプの状態 にあるといえる。

情報手段の進歩によって私達の生活を豊かな も

のとしてい くためには,豊 富な情報 を上手に活用

し,生 活や ビジネスに役立ててい くことが重要で

ある。そのためには,ハ ー ド面 において,よ り価

値創造の活動に適 した情報機器の開発を進めると

ともに,二 か ら四のタイプに陥いりがちな人々の

情報対応能力を高めて行 く教育の充実が必要にな

る。 これまでの教育では,体 系的な知識の効率的

な学習や,厳 密な論理性に もとつ く科学的な手法

の習得を重視 して きたが,明 治以来のこのような

教育が今日の工業化社会の発展を支 えて きた。 こ

れか らの情報化社会に対応 していく教育 としては,

芸術活動などに見 られるように多 くの情報を吸収

しながら,自 分の発想力によって価値のあるもの

に構築 してい く創造的な能力の開発 も重視 してい

く必要があるのではないか。特に今日の受験勉強

は,知 識の詰 め込みと限定 された条件のもとでの

論理構成 を主眼 としてお り,こ のような能力が軽

視 されがちであるが,21世 紀の情報化社会 を担 う

若者の情報対応能力を強化するためにも,そ の早

急な改善が望まれる。

私は,大 学の建築学科に学んだ とき,白 い大 き

な紙の上に図やキーワー ド,記 号などを何度 も書

き直 しながら,頭 に浮かぶ発想を一つの概念にま

とめる訓練を多 く受けた。始めは漠 としたイメー

ジも,何 枚 も紙を重ねて描 き続けるうちに次第に

明確 にな り,思 わぬところで新たな発想が生まれ,

それまで矛盾していた問題 もスマー トに解決 され

ることもしばしばあった。大 きなプロジェクトの

場合は数名でそのスケッチを前にし,デ ィスカッ

ションを繰 り返 しながら一つの作品をまとめてい

くことになる。若い時のこのような トレーニング

はその後,建 築設計の仕事を離れて も,新 たなプ

ロジェク トをまとめてい く上で大いに役立 った。

このよ うに発想を大事に しながら,現 実の複雑な

条件 との整合性を取 って構想 を造 り上げて行 くよ一
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うな手法 も,価 値創造の教育の一つ として有効で

あると思 う。

4.産 業人のためのリカレソ ト教育の充実

21世紀の日本を考 える場合,も う一つの重要な

問題 として高齢化の問題がある。高度な経済的繁

栄の中にある日本 も,平 均寿命の伸展と出生率の

低下によって,現 在人口の高齢化が急速に進行 し

ている。その中で,今 日の経済活力 を維持 し豊か

な社会を継続 して行 くためには,中 高年 ビジネス

マンの活性化が課題 となる。その対応 として,現

在考 えられているように労働可能年齢の伸びにあ

わせて単に定年年齢の延長を行 うだけでは,日 本

の経済競争力を弱めるだけである。その解決のた

めには,情 報化の進歩について行けず 「情報肥満

児」や 「情報拒否症」 に陥いりがちな人々の,情

報化への対応能力を開発 してい くための リカレソ

ト教育の制度 を整備 していく必要があるのではな

いか。このよ うな機会がないままに仕事を継続 し

て行 くと,長 年の間に知識は陳腐化 し,そ の判断

は次第に独善的で狭少な ものになる。このような

状況 を未然に防止 し,情 報化への対応能力 を高め

ていくためには,一 定期間企業か ら離れて外の世

界か ら自分の仕事 を見詰め直す と共に,体 系的な

知識の習得 と異なった体験を持 った人々との交流

を平行 して行い,幅 広い視野 と価値創造の能力の

開発を進めていくことが重要である。

しか し,個 人の人生において壮年期は仕事の上

で厳 しい競争状態にあるだけでな く,家 庭におい

て もその責任 と経済的な負担が最 も大 きい年代で

あ り,多 くのビジネスマンはその必要性を認識 し

ていて も,容 易に実行に移すことができないでい

る。そのような時期に長期の リカレソト教育を実

施 してい くためには,そ の負担 を軽減す るような

制度面での整備を計 っていく必要がある。特 に,

高齢化社会の進展によって,21世 紀の前半には限

界を向か えると思 われ る年金制度を補完するため

に,そ の資金の一部をリカレソ ト教育時の経済負

担を軽減することに振 り向けてはどうか。そのこ

とによって,中 高年齢者の就業能力を高め日本経

済の活性化を達成 し,結 果的に年金負担の軽減を

実現す ることができる。現在すでに,日 本の高齢

化が急速に進みつつあることを考えると,そ の早

急な対応が望まれ る。

5.結 び

湾岸戦争の際,も しサダム ・フセインが頻繁に

欧米諸国や日本 を訪問 していた ら,あ のような無

謀な戦争は起 こらなかったであろう。不幸にして,

独裁者の彼は自分の不在中にクーデターが起 こる

ことを心配 して,外 国に出ることはなか った。こ

のため,ア ラブ以外の物の考え方や世界経済の実

態 を把握できず,湾 岸戦争における交渉の手順や

相手国の戦力の認識を誤 り不幸な戦争に突入 して

しまった。情報化社会においては,多 くの情報が

机上で容易に入手できるが,実 体験によって得 ら

れる臨場感を持 った無限の情報には及ばない。 こ

のことを常 に認識 しておくと共に,多 くの情報の

中か ら全体の動 きを察知 し,重 要な情報 を選択す

る情報センス,そ れを組み立てる創造力,そ して

構成 された考 えを熟成するためのフリーな討議の

機会が重要であることをこの事件は改めて認識さ

せてくれた。

情報機器の急速な発展の中で,豊 かで充実 した

社会を形成 していくためには,そ の欠点を十分認

識 しこれを活用する人間の能力の開発がますます

重要になる。このため,21世 紀の高齢化社会 を目

の前にして,そ の対応が最 も望まれる中堅産業人

の能力開発について私見 を述べた。一
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市野瀬かの子

情報。それはさながら痛みのよう。そしてその

痛みを脳へ と運ぶ神経,こ れが情報化社会。

街が情報化する為には,伝 達機関が必要。テレ

ビ ・ラジオ ・新聞 ・雑誌。情報化社会の下には,

こうした文明の媒体がはびこっている。そしても

う一つ,必 要不可欠なのが人々の好奇心だ。

いつの時代 も,そ の動力源は人間の欲求だった。

そしてその動力源を利用し利用 され,新 聞は毎朝

届 くようにな り,経 済界は需要を高め,中 継は世

界をまたにかけるようになった。 しかし良いこと

ばか りではない,と いうのはご承知の通 りだが,

情報化社会 とい うものは,ほ ぼイコールの形で情

報の氾濫 と呼べるか らだ。そうなるともはや情報

は人を導 くものではない。人を惑わす狐火のよう

な存在になって しまう。

ところでここでは,そ の事についてはあまり触

れないでおこうと思 う。結局 「消費者は利口にな

りましょう。あまり欲張 りにならないように。」な

どという何処かで聞いたことのある結論に達する

だろうか ら。そうい う事はもうかな りの人々の胸

の中にたたき込まれているので,今 さらしつこく

言 う必要はない。私はこれからここに,情 報化の

意義を述べたいと思 っている。一体このてんでん

ばらばらに生まれ,動 き回っている情報達に共通

の意義な どあるのか,ど うかを……。

しかしそもそ も,情 報化社会なぞ本当に存在す

るのであろうか。確かに 「情報」 と名の付 くもの

は多い。目に余 る。が,ふ と思 うのは,そ れはも

しや幻覚でとないのか?と い うことだ。「情報化

社会」 という言葉その ものが単 にはびこった情報

の一つで,人 々はそ ういう社会があるつ もりにな

っているのに過 ぎないのではないか…?ニ ュー

ス番組が四六時中流れているか ら,書 店で余 りも

ののように沢山の雑誌が並んでいるか ら,つ まら

ない広告 がいつの間にか家に溜 まっているか ら,

そう思 えて くるだけのことなのではないか?

自分 とは関係 も無 く全 く関心 も無い ものは何で

あれ積 もっていれば余 り有るように見える もので

ある。そ こか ら自分に関係のある,必 要である情

報だけを引 き抜いてみると,そ の量はたいしてそ

う多くないはずだ。「本当に自分にとって大切な情

報の量」 というのをここ十年でグラフにしてその

推移状態 を確かめてみて も,そ う変化はないので

はないか。自分 とは何の関係 も無いような情報が

増 えたのは,た だいろんな趣味の人が増えただけ

のためで,そ れはこの現在 という日本の文化圏の
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広が りを表面化 したとい うだけに過 ぎず,そ の

「情報量」 は直接 「情報化社会」の存在を示す も

のではないのではないか…。

「情報化社会」。今これを頭の中に浮かべてみよう。

私自身,今 さらこれが存在 しないなどとは思わな

い。 しかし,そ の量が情報化社会の本質でないの

な ら,一 体何が情報化社会を,過 去においての情

報化でない社会 と区別す るのか。私は,こ れにつ

いて,や はりそれは 「スピー ド」というものでは

ないか と思 うのだ。

「スピー ド。」そう,ス ピー ドこそが情報化社会を

造 り上 げている最 も大 きな要因の一つだろう。量

はそのス ヒ。一 ドによって,よ り大 きな価値を得る

という二の次の存在だ。速 く。速ければ速いほど,

その情報は現実味を帯 び,人 々の注 目を集めるこ

とになる。 この速 さにおいて,私 はここに情報化

社会の存在を断言する。一 定義。「情報化社会と

は情報がス ピー ド化 した社会のことを言 う。」

さて情報 は発せ られ,そ してそれは人々の胸の

中へと受け入れ られ る。かなり過去の社会ではこ

こまでだった。まるで星の光が大地へ沈み込むか

のように。 しかし今では,発 せ られた情報は人々

の余裕のある胸の中で渦を巻 き,新 たな 「意見」

として再び情報化社会へ と反射する。そう,今 や

たくさんの人々が自分か ら情報を発 したがってい

る。ニュースではあんなことを言っている。世間

ではこうい うことが起こっている。自分の考えは

こうこうだ,こ んなことに気づいたんだ,と 。そ

してそういう人たちの増加 にしたがって,新 聞 ・

雑誌のお便 り欄は繁栄 し,投 稿ハガキだけで出来

る本 も増 えて くる。

情報は人々のこうい う気持 ちと,そ のスピー ド

の為に,社 会のいたるところで反射 し,新 たな情

報 となって溢れかえる。 こうして情報ののべ指数

は増 えてゆく,常 に変化 しなが ら。 こうした人々

の動 きは何につながるのだろう。

アレヒニュース。 ドィッや中東まで も瞬時の う

ちにお茶の間に運ばれる情報。私たちはよく,「ニ

ュースの画面も,全 てが事実ではない。」 と聞かさ

れる。故意に作成 したり,取 材 に制限があればも

ちろんのことだが,で きる限 りありのままを映し

出そうとして も,そ の画像はカメラマンの眼にお

さめ られた ものだ し,そ の声 も神の声ではなく誰

かの考えたものだ。ニュースは常に客観化 を目指

している。けれども決 して真の客観化,あ りのま

まの事実 を情報 として報道することは出来ない。

そ うしたとき,そ の人々の動 きが,客 観化へ とつ

なが らないか?報 道陣 も確かに客観的に物事を

見つめよ うとしているだろう。 しか し,そ れは一

部(個 人)の 客観だ。そこに一般人 とい う多 くの情

報処理機の勢 いが加われば,集 団の客観というも

のが生 まれないか?集 団の客観化をすすめる。

そう,情 報化社会の意義 とはこのことではないか。

ところで誰がこのバラバ ラの情報や意見などを

処理 し,ま とめあげるのだろう。データとしての

処理は様々な団体が とり行 うのだが,精 神的な情

報処理は?そ れを行 うのはこの現在 という時代に,

意見を発 したがる人々の代表,評 論家達である。

テレビがニュースを伝 え,学 問 としてある程度

の知識 を得た者で,評 論家のマネ事をする文明人

達が,最 近 とて も増 えて きている。 しかし真の評

論とい うのは,そ んなにた易い ものではない。評

論は,た だめま ぐるしく過 ぎゆく情報の風を,た

んなる意見 としてではな く歴史として書 き残すの 心

だか ら。

情報を見 る目として,彼 らはこの情報化社会の

一郭に立っている
。私たちはこの点においそ,十

分彼 らに学なければいけない。真 に現在を見極 め

るものは,ま た未来に見当をつけることができる

か ら。情報化社会は先ほども述べたように,社 会

の客観性を養 うという役割 をとてもよ く果たして

いると思 う。客観性については,人 々は もう評論一



家並みにその精神状態は向上 したのではないか と

思えるほどだ。しか し,情 報化社会の将来におい

ては,も はやこれだけでは物足 りなさす ぎる。 も

ちろん,集 団の客観化はますます もって必要だ。

だが客観性があるだけでは,と きとして身動 きの

とれない状態に陥 ることもある。たとえば湾岸戦

争のときも,あ れは西側の情報だけだったけれ ど

も,毎 日ニュースを見ているうちに周 りの人はみ

な 「何が悪いというわけでもないな。」 と,イ ラク

側のことも是認するようになって きた。けれども

どうだろう,こ の客観性 はあまりに も第三者的す

ぎや しないか?あ のときテレビに出ていた軍事

評論家 と自称す る者 も,知 識を得て自分が戦争の

背景を知 っているかのように語 る人々も,明 らか

にどこか第三者的立場での余談,あ るいは興味あ

る出来事風に物事をとらえていた。確かに彼 らは

客観的にはなっていた。 しかし幼い子供のように

本当に真剣 になってそのことを案 じていただろ う

か。自分に関係な くましてや遠い国の出来事な ど,

誰だって客観的に見ることがで きるのだ。今は情

報化の時代だと言 う。けれどどんなに速 く情報が

届いて きて も,テ レビの中は,新 聞の上 は,人 々

に とって身近なようで実は感覚 として遠 くなるも

のがあるのだ。まとめあげ られた文章,ニ ュース

キャスターの理性的な顔。「次のニュースです。」

と言 って切 り替 えられるテーマ。ここは平和だと,

この情報はここにはあまり関係がないのだと,思

われや しないか?

だがそれは,情 報を伝 える側の姿勢 としては精

一杯のものなのだ。変わ らねばならないのはもち

ろん私たちの方である。情報化社会の将来はこの

ように,今 ここで私たちに足 りない ものを補 って

ゆかな くてはならない。それはまず第一に,私 た

ちが情報に向って客観的になるとき,私 たち自身

の位置 もその情報の中に入れて考えなければなら

ない,と いうことだ。先ほどのニュースの場合 も

そうだが,私 たちはニュース自体のそうい うあ り

方に気づ き,本 当はそう遠 くない出来事だという

ことを理解 しなければならない。自分という受信

機の性能が悪 ければ,情 報をどうして現実的に受

け入れ ることが出来よ うか。情報が,た だ好奇心

によって耳 を傾けられたとして も,結 局それだけ

では世の中は変わ らないのだ。私たちは,私 たち

をもその情報の一部 として,常 に情報化社会か ら

自分のあり方を考えてゆかなければならない。そ

して第二に,私 たちはこれか ら集団の客観だけで

な く,意 志 とい う主観を持 って情報化社会をよ り

良 く利用 していくことが大切だと思 う。情報化社

会 に振 り回されるのではな く,情 報化社会 を公共

の幸せの為 に利用 してい く。意志があれば,世 の

中は変 えることができるか ら。

情報の速 さが歴史の速 さだとすると,21世 紀は

今 よりももっとめまぐるしく時間が流れているに

違 いない。けれ ども情報化社会を見つめる確かな

目とそして意志があれば,こ のとて もすばやく動

く生 き物のような社会 も,き っと操ることがで き

るだろう。情報化社会 と向かい合わせになって今

私たちがすることは,自 分 を変 えることだ。痛み

が情報で,そ れをすばやく伝 える神経が情報化社

会な ら,私 たちははっきりと意志を持つ脳。21世

紀 までにその痛みを消そうと努力す る,そ んな意

志 を持って,私 たちはこの情報化社会に生 きてゆ

きたい。
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情報化社会の将来
一21世 紀 の学校教育の在 り方一

笠 原 聡

1.日 本のコンピュータ利用教育における理念の

喪失

情報化への対応 は日本の学校教育の今日的課題

である。すべての学校にパーソナルコンピュータ

が導入 されるの も目前 に迫ってきている。私が教

員になった10年 前では考 えられなかったことだ。

それぞれの学校で教員は児童 ・生徒のために熱心

にパソコン研修 を受け,情 報活用能力の育成に取

り組んでいる。

それらの,教 育実践例やパソコン研修の内容 を

考える時,不 安であ り,疑 問に思 うことがある。

それは,根 本 となる理念が明確になっていないと

いうことである。

キーボー ドを早 く打 たせることも,情 報処理の

資格検定の受験勉強 も,CAIも その目指す ところ

が明確にされないままに行われている。それぞれ

の学校 によ り,情 報活用能力 に対す る考えはまち

まちである。専門学校 ・短大 ・高等学校の生徒に

とって,パ ソコンの専門用語を知 っていれば,情

報活用能力が身に付いたといえるのだろうか。キ

ーボー ドを早 く叩けるのがそれほど重要な事なの

だろ うか。私にはそうは思 えない。 しかし,現 実

には多 くの学校においてカ リキュラムとして設置

されている。

私たち教員が児童 ・生徒に身に付けさせたい情

報活用能力とは具体的にどのよ うなものなのか。

そ して,そ れを身に付けさせ るためには,ど のよ

うな教育内容や方法をとれば良いのか。今現在明

確な答 えは出されていない。

コンピュータはハー ド面での進歩が他の教育機

器に比較 して急激であり,そ の進歩に教員側 はソ

フト面(教材開発,教 育方法,操 作技術)で 追い付

けないでいる。 そして,コ ンピュータ研修は行わ

れて も,児 童 ・生徒 をどの方向へ と導いていこう

とするのか,と いう理念 がはっきりと示 されてい

ないのである。この ことは,未 来の主役である児

童 ・生徒を教育する立場の教師にとって非常に重

要な問題である。

理念 と目標無 しに技術の発達に流 されていては

いけない。日本の情報教育の 目標 をはっきりさせ

る必要がある。'

私は 「東京都海外派遣研修平成2年 度短期B1

団」の一員 として,平 成2年5月18日 か らはi翌6

月2日 迄の16日 間にわた り,ア メ リカ ・カナダの

高等学校,教 育委員会コ ミュニティカレッジ等を

視察,訪 問した。研修 目的はコンピュータ等 を利一



用 した新しい教育方法の現状についての研究であ

った。

アメ リカのデンバーとカナダのカルガリーでは,

それぞれ高等学校等の施設,授 業等 をコンピュー

タの利用 を中心に見学 し,教 育委員会のスタッフ

や校長先生,教 員たちと教育の現状 と未来につい

て話 し合 う機会を得た。

私はコンピュータ関係の雑誌や学会の報告等で

日本 と外国との教育におけるコンピュータ利用の

違いについては,事 前に知識を得ていた。 しかし,

実際に授業を見学す ると驚 きと発見の連続であっ

た。これらの視察によって,私 は,現 在の日本の

情報化に対応 した学校教育の在 り方や学校の施設

について,い ろいろ考 えさせ られた。他国 との比

較研究によって,日 本のコンピュータ利用教育や

情報活用能力の育成について述べ る。

2.ア メリカ ・カナダの コンピュータ利用教育に

ついて

私は以上のような日本の現状に対する問題意識

をもって,海 外派遣研修 に参加 した。私たちの派

遣団はコンピュータ教育がテーマであったので,

主 としてコンピュータが学校教育 においてどのよ

うに利用 されているかについて視察 した。学校 に

よって様々な利用方法があったが,そ の中で も特

に印象に残ったのは,カ ナダのカルガリーにある

ジョンGデ ィ一一"フェンベーカー高校である。

この学校の図書館 を見学 したとき,数 人の生徒

がコンピュータの画面に向か って学習 していた。

その内の一人に何 をしているのか尋ねてみると,

レポー トを書 くための資料検索だと言 う答が帰っ

て きた。彼 らは,カ ナダの森林が破壊 されている

ことに強い危機感 を持っていて,そ の原因が,紙

の大量消費にあるのではないかと考えた。そこで,

それを確認するため,キ ーワー ドを入力 し,学 校

図書館にある資料 を探 していたのである。最初は

ペーパーと言 うキーワー ドで検索 した。すると,

新聞に関す る情報がてでしまった。彼 らは私にみ

られていることに,照 れなが ら,そ れで も,確 実

に必要 な情報をコンピュータか ら引 き出していた。

それは,日 本の図書館で もよく見かける光景で

ある。 しか し,コ ンピュータを前にして,様 々な

角度か ら情報を検索 している学習方法は,情 報活

用能力の育成について重要な示唆を与 えて くれた。

後か らその学校の校長先生に伺 うと,こ の図書館

のコンピュータは世界最大のデータベースである

ダイアログと接続 されているので,必 要な らば,

リアルタイムで世界中の情報 を得ることができる

とのことであった。

この学校だけではなく,ア メリカ ・カナダの学

校 は一般的に情報のネットワークを非常 に大切に

していた。我 々が,教 室のコンピュータの接続

(LAN)に っいて尋ねたところ,外 部 とのネットワ

ークについての答えが返 って きたところか らも,

ネットワークに対する認識の違いを知 らされた。

多 くの学校でパーソナルコンピュータが外部のデ

ータベース等 と接続 され,必 要な情報のやりとり

をするのがごく当たり前になっていた。

日本において も大学や,公 立図書館において,

資料検索のためにコンピュータを利用 している。

しか しそれは多 くの場合 自分自身の持っている情

報 を検索す るもので,外 部 とネットワークが結ば

れていたとして も,領 域が限 られているのである。

初等 ・中等教育段階ではまだ,図 書館等への導入

が遅れている。また,そ れ らの,コ ンピュータの

多 くがスタン ドアローンであるの も,日 本の学校

現場でのコンピュータ利用の特徴 と言 える。

3.情 報活用能力の育成 その目指すべき姿

教育は情報の流れと考 えることができる。従来

の教育は教授するという考 え方に立って,情 報(知

識)が 一方的に先生か ら生徒へ と流れていた。しか
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も,無 理に注入することさえ行われている。その

ため,生 徒は情報(知識)に 対 して受け身となり,

主体的な学習活動 を行 う習慣が身につかないまま,

知識の断片を暗記するというような弊害 さえ起こ

っていた。また,情 報を発信するのはテス トの場

だけであ り,枠 が頑丈に決められていて,自 己を

表現する多様 な場が与 えられていない面 もあった。

それ らの暗記競争に教師 も保護者 も生徒 も巻 き込

まれて,一 面的な評価をして きたという問題点が

ある。

生涯学習社会では,学 校教育 を終えた後の学習

は自発的に行われる。そこでは知識,技 術は持 っ

ていても手に入れ られない。自分の力で,探 し見

付け,得 ていかなくてはな らない。

また,そ れ らの学習の内容や質に関して見分け

てい く目も必要となる。必要な知識や情報を探 し

だし,選 別 してい く確かな目を養 うことは生涯に

わたって学び続けてい く人間にとって,非 常に重

要なことである。学校教育においては,小 手先の

断片的な知識を詰め込 むのではな く,生 涯にわた

って学び続け られ る力 と姿勢を養 う必要がある。

また,大 量の情報が氾濫する中で真 に必要な情報

は限 られている。 しか も,そ れは,一 人一人異な

るのである。それ らの大量の情報から真 に必要な

情報 を取捨選択 して,取 り込むためには,し っか

りとした価値判断力が必要であ り,主 体性が欠か

せぬものとなる。

さらに,情 報を自己の内部で消化 し発信 してい

く過程において,自 己の価値観はよ り一層磨かれ

てい く。人間の一生涯を通 じて培っていかなくて

はな らない情報能力育成の手助けをす るのが コン

ピュータである。つまり,コ ンピュータはあくま

でも道具であり,目 的になるものではない。

私は平成元年度,東 京都高等学校国語研究会で

「情報化に対応する作文指導」を発表した。その

時,参 加者か ら 「情報化だか らコンピュータを使

うのだ と思 った」 と言われた。つまり一般的に情

報化への対応 といえば,コ ンピュータをす ぐ連想

す るのである。私はその発表において,情 報化に

対応す るということはコンピュータを使 うという

ことと同義 ではないとい うことを主張 した。助言

講師の先生からも,「生徒のまわりには情報があふ

れているが,そ の情報を活用する能力が不足 して

いる。様々な角度か ら情報活用能力を育成 しなく

てはな らない」 とい うご指導 をいただいた。情報

活用能力は情報 を取 り込む,消 化する,発 信する

という三つの活動に対する能力である。 これ らの

活動を学校教育のなかに有効に位置付け,生 涯に

わたって学習で きる人間の育成を図ることが,こ

れからの学校教育に求め られている。アメリカ ・

カナダを視察 してこれからの,学 校教育の在 り方,

特に情報化への対応について,明 確な目標 を得る

ことができた。

そこで,そ の目標 をもとにして,21世 紀の学校

教育の在 り方 について述べる。

4.21世 紀の学校教育の在 り方

社会の急激な変化に対応する学校教育が今,求

め られている。これまで学校はその閉鎖性 ,硬 直

性を指摘 されなが ら,な かなか変化 しなかった。

情報化,国 際化がお題目だけで終わってしまい,

教室の中までは入 っていかない。変化に対 して柔

軟に対応する学校教育 を作 り上げるために,次 の

二つについて,簡 単に述べる。一つは,学 校施設

のインテ リジェン ト化について,も う一つは,教

員の意識変革である。

まず,最 初の学校施設のインテリジェン ト化に

ついては,様 々な分野の人々か ら,貴 重な意見を

多数いただいている。これ らの提言や具体案 につ

いて,そ れを生かすの も殺すの も,教 育行政の姿

勢一つだと思 う。従来の学校施設に対する行政の

姿勢は事勿れ主義が多 く,そ の学校独 自のアイデ一



アをつぶす方向できた。これからは,ぜ ひ,地 域

社会の実状にあった柔軟な対応 をしていく中で,

学校教育施設を生涯学習のセンターとして働かせ

てほしい。地域に開かれた学校は,そ の地域の財

産であ り,生 涯学習社会において非常に重要な位

置を占めることになる。そのときに,大 切なこと

は,外 部 とのネットワーク機能 を持たせ ることで

ある。その地域だけではなく,他 の地域 と情報で

相互に結ばれた学習センターは,未 来の日本社会

において欠かす ことの出来ない ものとなる。

ただし,い くら行政が努力を重ね,地 域住民が

熱望 して も,教 員の意識が変化 しな くては,施 設

だけ立派な ものとな り,中 身が伴わないものとな

ってしまう。教員一人一人の意識の中で生涯学習

社会における情報活用能力の重要性を深 く認識す

る。そのことなしに,情 報化への対応 も生涯学習

社会におけるインテ リジェントスクールも意味を

持たない。

教員が従来行ってきた,知 識の断片を注入する

教育を見直し,真 に必要な能力 を育てる。その意

識改革が必要である。

情報を捜し,見 付 ける能力。取 り込んだ情報を

処理,加 工す る能力。新たな情報を他者に発信す

る能力。これ らの力 は,人 間にとって基礎であり

基本である。時代がた とえどのように変化 しよう

とも,人 間 として身に付けなくてはならない力は

変わ らない。

情報化への対応にあたって目標 を明確にし,そ

の実現に向けて,前 進する。それが,21世 紀に向

けて,学 校教育が取 り組まな くてはならない課題

である。微力なが ら私 もその一助を担いだい。
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優秀賞

私 た ちの くら し と情 報 化

河 野 智佳子

私達が生活する上で不可欠な物の一つに"情 報"

があると思います。この"情 報"は,広 義な意味

での ことです。今,世 間で情報化社会 とい う言葉

を耳にす ることがあるか と思いますが,具 体的に

追求 してい くと,一 体情報化社会 はどのように私

達 と接 しているのか,ま た今までにどのように し

て築かれて きたのか,そ してこれからどう変化 し

てい くのか,興 味が涌いてきます。 ここ数年で驚

くべ き成長を遂げ,ま だ,こ れか ら測 りしれない

ほどの発展 してい くであろう"情 報化社会"に 私

は,ど う対応 してい くので しょうか。

現在私は,コ ンピュータについて,わ ずかなが

ら勉強をしているけれども,勉 強 して得た知識が

成長 しつつある"情 報化社会"に 役立つのか,考

えてしまいます。あま りに も速す ぎる成長の仕方

に,な かなか追いついて行けないように思 えます。

机に向かって,た だひたす ら,教 科書等 を覚 える

のではな く,も っと視野を広 く持 って,様 々な知

識 を身に付 けるべ きだと思います。知識 を身に付

ける上 において も,"情 報"は とて も大事な ものだ

と言 えます。"情報"は,電 話回線等を利用 した,

電気通信。 コンピュータ本体,い わゆるハー ドウ

ェア分野 とソフトウェア開発による情報サー ビス

分野。 もっと広い意味で捉 えると,毎 日目を通す

新聞や雑誌,耳 や目にするラジオ番組やテレビ番

組 も情報の一環です。"情報"と いう言葉か ら一番

イメージし易いのは,や はり,雑 誌やテレビ等の

ニューメディアだと思います。最新情報,出 来事

等を即,正 確に,ス ヒ。一デ ィに私達に伝えて くれ

るマスメデ ィア。その裏には,性 能の良い通信機

器があることも見逃せないことではないで しょう

か。身近な物で"フ ァクシミリ"。まだファクシ ミ

リについて何 も知 らなかった頃,「何故,こ の文章

や図画が,遠 方へそのまま伝送 できるの?」 とよ

く考 えた ものでした。ファクシ ミリの存在 が神秘

的,は 大 げさかもしれないけれど,そ れ くらい,

す ごい物なんだという意識がありました。今,考

えてみると,光 学的に文字等を読み取 り,電 気信

号に交換 して,通 信回線を利用 し送信する。受信

側は複写を行 う。なんだ,そ れだけの事なのかと

変にあっさりと納得 してしまいます。他 に"電 話

機"。 これ も毎日のようによ く使用するけれ ども,

文章で表現するより,口 で表現 した方が相手によ

く理解 して もらえることもあるので,何 気ない事,・

重要な事等 を伝える手段 として,最 も使用 され,

身近に感 じるのではないでしょうか。この電話機,

ファクシミリは,今 まで別々の通信回線を使用 し

ていたのが,INS(高 度情報通信 システム)の開発

によ り,一 本の回線で電話,フ ァクシミリ,デ ー

タ通信,映 像通信が可能で,大 量の情報が非常に

効率よく同時に,伝 達することがで きるようにな

ります。INSの 登場で,一 つのネットワークで,一



経済的,よ り便利な様 々なサービスが利用で き,

ファクシ ミリ端末や ビデオ端末な ど異種間通信 も

でき増々,"情 報化社会"は 多種多様化するばか り

です。

これまでに書いて きた 「通信機器」は,広 義 な

意味での情報産業の一つであって,や は り情報化

のメインとも言 えるのは,通 信機器などを利用 し

た,様 々な"サ ービス"で しょう。NTTな どの通

信回線 を借 りて,新 しい処理 システムの付加価値

を持たせ るVAN(付 加価値通信網)や,同 一の建物

内や工場内など,狭 い範囲内でのデータ通信を行

うLAN(ロ ーカルエ リアネットワーク)。データの

統合管理,独 立,共 用といった,多 目的の利用を

前提 としているデータベース管理システム等,細

かく追求すると多 くのサービスがあります。この

ようなサービスを上手に活用 して,効 率よ く何事

にも対応 していきたいものです。「効率のよい」の

一つに,私 は,POS端 末 を思い浮かべてしまいま

すが,ス ーパーマーケットで使用 されるバーコー

ドリーダー。販売 した時点です ぐに,ホ ス トコン

ピュータに数量等が記録 され,時 間帯別の販売状

況の分析ができ,商 品の仕入等に無駄のないよう

早 く企画で きるとい う。その状況に素早 く対応す

る,効 率がいいと思います。チェーンの規模が大

きいほど,一 日の売上高が随分,左 右 された りす

るのではないでしょうか。

性能の良いマシン(ハー ド)と,ユ ーザーのニー

ズに応 じたプログラム(ソ フ ト),サ ービスがうま

い具合いに併 さった時,一 つのシステムとして,

私達が利用できるのだと思います。最近,私 達の

普段の暮 らしの中にも,随 分 といろんなシステム

が導 入 されているのを感 じます。先 ほど書 いた

POS端 末だって,ス ーパーマーケットのレジを利

用すれば,目 の前で,バ ーコー ドを読み取 り,税

込みの金額が表示 されるとい うシステムでありま

す。あと,銀 行でのキャッシュカー ドによる現金

の預入れ,支 払い,残 高照会を行ってくれるATM

端末,CD端 末 もシステムの一つで,私 達の暮 ら

しで,切 って も切れないほど,と て も大事なサー

ビスを提供 して もらっているのです。

これからは,も っといろんな物がコンピュータ

化 され,通 信回線が増 え,企 業では,テ レビ会議,

一般家庭で も普及するであろうテレビ電話 を利用

して,資 料はファクシミリで伝送 し,出 張 をしな

くて会議に出席できるようなことが当然のよ うに

行われるのではないかと思います。

テレビのニ ュース番組では,今 の世界状況 を生

で放送す るコーナーが設けてあった りして,先 日

終結 した湾岸戦争の状況 も,毎 日,危 険な目に会

いながらもテレビの画面を通 じて,私 達に現地の

悲惨 さを伝 えて くれました。通信衛星を利用すれ

ば,国 内に限 らず,世 界中の人々とす ぐに,テ レ

ビ画面をみなが ら話せ るで しょう。まだ,私 達の

今の暮 らしにこのような事 は浸透 していないもの

の,近 い将来,こ のような生活が現実 となるのを

期待 しています。

一般家庭でもCATV(ケ ーブルテレビ)を利用す

ることで,家 にいながらショッピング情報を見て

注文で きるホームショッピングや,端 末を使って,

銀行の支払いがで きるようになるのではないでし

ょうか。現在,地 域 ごとにCATV局 が設立 され,

民放局の番組の放送,衛 星放送 もまとめてケーブ

ルを利用 して送 っているそうですが,こ れに衛星

通信 を使用すれば,広 範囲での情報交換が可能に

なるでしょう。これは,夢 のようなことだけれ ど

も,在 宅勤務や在宅学習ができるのではないで し

ょうか。端末を各家庭に設け,ケ ーブルで会社 と

の通信回線 を結べば,不 可能ではないでしょう。

ほん とに口で言 う分は簡単な事だが,い ざ実用化

しよ うとすれば,色 々な問題点が浮かんで くるこ

とと思います。

この問題点 とは,あ る報告書によると,「技術革
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新が人間の能力を衰退 させる恐れがある」 という

ことです。 くわしくは,急 激な高度情報化社会の

成長の実現によって,「 人間が自分の体を動か し,

脳を働かせ,手 を使い,目 を光 らせ,何 事かを成

して何 ものかを生むとい う基本の姿が次第に見 え

な くな り,人 間の空洞化が生 じる」 と分析 されて

います。人間性を重視 した,情 報化社会の実現が

とて も重要であることが言 えます。コンヒ。ユ一夕

の導入で,確 かに便利でかつ,時 間を合理的に使

える他,様 々な利点があると思います。が,そ の
一方では,人 との触れ合 いがなくなる,経 済的負

担が多 くなる,人 間が機械 に動かされるといった

欠点が生 じてきます。また,カ リフォルニア大学

の精神治療の講師で精神分析専門家のクレイグ=

ブロー ド氏 は,著 書 「テクノス トレス」の中で,
コンピュータ関係の仕事 に従事する多 くの人が精

神神経系の病気に侵 されていると警告 しています。

「テクノス トレス」には
,コ ンピュータの導入に

よる絶 え間ない仕事の変化に不安を持 ち,責 任の

重 さに圧倒 された り,コ ンピュータに没頭 して,

生活態度の異常に気付かず,自 分が自分でないよ

うな人間的危機 に陥ってしまうなどとい うものが

あります。今は,他 人事,ま さか自分は,そ うな

るわけがないだろうと軽 く思 うか もしれませんが,

21世紀初めには,日 本の高度情報化は成熟期 を迎

えると言われます。 これか らは,今 以上に,も っ

と機械化,情 報化が進歩 していくから,充 分に気

を付けて自分を見失わない程度に,コ ンピュータ

(マシン)に接 していきたいものです。

何 も情報化が悪い事 ばか りとはい うわけで もな

いでしょう。工業化社会から欲求の高度化,多 様

化や情報通信技術の進歩,コ ミュニケーションシ

ステムの発達,情 報量の増加などを経て,高 度情

報化社会へ と前進 してきたのです。

人間性や経済面な どに問題点があると,前 にも

書 きましたが,そ の問題点 を克服す ると共に,こ

れか ら21世紀へ向けて,今 まで築かれて きた"情

報化社会"を 無駄にしないようにしなければなら

ない と思います。

まず,経 済の効率化 ・活性化の促進 とい うこと

で,日 本は資源 ・エネルギーの少ない国なので,

効率よくサービス,処 理ができ,省 資源 ・省エネ

ルギーを課題 として,少 しでもこの課題が達成で

きるようマシンやプログラム開発を行 ってほしい

ものです。また,国 際間の連帯,協 調の促進 とし

て,こ の高度情報化社会は,外 国との時間的 ・距

離的障害 を克服 し,同 時翻訳装置があれば,言 語

的障害 も克服で きます。これで,即 時に情報交換

が行 え,世 界各地 との調和がとれるようになれば

良いなあと思います。三つ目は,社 会的諸機能の

効率化 ・活性化の促進について,一 つの地域に集

中しそ うな社会的機能 を地方にも分散 させ,国 土

の有効利用 と過疎,過 密の発生を防ぎ,バ ランス

よく日本全体に情報化社会 を進歩 させてい きたい

ものです。四つ目は,豊 かな国民生活の実現 を目

指 して ということで,物 資的豊かさが実現 されて,

今までの標準化 されたサー ビスが更に多様化 した

サービス提供を可能にし,効 率化が進められ,時

間的ゆとりを得ることがで きることで しょう。

この四つの点 を中心にして,21世 紀の"情 報化

社会"を 迎えていきたいものです。21世 紀初めに

は,情 報量は今の3～4倍 に増 え,ニ ューメディ

アによる量 は15倍 に増加すると言われています。

この中成長する"情 報化社会"に ,人 間は,ど こ`

まで もついていかなければな らないのです。私 も,

コンピュータを勉強 している限 り,何 らかの形で
し

マシンに,何 かの システムに接 していることで し

ょう。急激な"情 報化社会"の 成長 に流 され,自

分 を見失わないよ う,一 歩一歩,勉 強 をしていこ

うと思います。一
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私 た ちの くら し と情 報 化

斎 藤 忠 晴

1.情 報の飽食時代

中東の湾岸戦争の出来事は,ま だ記憶 に新 しい。

地球の裏側で起 きた事件が瞬時に茶の間のテレビ

に映 しだされる。交通,通 信 という情報の伝達手

段が,著 しく発達 している結果である。自分の身

近に生 じた出来事があっとい う間に世界を駆け巡

るというケースも起 こり得るのである。情報の往

来は,す でに国境や人種の垣根を飛 び越え行われ

ている。その量は質的に も量的にも拡大の一途を

たどっている。それ ら膨大な量の情報群は,当 然

のごとくに私達の価値観,生 活観などに影響をあ

たえる。「物を大切にする」または 「節制は美徳で

ある」などという価値観,生 活観が,消 費を誘発

する情報群の影響を受け,「使える物でも機能の古

くなった物 は,廃 棄 したほうが,か えって得にな

る」 とか 「貯蓄よ りも消費を優先 させ充実 した余

暇時間を過ごそう」 とい う具合に変化 してきてい

る。その結果,ゴ ミの急激な増加 によるゴ ミ処理

場の不足,消 費 を煽 るあまりのサラ金地獄など様

々な社会問題が生 じて きている。

ここで,「物」を 「情報」に置 き換 えて考えてみ

た場合,同 じことが,言 えるのではないか。情報

化社会の今 日,「情報」 は,そ れ自体,価 値ある商

品 として市場を独 り歩 きはじめたのである。しか

も,「情報」の多様化は情報関連機器の進歩 とあい

まって一段 と拍車がかか り,ま た新陳代謝 も著 し

い ものがある。新たな 「情報市場」には,良 い も

悪 いも種種雑多な 「情報」が溢れかえっている。

情報化社会 とは,ま さに 「情報」の消費時代 と言

えよう。

2.主 食情報,お かず情報,お やつ情報

さて,膨 大な質量の情報群 も種別分類の仕方は

いろいろある。一般的な ところでは,政 治経済,

芸能,ス ポーツなどジャンル別分類,テ レビ,ラ

ジオ,新 聞,雑 誌など情報の媒体か らの分類など

がある。ここでは,食 品の分類区分すなわち主食,

おかず,お やつの区分に応 じて,情 報を整理 しそ

こか ら私達の くらしにおける情報化のかかえる意

味,問 題点等を考 えてみる。

① 主食情報

私達は,朝 起 きて新聞をひらいたり,テ レビの

スイッチをいれた りして前 日起 きた事件や,お 天

気情報などに目や耳 を向ける。家庭 の主婦たちは,

新聞にはさまれてくる広告などか ら製品の価格動

向を探ろうとする。また,会 社勤めのひとたちは,

日常業務 を通 じて上司の職務命令,顧 客先の注文

や要望に熱心に耳をかたむけ情報の収集に努 める

だろう。

主食情報 とは,新 聞やテレビ,ラ ジオなどか ら

流れるニュース報道や広告類,ま た,職 場,顧 客

先で得 られる業務関連情報など,ほ とん ど毎 日当

然のごとくに私達の生活のなかに入って くる情報

群のことである。主食情報の前では,私 達は,受

け身的役割 に専念す ることになる。主食情報の特
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徴は,情 報の発信者か らの一方通行的な情報のな

がれであることと,そ の内容が単なる事実や結果

の羅列であってその背景にある経緯については,

詳 しくふれ られないことである。すなわち,主 食

情報だげで ものごとを判断 し軽率 に行動に移そう

とすると思わぬ落 とし穴 にはまることになる。一

時の株ブームで新聞の株式情報に一喜一憂 した経

験を もつひとは,お おぜいお られ るものと思われ

る。

そこで,主 食情報を補 う情報群 として,お かず

情報が登場することになる。

② おかず情報

主食にたいして,一 口におかずと言って もグル

メ嗜好のブームもあってその種類は年々増えつづ

けている。おかず情報 もまた同様で交通,伝 達手

段の発達 とともに増加の一途 をたどっている。一

般的に,先 ず,お かずを購入するときに消費者が,

選択基準 とする点 として,「 鮮度」「価格」そして

「見かけ(色つや)」 の3点 が考 えられる
。そして,

次に,「味」が問題となる。消費者の味覚にあわな

ければ,次 の購入意欲がわかなくなるか らである。

「おかず情報」を選ぶ ときに も同様の意識が働 く

ものと考えられる。

おかず情報 とは,私 達が,新 聞やテレビで知っ

た事件あるいは広告の品について もっと詳 しく知

りたい,ま たは,上 司の命令や顧客の要望を実行

にうつすための もっと詳 しい実情を知 りたいと考

えるとき必要な情報を提供 して くれる情報群であ

る。

たとえば,私 達が,雲 仙,普 賢岳の噴火のよう

な突発的ニ ュースについてもっと詳 しい情報が知

りたいとした場合であるが,被 災地に,親 戚や知

り合いがいる人は直接災害本部に連絡 をいれ場合

によっては交通費がいくらかかろうが現地に直接

出向き生の(鮮 度の高い)情報収集につとめるであ

ろ うし,そ の他の人達は多少鮮度は落ちるか もし

れないが数 日遅れて提供 される雑誌 を買い もとめ

た り,新 聞の特集記事又はテレビの特集番組など

か ら,よ り詳 しい情報を得ようとするだろう。そ

の際注 目したいのは,ど の雑誌やどの番組を選ぶ

かの選択基準である。仮に,「情報」の消費者が雑

誌 を購入 しよ うとした場合,ど うも内容で選ぶよ

りも,雑 誌の価格やネームバ リュー,知 名度等に

よりきまってくるもののように思われる。

ここに 「おかず情報」の顕著な特徴 と問題点 が,

あ らわれ るのである。すなわち,料 理は,材 料が

同じで も店の伝統,料 理人の腕前 あるいは使 う調

味料などによっていく種類 もの料理がで きあがる

し,材 料 をまった く連想できない料理 もで きてく

る。同様 に,情 報源は同じであっても,報 道機関

の社風,編 集力あるいは編集方針などによって,
「情報」が調理 されて くるのである

。現代は,報

道の戦国時代である。その中で,自 社の 「おかず

情報」 を選んで もらうためには,ま ず消費者の関

心を引かなければな らない。そのため,編 集員に

著名な作家やスポーツ選手を客員編集員に招いた

り,番 組担当に人気のあるキャスターを登用した

りして話題づ くりに懸命になる。次 に 「味付 け」

である。「情報」の消費者に満足 して もらい,さ ら

なる購入意欲を喚起 させねばならない。災害現場

での報道では,ま だ危険の残 る地域に も価値ある

「情報」 をもとめて敢然 と入 り込んでいく
。本来'

必要 とす る情報は,被 災者が必要とする物資と,

その届 け先 くらいの ものである。雲仙,普 賢岳の
し

火砕流で大勢の報道関係者の方たちが,な くなら

れたのは報道の姿勢をあらためて考 えさせ られる

ものである。また,同 時に,「情報」の受け手であ

る私達 自身 も,こ の 「情報の味付け」 という意味

においては,つ い刺激的な 「情報」を求めて しま

うなど反省すべ き点 があるのではないか。一



このことにっいては,家 庭において も,職 場に

おいて も同 じことが言 える。団地 に住む主婦な ら

ば毎日のようにセールスの応対 におわれるだろう。

甘い味付けの言葉には慣れ っこのはずなのに,つ

い商品を購入 してあわてるケースがあとをたたな

い。また,職 場において,上 司に企画書 を提出す

るときや,顧 客先で相手の同意 を得ようとすると

きなど実に調子の良い文句 を並べたてた りするも

のである。私達の身の回 りにある 「情報」のほと

んどには 「味付け」がほどこされていると認識す

べ きである。 その最たる 「情報」がおやつ情報す

なわち,娯 楽,レ ジャー情報である。

③ おやつ情報

「おやつ情報」 とは,連 続する日常生活の時間か

らはなれて遊 びたいと考えたときに必要 となる情

報群である。遊びたければ,か ってに遊べばよい

わけである。 ところが,か つての働 きバチとして

仕事一筋 に生 きてきた40代,50代 の人達にとって

「遊 び」 を独 自に企画するのは仕事以上に難 しく

感 じられるのではないか。 しかるに,現 代 は,余

暇の過 ごし方が重要なテーマのひとつになってい

る。また,過 酷な受験戦争 を生 き抜いてきた若者

達にとっても,「遊 び」は不得手なのかもしれない。

か くて,旅 行会社に電話一本で企画から交通手段,

宿泊場所 まですべて用意 されたパ ック情報が選べ

る時代になったのである。町中には,い たるとこ

ろに旅行会社が軒をならべ海や山のレジャー情報,

パ ック旅行などの 「情報」の販売を競 っている。

どの 「おやつ情報」に も,消 費者の食指を刺激す

るかのように甘い文句で塗 りかためられている。

なかには,い ささか味付 けがききす ぎて,購 入者

に害を及ぼすケース も出て くる。海外旅行のパン

フレットの風景が旅行先 とはまったく違 った場所

のものであった り,ウ ソの宿泊施設が表示 されて

いた りする。 こういったパンフレットの類には有

杖

害添加物がふくまれている表示をっけて もらいた

い ものである。 それで も私達 は,パ ック詰めの

「おやっ情報」を買いもとめるのである。なぜな

ら,「おやつ情報」の もとになる材料は,私 達自身

が日常生活 を営むなかではきだす 「遊 び」への願

望 にほかな らないからである。

3.バ ランスある献立情報と自然情報のすすめ

私達が,こ れか らも現在の生活を維持 していく

ためには,「情報」はこれからも欠かせない 「栄養

源」 となっていこう。ただし,「情報」の偏食や過

食は,正 しい判断,行 動の妨げとなることは言 う

まで もない。「主食,お かず,お やつ情報」 をバラ

ンスよく摂取 していくことにより健全 な日常生活

を送 ることがで きるのである。そのためには,私

達 「情報」の消費者は,有 害添加物の含まれてい

ない 「良質の情報」を識別で きる目を日頃から培

う努力が必要 になる。

最後に 「自然情報」について付 け加 えたい。私

達は,忙 しい日常生活 を送るなかで も,仕 事の休

みの 日の朝 は,さ すがにゆった りとした気分で迎

えられる。すると,ふ だんは目覚 まし時計のお世

話になるのに,不 思議 とすずめの泣 き声で目を覚

ます ことがある。 うとうとしなが らすずめの声に

耳を傾 けていると,カ ーテンの隙間か ら朝 日の光

が差 し込んでくる。カーテンを開いて,ガ ラス戸

をあける。見上 げると,空 に,青 空がひろがって

いる。なん ともすがすがしい気分が心を満 たして

くれる。

この場合の,す ずめの声や日の光は,自 然が私

達に朝になった ことを告 げる情報なのである。自

然は,私 達生 き物すべてに生活す るのに必要な情

報をちゃん と用意 して くれているのである。私達

の身辺か ら自然がどんどんな くなっていく。「自然

情報」の もつ意義についてあらためて考 えてみる

べ き時期に きているのか もしれない。



⑯ 海外ニュース(ヨ∋

一
〈情 報 産 業 界 の 動 向 〉

ア メ リカ で は現 在,産 業 界 を 中心 に コ ス ト削 減

や激 し い市 場 競 争 に直 面 して お り,組 織 の 再 編 や

レイ オ フ を実 施 し た り計 画 して い る 。 この よ うな

環 境 の 中 で 企 業 の 情 報 処 理 部 門 は,シ ス テ ムの 高

度 化 や再 構 築 あ るい は,通 信 ネ ッ トワ ー ク との 効

果 的 な結 合 等 に取 り組 ん で い る。 しか し,こ れ ら

の 課 題 の大 部 分 は,現 在 の 情 報 処 理 部 門 だ け の マ

ンパ ワ ー だ け で は,対 応 す る の が 困 難 に な っ て き

て お り,そ の課 題 の全 部 あ る い は一 部,さ らに場

合 に よ って は情 報 処 理 部 門 の 運 営 の 全体 を外 部 の

専 門企 業 に委 託 す る ケ ー ス が 多 くな って きて い る。

現 在,サ ー ビス 分 野 の 中 で も特 に注 目 され て い

る シ ス テ ム ・イ ン テ グ レー シ ョン(あ る組 織 の シス

テ ム全 体 の 設 計,開 発 そ して設 置 ま で を一 貫 して

請 け負 う情 報 サ ー ビ ス形 態)市 場 は,今 後 年 に約20

%の 伸 び が期 待 され て い る。

IBMは,会 計 コ ンサ ル タ ン トの大 手 で あ り,ま

た シス テ ム ・イ ンチ グ レ 一 夕で もあ るCoopers&

Lybrandと の ジ ョイ ン トベ ン チ ャー を設 立 し た。

この 新 しい ジ ョイ ン トベ ン チ ャー はMeritusCon-

sultingServicesと 呼 ば れ,顧 客 に 対 しマ ネ ジ メ

ン ト ・コ ンサ ル テ ィ ン グ を提 供 す る こ とに な って

い る。 さ らに,IBMは サ ー ビス と製 品 を統 合 し,

全 米 各 地 の顧 客 の ニ ー ズ に適 した シス テ ム を提 供

で き る体 制 を整 備 しつ つ あ る。

〈政 策 ・制 度>

ECは これ まで 何 十 徳 ドル とい う補 助 金 を ハ イ

テ ク企 業 に 注 ぎ込 ん で きた が,ヨ ー ロ ッパ の 競 争

力 を高める効果は今のところほとんど無い。 ロー

カルコンテント規制のみが,ヨ ーロッパの企業を

日 ・米の企業から守るための政策 として機能 して

いるに過 ぎない。そこで,ECで は,そ の政策 を

見直 し,補 助金をやめ自由競争に委ねることを提

案する予定である。自由競争を促進 しようとする

側には,イ ギ リスを リーダーに,オ ランダ,ド イ

ツが同調 している。

一方 ,フ ランス,ス ペイン,イ タリアは産業界

への補助 を続ける予定である。フランスは,ハ イ

テクに関する自由放任政策は自殺行為だと考えて

いる。

このECの 政策動向で注目すべ きことは,ECに

よる産業政策見直 し計画において,こ の分野が最

初であることである。 この後には自動車や航空機,

化学などが控 えてお り,こ こにおいて決定 される

方針が今後の大 きな先例 となることが充分考 えら

れるため,単 に電子機器産業にとどまらない問題

をはらんでいる。

〈環境整備>

1990年12月28日,サ ンフランシスコで,ア メ リ

カ国内初のVDT法 が成立 した。

同法案の成立により,1日 に4時 間以上VDT作 .

業をす る労働者を15人 以上雇 っている企業は,そ

の従業員に対 し,2時 間ごとに15分 の有給休暇を

保証 しなければならない。また,調 節可能な椅子

や端末,キ ーボー ドおよび適正な照明を供給する

義務が課 される。

具体的には,1991年12月17日 以降,新 たに導入一
、



す る機 器 はす べ て 法案 の 要 求 を満 た す もの で な け

れ ば な らな くな る。 ま た,1993年6月17日 ま で に,

雇 用 者 はす で に導 入 して い る機 器 を法 案 の基 準 に

合 わ せ る た め,VDT1台 につ き250ド ル ま で の 投

資 を しな けれ ば な らな い。 さ らに1994年12月17日

以 降 は投 資 額 にか か わ らず,す べ て のVDTが 法 案

の基 準 を満 たす もの で な け れ ば な らな い 。

昼 食 時 の 休 憩 や コ ー ヒー ブ レ イ ク をす で に 提 供

して い る企 業 はVDT作 業 時 間 中 の有 給 休 暇 は免 除

され る。 ま た,コ ン ピ ュー タを利 用 し た金 融,エ

ン ジニ ア リン グ お よ び設 計 業 務 は この 法 案 の 適 用

範 囲 か ら除 外 され る。

〈ソ フ トウ ェア>

1989年,顧 客 管 理 部 門 の効 率 化 を検 討 して い た

USSprint社 は,ワ ー クフ ロー ソ フ トウ ェ ア を導

入 した 。 同 社 は この シ ス テ ムの導 入 に よ っ て 担 当

部 門 の 従 業 員 を半 分 に削 減 で き,ま た効 率 も向 上

し,業 務 処 理 に要 す る時 間 も約1/3に 短 縮 され

た。

オ ー トメ ー シ ョン化 方 式 で一 連 の 職 務 を 完 遂 さ

せ るた め の 構 造 を 提 供 す る ワー ク フ ロ ー ソ フ トウ

ェア の 導 入 の効 果 は,生 産 性 の 向 上,作 業 完 成 時

間 の 短 縮,経 費 削 減 な どが 挙 げ られ る。

ワ ー ク フ ロー ソ フ トウ ェ アは 組 織 お よ び そ の プ

ロセ ス に合 わせ て カ ス タマ イ ズす る必 要 が あ り,

ユ ー ザ ー に と って カ ス タマ イ ズが 容 易 で あ る こ と

は 重 要 で あ る。

大 手 の シ ス テ ム ベ ン ダ ー で あ るDEC,HP,

IBM,NCR,Unisys,Wangな どは すべ て い くつ

か の ワ ー ク フ ロー ソ フ トウ ェア(OEM製 品 を含 む)

を提 供 して い る。

ワ ー ク フ ロ ー ソ フ トウ ェア の導 入 に あ た っ て は,
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ユ ーザ ー が まず 自社 の ビ ジ ネ ス プ ロセ ス を十 分 分

析 し,そ の う えで 現 在 の ビ ジ ネ ス プ ロセ ス を適 切

な 構 造 に修 正 し な け れ ば ワ ー ク フ ロ ー ソ フ トウ ェ

ア は そ の機 能 を十 分 発 揮 す る こ と はで きな い 。 ワ

ー ク フ ロ ー に投 資 して ハ イ リ ター ン を得 るた め に

は,ビ ジ ネス プ ロ セ ス の思 い 切 っ た 見 直 しが必 要

で あ る。

〈ネ ッ トワ ー キ ン グ 〉

ワ イ ヤ レスLANは,マ イ ク ロウ ェ・一一・ブの トラ ン

シ ーバ や 無 線 通 信 の技 術 を利 用 す る形 で,こ れ ま

で も実 現 に 向 けて い くつ か の 試 み は あ っ た が,伝

送 速 度 の遅 さや 伝 送 品 質 の 問 題 か ら,あ ま り一 般

的 に注 目 を集 め る こ とは な か っ た 。 しか し,最 近

にな って ワ イ ヤ レ スLANの 実 現 に真 剣 に取 り組 む

ベ ン ダ ー が増 えて きて い る。

NCR社 は,WaveLANと 呼 ば れ るオ フ ィス 空 間

半 径800フ ィー ト以 内 で2Mbps以 上 の 伝 送 速 度 を

実 現 す る製 品 を1990年 秋 に1390ド ル で 発 売 して お

り,今 後 も10Mbpsの 伝 送 速 度 や5マ イ ル 以 上 離

れ て い て も利 用 で きる製 品 を準 備 して い る。

一 方 ,Motorola社 は,マ イ ク ロ ウ ェー ブの技 術

を もとにWIN(WirelessIn-buildingNetwork)と

い う製 品 を発 表 した 。WINは ガ リウ ム砒 素 素 子 を

用 い る こ と に よ り15Mbpsの 伝 送 速 度 を実 現 して

お り,多 重 伝 送 や セ キ ュ リテ ィの機 能 もつ い て い

る。価 格 は約2,000ド ル位 に な る と予 測 され て お り,

Motorola社 で はNCR社 に対 抗 し う る製 品 と して

大 い に期 待 して い る。

従 来 のLANに 比 べ て,導 入 時 にお け る コス トは

か な り高 い もの の,頻 繁 にLANの 機器 構 成 を変 更

す る こ と にか か るコ ス トを考 えれ ば,ワ イ ヤ レ ス

LANは そ の ポ ー タ ビ リテ ィに よ る便 利 さか ら,こ
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れか ら数年の うちにかな りポピュラーなものにな

ることが予想 され る。

〈教育 ・訓練〉

アメ リカ企業は,世 界的な競争に勝 ち抜 くため

には,日 本の先端技術を入手すべ きとし,日 本 に

研究所 を設立す る例が増加 している。 また,日 本

の企業,エ リー ト大学,通 商産業省の研究所など

か らの優秀な科学者の引 き抜 きも行っている。

日本に研究拠点 を置 くことの利点 としては,ア

メ リカでは入手 しにくい日本の先端技術情報がす

ぐに手に入 ることである。また,日 本の進んだ応

用技術 について も,そ れを利用 した商品を秋葉原

でじかに触れ ることができ,企 業の研究意欲が刺

激 されることなどがある。

ごく最近にな り,MITな どの少数の大学が,ア

メリカ科学者に対 し日本の技術入手のための教育

を行い始めた。MITの 日本 プログラムは,日 本語

で授業を行い,日 本企業への1年 間研修を含む実

践的なものであり,今 までに250人以上の生徒が卒

業 している。同プログラムの卒業生は日本の企業

の先端技術 に精通する者 として企業内で重宝 され

ている。

〈電気通信政策>

1991年4月9日FCCは,1年 前か ら検討されて

いた 「新サービス ・新技術導入者への先駆者優先

(Pioneer'spreference)制 度」提案を,一 部修正

の後採択 した。

先駆者優先制度 は,新 サービス ・新技術の発展

について革新的 ・先導的役割を果た した者が,そ

の考案 した新サービスへ参入す ること,ま たは,

考案 した新技術 を適用 したいと思 っている現行の

サー ビスへ参入することについて優先権が与 えら

れることである。

何を 「革新的なサービス ・技術」 とするかにっ

いてはこれから専門家の意見を求めて検討すると

している。

この先駆者 とされる者は,申 請書を提出するか,

または自分たちの考案が技術的に実現可能である

ことを実証することが必要 とされることになる。

この先駆者優先権の決定 は,最 終の ものではなく,

さまざまなコメン トも寄せ られている。当先駆者

優先案はFCCの 負担を増やし,免 許付与プロセス

を遅 らせ るものになるのではないか,ま た,何 を

革新的 とするかを定めるガイ ドラインが詳細 に欠

けるのではないか という意見 もある。

、一
一
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ソフ トウェアの

生産性 向上について

株式会社 大和総研

総合企画室課長 宇 都 弘 樹

はじめに,当 社について若干,触 れ させていた

だいた後,本 題に入る。当社は,大 和証券調査部

を母体 とする大和証券経済研究所,同 機械計算部

を母体 とする大和コンピュータサー ビス,外 部へ

のシステムサー ビス強化のため大和 コンピュータ

サービスか ら分離 ・独立 した大和システムサービ

スの3社 が合併 し,平 成元年8月 創立 された。

リサーチ,シ ステムの両機能を有する大規模 シ

ンクタンクとして,マ クロ ・ミクロの経済調査か

らコンサルテ ィング,シ ステム開発,SI,国 際

VANな ど幅広 いサービスを提供 している。

さて,次 に本題である 「ソフ トウェアの生産性

向上について」,稚 拙ながら少々述べさせていただ

く。

ソフトウェア ・クライシスが叫ばれて久 しい。

若干状況の変化はあるようだが,予 測は今 も基本

的には変わっていない。たしかに,現 在で も数多

くの企業でバックログが山積みという状態で,ソ

フ トウェア技術者,と りわけSE不 足 が深刻であ

ることを物語っている。かか る状況を打破 し,何

とかソフ トウェアの生産性向上が果たせない もの

かと,い ろいろな技術,方 法が検討 ・開発 されて

きた。

10数年前,私 が入社 した当時,当 社はすでに全

国総合オンラインシステムを完成 させていた。に

もかかわ らず,シ ステム開発技術 はいわば徒弟制

度のよ うにして,仕 事を通 して先輩か ら受け継い

だものであった。おそらく世間一般 も同じよ うな

ものであったろう。その当時すでに稼働 していた

プログラムの中には,メ モ リーがとて も高価であ

った事 を反映 して,い ろいろな工夫がこらされ芸

術的にさえ思えた もの もあったことを記憶 してい

る。 しか も作者の考 え方 を反映して,と て も個性

的であった。テクニ ックが駆使 されてお り,極 め

て効率的に作 られていたが,同 時に作者以外の人

からみると,と ても難解で,い ざメンテナンスと

なると時間 と手間を要するやっかいな代物 となる

事 も少な くなか った。

そこで,当 社 もユーザーマクロの開発,部 品化

紐



の推進,各 種標準化,そ して開発支援ツールの導

入など様々な対応 を行 って きた。 これ らによ りシ

ステム開発の生産性がかな り向上 し,誰 が作って

も同程度の品質のプログラムが同 じ位の時間で出

来るようになった。システム開発のベテランと,

経験 があまり多 くない者 との差が小 さくなったと

言えよ う。

このよ うなソフトウェア開発の歴史は,自 動車

に代表 される工業製品の歴史に似ている。という

よ り似てきた という方が正確か もしれない。自動

車 も誕生 して,世 界初の量産車T型 フォー ドが登

場す るまで,1台1台 手作 りで,1台 生産するの

に相当の時間がかかっていた。部品1つ1つ を手

作 りしていたのが,金 型で プレス され,ベ ル トコ

ンベア上で部品が組み合わ され,1台 の車が完成

す るよ うになった。今では,組 み立て作業 も簡単

な ものはロボットが行 うようになった。

ソフ トウェアも初めの頃は知識 と経験を有 して,

初めて作ることが出来た ものだった。言語はアセ

ンブラーで,一 命令毎にコアの中がどのように変

化 し,正 しい結果が出るのか考えた。まるで自分

がコンピュータの中を旅するが如 くして,確 認 し

て行 ったものである。それが次第にソフ トウェア

も部品化が進 み,言 語 もFORTRAN,PL1,

COBOL,さ らにハイランゲージの登場によって,

コアの中で実際にどのように変化 していくのか,

全 く見えなくなって しまった。

そして,遂 にパラメータを指定するだけで目的

とす るソフ トウェアを自動的に作成 してくれる,

ソフ トウェア開発支援ツールが登場 して きた。開

発支援ツールはまだ決 して完全なものではないが,

改良が加 えられ,近 い将来,人 は考えただけでソ

フ トウェアが作成 される,そ んな時代が来 ること

もあながちSFの 世界だけの話ではなさそ うであ

る。コンピュータを知 らな くて も,BITを 知 らな

くて もソフ トウェア,シ ステムが構築できるよう

になるだろう。

ソフ トウェアの生産性向上について,ソ フ トウ

ェアの工業製品化の観点か ら述べて きた。 しか し,

ソフ トウェアと工業製品ではその目的は異なるよ

うに思 う。工業製品は同じ品質の ものをいかに安

価で作れるかであるのに対 して,ソ フ トウェアは

いかに早 く,簡 単に作れるようにするかである。

ソフ トウェアの生産性向上 とはコンピュータに関

する知識が乏 しくて も,ど のようにすれば早 く,

簡単 に,し か も正 しい結果を出せ る(品質のよい)

ソフトウェアを作成で きるよ うになるか,と いう

ことである。

ソフ トウェアは工業製品的側面 と同時に,芸 術

作品的側面 もあわせ もっている。正 しい結果が出

せ るか(品質が優れているか)が重要である事は工

業製品的側面である。 しかし,同 じ結果を出すプ

ログラムであって も,作 者の考 え方によってその

過程は千差万別であるとい う芸術作品的側面 も持

つ。 このことがソフトウェアの生産性向上を一筋

縄ではいかない ものにしている。

最後に,生 産性向上の今後 について若干述べて

まとめとしたい。今まで述べて きた事は多くが各

企業内で行われて きた事である。今後は企業が互

いにソフ トウェアを利用 しあう環境 を作 るなど,

よ り広 い視野に立 った方策が必要である。また,

このためソフ トウェアがハー ドに依存 しないよう

にしていかねばならない。 しかし,昨 今のSISの

よ うにシステムが企業経営に直結するよ うになる ●

と,企 業のソフ トウェア公開にはおのずと限界が

あろう。
ト

コンピュータの世界は,あ まりに急速に発展 し

たがゆえに規格や法律,思 想が追いついていない。

とりわけ日本はその感が強い。今後 も試行錯誤 を

繰 り返 しなが ら,成 熟 してい くのであろう。私個

人としては,ソ フ トウェアが芸術作品的側面を失

っていくのは,い ささかさびしい気 もする。一
」



コンピュータユーザの信頼性対策 とシステム化
1990年 度 コ ンピ ュータ利 用状況調査 結果 よ り

コンビ。ユータ利用状況調査は,毎 年9月 末 を調

査時点 として実施 しており,23年 の長 きにわた り

継続 して きた。本調査が,永 年続 けてこられたの

も,毎 回調査票 に回答 していただいているユーザ

のご協力 と関心の高 さの賜物であり,担 当者よ り

紙上か らではあるが改めて感謝する次第である。

今回は,最 近 とみに高 まって きているコンピュ

ータセキュリティ対策の基礎となるコンヒ。ユータ

システムの信頼性および,シ ステム化ニーズの充

足について昨年度の調査結果か ら取 り上げて,そ

の状況を述べることとした。

1.シ ステム信頼性対策の採用状況

コンピュータシステムの信頼性 を高める対策 と

して,本 調査では次の5つ の手段 を取 り上げ,こ

れをコンピュータユーザが実施 しているかを問う

ている。

① 自己診断システムを保有 しているか

② 定期的な診断 システム制をとっているか

③ バックア ップシステムを保有 しているか

④ 回線を二重 にしているか

⑤CPUを デュアルシステムにしているか

図1は,産 業別に上記対策の採用状況 をみたも

のである。 ここでは各対策の採用 している社数の

割合 を10段階評価で示 してある。

図1産 業別,シ ステム信頼性対策の採用状況

＼
　

国司

唖
//

//

只
V

7

⑭

=三 震

二 建業

ヅ

バックアップ

システムあ り

匿 司

定期診断

システムあり

また,総 合評価では回答事業体が5項 目の対策

の うち,ど れだけ採用 しているかを示 している。

例 えば,あ る企業 が 「自己診断 システム」 と

「定期診断 システム」 を"あ り"と 回答すれば,

2対 策/5対 策 ×10=4

となる。

信頼性対策の採用 については,「バックアップシ

ステム」の採用が最 も高 く,各 産業とも平均 して

好結果が現れている。産業別では,「自己診断シス

テム」,「定期診断 システム」の2対 策は公務が最

も低く,「回線二重化」,「デュアルシステム」では,

各産業によってかなり差があるが,全 体的に採用

度は低い。

5対 策を総合 して評価すると,二 次産業が最 も

高 く,全 産業平均を上回っているが,採 用度 とし

ては4.3程 度で,い まだ不十分であるといえよう。

図2で は,図1の 二次産業 と三次産業の うち,

「化学工業」,「電気機械器具製造業」,「金融業」

輝 ・
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「情 報 処 理 サ ー ビス ・ソ フ トウ
ェ ア業 」 の4業 種

を取 り上 げ,業 種 に よ る対 策 状 況 の 差 異 を表 した

もの で あ る 。

図2業 種別,システム信頼性対策の採用状況
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取 り上 げ た4業 種 の うち,目 に付 くの は,「 金 融

業 」 が 他 の3業 種 に比 べ,対 策 の 採 用 に バ ラ ン ス

が とれ て い る と い う こ とで あ る 。特 に 「バ ッ ク ア

ッ プ シ ス テ ム」 で は,8以 上 の 評 価 を得 て お り,

「回線 二 重 化 」,「 デ ュア ル シス テ ム」 で は,ほ ぼ

5に 近 い 水 準 で他 業 種 と の差 が 著 し くな って い る 。

最 も評 価 度 が低 い 「化 学 工 業 」 は,総 合 で 「金 融

業 」 の1/2に な って い る。

2.シ ステム化ニーズ別の達成状況

システム化のニーズ(目的)を どの程度満足 させ

ているかをニーズ別に毎年調査 し,数 値化す る方

法をとっているが,シ ステム化のニーズを次の4

項目に設定 している。

① 企業の基本ニーズに対応 しているか

② 個別部門のニーズに対応 しているか

③ 新規ニーズに対応 しているか

④ システムの更新は合理的に行われているか

これに対 し,そ れぞれのニーズを満たす レベル

として,次 の5段 階の定性的項目を設定 している。

レベル1:必 ず しも十分でない

レベル2:お おむね対応 している

レベル3:現 状に対 しては十分に対応 している

レベル4:将 来 も含め十分に対応 している

レベル5:完 全な将来計画を常に持ち十二分に

対応 している

図3産 業別,ニ ーズ別 システム化の遣成度
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図3は,上 記の各ニーズに対する達成の度合お

よび4項 目のニーズを総合 した場合のそれを各産

業別のレベルの平均値 を表 している。

これを見 ると,産 業別では公務が最 もレベルが

高 く,次 いで三次産業 とな り二次産業 は全産業 レ

ベルより低い。

ニーズ別には,「企業の基本ニーズ」への対応が

4項 目の中では比較的高いが,5段 階 レベルで2
し

前後であるので,"お おむね"あ るいは"現 状"段

階で充足 させている程度 と見 られ る。 また,最 も

レベルが低いのは 「新規 システム化ニーズ」への

対応度であり,よ くいわれる 「バ ックログ」の多

さも要因の1つ に挙げられるであろう。

最後に,前 述の信頼性対策の採用状況 と同じく,一



一
4業 種 を取 り上 げ て達 成 度 を 見 た もの を図4に 示

す 。

図4業 種別,ニーズ別システム化の遼成度
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4業 種の中では一見して 「金融業」が各ニーズ

ともバ ランスがとれてお り,達 成度 も他の業種よ

りも高いことがわか る。特 に 「新規 システム化ニ

ーズ」でも比較的良い結果が出ている。ただし,

達成 レベル としては 「金融業」において も,総 合

評価で2.6程 度でやは り現状を解決するだけで"精

一杯"と い う状況であろう。

以上,信 頼性対策およびシステム化達成度 を簡

単 にグラフで紹介 してみたが,こ こで取 り上げな

かった業種の結果については,当 協会 コンピュー

タ利用状況調査担当まで ご連絡 くだされば,可 能

な限 り,ご 提示致 したいと考えている。

一
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各 部 ・セ ンタ ー活動 状 況

情報 セキュリティ対策室活動状況

1.セ キュリティ産業に関する調査研究

セキュリティ対策には,ハ ー ド的 ・ソフ ト的 ・

人的 ・管理的等々,各 種のアプローチがあります。

これ らの うちハー ド的およびソフ ト的なアプロー

チは,装 置や製品の導入 という形式で進められて

い きますが,最 近,こ れ らの装置や製品を供給す

る企業がセキュリテ ィ産業 としてクローズアップ

されて きています。 しか し,一 般的にセキュリテ

ィ産業 といって も,そ の概念が確立 されているわ

けではありません。

そこで,情 報 システムに関連 した範囲に限定 し

て,セ キュリテ ィ産業を新 しく1つ の分野 として

確立 させ,セ キ ュリテ ィ装置や製品の開発が促進

されるような環境づ くりを行い,一 方ではユーザ

が導入 しやす くするため,当 該産業の分類,整 理,

および将来予測などを実施 しています。

2.バ ックアップシステムに関する調査研究

オンラインシステムが普及 し,シ ステムダウン

による業務停止の与 える影響はますます大 きくな

って きています。 このため,情 報化社会の安定化

とい う観点か らバ ックアップシステムの必要性が

叫ばれるようになってきました。一方,米 国では,

バックアップビジネスが急速に伸びて きています。

これ らの背景 を調査す るとともに,わ が国の情報

化の進展具合 を考 えた場合に,バ ックアップシス

テムはいかにあるべ きかを研究し,そ の望 ましい

姿を描 き出す ことを目的 として研究を進めていま

す。

3.リ スク分析 に関する調査研究

コンピュータセキュリティに関するリスク分析

の手法を確立 させ るべ く,昭 和59年 よ り研究に取

り組んでいます。 リスク分析 とは,情 報システム

に潜在 しているコンピュータリスクを発見 ・把握

して,顕 在化 した場合の損害の大 きさを予測 し,

的確 で費用対効果の高いセキュリティ対策 を実現

させ るために実施するものだ といえます。 しかし,

実務 に役立つような手法がないため,実 施 されて

いないというのが実状です。そこで,わ が国の企

業で実施するための具体的なアプローチを検討 し,

将来的には1つ の手法 を確立 させる方針です。

4.シ ステム監査についての普及啓蒙活動

当協会では,昭 和49年 にシステム監査を提唱 し,

以来,わ が国において普及 させ るべ く活動 を展開

してきました。また,定 期的に 「システム監査普

及状況調査」を実施 してわが国の実態把握に努め

るとともに,そ の中から問題点を洗いだ して対応

策を検討するなどして,シ ステム監査の普及に役

立てています。

出版物(平 成3年3月)

1.わ が国におけるシステム監査の現状

これは,平 成2年 に監査部門および情報 システ

ム部門の双方 を対象 として実施 した 「システム監

査普及状況調査」の集計結果です。わが国のシス

テム監査実施率は24.3%で,2年 前より4.2%上 昇

しています。また,こ の調査では,コ ンピュータ

ウイルスやシステム監査 コンサルティングについ

て も調べています。 、

2.バ ックアップビジネスの現状

今日の情報化社会では,シ ステムダウンの影響

が社会の各方面に及ぶようになっています。 この

ため,従 来以上にバ ックアップ体制が重要になっ
ト

て きて お り,米 国 で は す で に バ ッ クア ップサ ー ビ

ス を行 う ビ ジ ネ ス が誕 生 して い ます 。

新技術調査研究室活動状況

当 財 団 で は,1990年 代 の 第 五 世 代 コン ピ ュー ター



の後に来 るものとして,21世 紀を目指 した革新的

な情報処理技術 について,そ の技術的シーズ,求

め られ る機能,社 会に与 える影響など,多 角的な

立場か ら総合的な調査研究を平成元年度か ら実施

しています。

新 しい情報処理技術のイメージは,従 来の コン

ピュータでは不得意であった人間に近い感覚や,

極めてあいまいな状況に対 して も適切かつ迅速な

対応 をとり得 る機能を もつ ものであ り,従 来のコ

ンピュータの機能が人間の左脳に相当するもので

あったのに対 し,初 めて人間の右脳に相当す る機

能の実現を目指す ものといえます。

平成2年 度は,新 情報処理 を特徴づける 「柔 ら

かな情報処理」 と 「超並列超分散処理」の2つ の

キーコンセプトの内容を明確化 し具体化すると共

に,来 るべ き新情報処理技術 を体系的に位置づけ,

さらに今後努力 を集中すべ き研究課題を明 らかに

しました。

調査研究体制は,通 産省の新情報処理技術調査

研究委員会の下部機構 として,当 協会に 「基礎研

究」,「計算機科学」,「社会応用」の3分 科会およ

び 「統合型 コンピューティングWG」,「 光 コンピ

ュータ ・デバイスWG」 の2ワ ーキンググループ

(WG)を 設置 し,さ らに,2つ のWGの 下に合わ

せて7つ のサブWGを 設置 して,21世 紀 を目指す

革新的な情報処理技術のイメージを具体化するた

めの調査研究を実施 しました。

なお,新 情報処理技術に関する総合的調査研究

の これまでの成果報告 をはじめ,研 究開発および

国際協調の具体的進め方等に関 して,内 外の研究

者および政府関係者 と意見を交換するため,次 に

示す国際ワークショップ並びに国際シンポジウム

を開催 しました。

国際 ワークショップ(NIPT'90)

平成2年12月2日(日)一 一4日(火)

ホテル小涌園(神奈川県箱根町)

参加50名(外 国人15名)

新情報処理技術国際シンポ ジウム'91(NIPT'

91)

平成3年3月13日(水)～14日(木)

新高輪 プリンスホテル国際館 「パ ミール」(港

区)

参加453名(外 国人36名)

今年度は,通 商産業省にフィージビリティ調査

研究委員会が設置 され,新 情報処理技術の推進に

係 る基本計画及 び技術開発体制の基本的事項が策

定 される予定です。

この委員会の もとでは,NIPTワ ークショップ

が開催 され,技 術分野に応 じた基本計画が策定 さ

れることになっています。 また,NIPT機 構の組

織や運営方針を立案する制度検討 ワーキングも設

置 され る予定になっています。

調査部活動状況

1.情 報化環境に関する調査研究

情報化 を社会制度に関する調査研究の一環 とし

て,平 成2年 度よ り3ヵ 年計画で情報化の環境問

題を検討 しています。前年度は人間 ・社会 と情報

化の関連について可能な限 り広い視野か らの検討

を行い,次 の3部 で構成 される資料 を取 りまとめ

ました。

(1)情報 と情報化

(2)人間社会をとりまく情報化環境

(3)事例研究一 「人間 と情報化」を巡 る考察

この成果を踏 まえて,平 成3年 度は 「ヒューマ

ンウェアの酒養」 を中心課題 として,人 間と情報

化のテーマを追究 しています。情報化社会におけ

る人間の意識や資質の向上を目指 したヒューマン

ウェアの体系的検討 は,技 術開発の重要性に も増
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して現代社会の緊急の課題だと思われます。

2.情 報化総合指標の作成 に関する調査研究

本事業は日本の情報化を指標 としてとらえるこ

とを目的 としてお り,従 来 は産業別および地域別

とい う観点で指標 を作成 して きました。平成3年

度はこの2つ の指標に加 えて,地 方 自治体の情報

化の進展状況をみるためのテス ト調査として,人

口5万 人以上の地方自治体 を対象にハー ドウェア,

ソフ トウェア,通 信能力に関してアンケー トを実

施す る予定です。

3.国 際講演 ・討論会,フ ォーラム等国際交流情

報化国際講演 ・討論会の実施

セキュリティをテーマに取 り上げ,国 際情報セ

キ ュリテ ィシンポジウムを開催 しました。

期 日:平 成3年10月17日(木),18日(金)

場所:新 高輪プ リンスホテル 国際館パ ミール

参加者:約750名

講師:外 国9名 日本9名

なお,シ ンポジウムの詳細は,本 誌次号にてご

紹介する予定です。

日独情報技術フォーラムの実施

当フォーラムは,海 外諸国との円滑な交流の一

環 として,日 ・独両国においての情報処理分野を

中心に,政 府,産 業界,学 会等の有識者により,

両国の技術,産 業の現状等の発表の場 として国際

フォーラムを日本において開催 し,今 後の両国の

友好的な関係維持の一助 としています。

期 日:平 成3年11月5日(火)～7日(木)

場所:経 団連会館 国際会議場

参加者:両 国 約120名

JapanComputerQuarterlyの 発行

日本の情報処理 の最新 の状況 を英文誌(Japan

ComputerQuarterly)}こ 取 りまとめて,年4回 発

行 しています。

4.出 版物 ・セ ミナー等普及振興活動

情報化月間20周 年記念誌 「わが国の情報化 一一35の

キーワー ドに見る現状と動向一」の発行

情報化月間は本年度で20周 年 を迎えましたが,

これを記念 して,今 日のわが国における情報化の

現状 と動向をさまざまな角度から紹介 した記念誌

を取 りまとめ発刊 しました。本誌は,10月1日 に

全日空ホテルで行なわれた情報化月間記念式典へ

の来賓をはじめ,関 係先に配布 されました。

なお,多 少余部がありますので実費1,110円(税

込,送 料別)でお頒けしています。入手ご希望の場

合は,普 及振興課(FAXO3-3432-9389)へ お申込み

下 さい。

コンピュータ トップセ ミナーの開催

政府各省庁の幹部職員を対象に,コ ンピュータ

の基礎知識の修得および情報化についての認識 と

理解を深め行政事務に生かすことを目的として,

年2回8月 末 と1月 末にそれぞれ2泊3日 の集中

研修 を実施 しています。本年度第1回 のセ ミナー

は8月28日 ～30日 に行われ,20省 庁21名 の ご参加

をいただきました。

通商産業省,シ ステム監査企業台帳を公表

通商産業省では,本 年3月8日 にシステム監査

企業台帳に関す る規則を告示 し,6月 末までを台

帳への登録申告期間 としていましたが,こ のほど

登録企業44社 が確定 し,こ の44社 を収録 した第1

回のシステム監査企業台帳を公表 しました。

この台帳は,10月 か ら全国の通産局,都 道府県

図書館および都道府県庁所在地の商工会議所で閲・

覧ができます。

なお,当 協会では,通 商産業省のご指導の もと

「システム監査企業台帳登録企業」と 「竜子計算

機システム安全対策認定事業所」 とを収録 した総

覧を発行いたしております。入手 ご希望の場合は,

普及振興課(FAXO3-3432-9389)販 価1,500円(税

入,送 料別)一



開発部活動状況

開発部は,官 公庁等からの受託事業が中心 であ

り,大 別 してシステム開発業務 と運営管理業務か

らな ります。

システム開発業務は,現 状分析か らシステム設

計 ・開発までを行い,運 営管理業務は,開 発 した

システムを当協会設置のコンピュータ(ACOSシ

ステム830,FACOMM-760)を 用いて実行 し,結

果をユーザに提供するものです。

システム開発業務には,ア ルコール専売事業 を

サポー トするためのアルコール販売 ・需給管理 シ

ステム,日 米産業連関表の照合を目的とした国際

経済 データベースシステム,ガ ソリンスタン ドの

業者管理 を行 う揮発油販売業者管理システム,ペ

ーパーレスシステムの一環である意匠機械検索 シ

ステム,CD-ROMを 媒体 とした電子公報作成 シ

ステムなどがあります。この他,産 業連関表 シス

テム,SIMネ ットワークシステム,フ ァジィ文献

データベースシステム,各 種試験システム,各 種

集計 システムなど数多 くのシステムを開発 してい

ます。

運営管理業務には,土 地区画整理事業をサポー

トするための換地計画 ・清算 システム,全 国のス

ーパーか らPOSデ ータを収集 し
,分 析 した後,各

種 レポー ト等の作成 を行 う流通データサービス作

業,予 備校生 を対象 とした実力診断 テス ト等の採

点業務,中 小企業政策のための商工会等情報 シス

テムおよび経営指標 ・原価指標等の作成業務,輸

出入統計業務,各 種試験の採点 ・統計業務,各 種

集計業務などがあ ります。

なお開発部では,以 上のシステム開発業務,運

営管理業務の他に,以 下のような調査研究,コ ン

サルテーション業務 も実施 しています。

・行 政 情 報 総 合 利 用 シス テ ム に 関 す る調 査 研 究

・学 術 デ ー タ ベ ー ス に関 す る調 査 研 究

・シス テ ム増 設 に 係 る コ ンサ ル テ ー シ ョン

・ ドキ ュ メ ン ト検 査

・ネ ッ トワ ー ク構 築 の サ ポ ー ト

・総 合 調 整 業 務

AI・フ ァ ジィ振 興 セ ンター活 動状 況

1.Al動 向調査

今年度のAI動 向調査の一つとしてハイライ トテ

ーマ 「ニューラルネットワーク(NN)とAIの 統合
」

を取 り上げることにな りAI動 向調査委員会(委 員

長 大須賀節雄 東京大学先端科学技術研究セン

ター長)の 下にAI技 術専門委員会(委 員長 上坂吉

則 東京理科大学教授)を 設置 して調査研究を進め

ています。ここではNN技 術の理論 ・応用,AI技

術 との関係,事 例などを分析 しNNとAIの 統合化

の課題を探 っていきます。

2.Alオ ープンハウスの新事業

AIオ ープンハウスは今後,第 五世代 コンピュー

タ等AIに 関する国家 プロジェクト関連成果の普及

を図 る施設 として衣替えすることにな りました。

具体的には第五世代コンピュータプロジェク トで

開発されたESP(ExtendedSelf-containedProlo∂

を拡張,汎 用化 したCommonESP=CESPや 自

然言語処理のための文法開発支援環境LINGUIST

の説明会やセ ミナーを開催 します(後 記参照)。 ま

た,オ ープンハウスに設置する汎用 ワークステー

ションで動 くCESPやCommonツ ールなどの逐次

型 ソフトウェアの提供 を行 うほか公衆回線 を介 し

た利用サービス も実施する予定です。

3.シ ンポジウム,講 習会等の開催(報 告)

シンポジウム 「フ ァジィ技術の現状 と将来展望」

日時:平 成3年9月25日(水)10:00--17:00



会場:三 省堂新宿 ホール

題目 ・講師:

「なぜ ファジィか」

東京工業大学大学院 教授 菅野 道夫氏

「最近のフ ァジィ技術の動向」

法政大学工学部 助教授 廣田 薫氏

「ファジィ技術 とその応用(1)」

㈱ 日立製作所 システム開発研究所

主管研究員 船橋 誠壽氏

「ファジィ技術 とその応用(2)」

㈱ 明電舎 コンピュータシステム部

担当課長 五百旗頭 正氏

パネル討論 「ファジィ技術応用の将来展望」

コーデ ィネイター 明治大学大学院 教授

向殿政男氏(参 加者71名)

第20回AI講 演会

日時:平 成3年10月11日(水)14:00-・16:00

題目:「 流通 と高度情報化」(AI技術を含む)

講師:専 修大学商学部 助教授 江原 淳民

会場:中 央大学駿河台記念館(参 加者35名)

第21回AI講 演会

日時:平 成3年10月16日(水)14:00～16:00

題 目:「 知識獲得支援ツールから発想支援ツールへ」

講師:㈱ 富士通研究所 ・国際情報社会研究所

第2研 究室長 國蔵 造氏

会場:中 央大学駿河台記念館(参 加者51名)

中部21情 報 フェア'91〔情報化月間行事〕出展

期 日:平 成3年10月2日(水)～4日(金)

会場:名 古屋市中小企業振興会館

(入場者 約42,000名)

第1回 「人工知能用言語CESPプ ログラミングセ

ミナー」

日時:平 成3年11月6日(水)～8日(金)

会場:当 協会AIオ ープンハウス

(世界貿易センタービル7階)

定員:10名 参加費:10,300円

第1回 「文法開発支援環境LINGUIST説 明会」

日時:平 成3年11月15日(金)10:00～16:00

会場:当 協会中央情報教育研究所 第5教 室

(世界貿易センター ビル7階)

(参加者67名)

第2回 「人工知能用言語CESP説 明会」

日時:平 成3年11月29日(金)10:00～16:00

会場:当 協会中央情報教育研究所 第5教 室

(世界貿易センタービル7階)

定員:70名 参加費:無 料

なお第3回 は平成4年1月17日(金)の 予定

マイコン技術者試験部活動状況

平成3年 度マイクロコンピュータ応用 システム

開発技術者試験の応募状況がまとま りました。本

平成3年 度 試験地別応募者数一覧

試験地 初 級 中 級 合 計

札 幌 62 15 77

仙 台 405 54 459

東 京 2,073 719 2,792

横 浜 766 208 974

静 岡 475 50 525

名古屋 864 221 1・085

大 阪 1,486 572 2,058

広 島 338 56 394

福 岡 561 72 633

合 計 7,030 1,967 8」997

年度の応募者は,8,997人(初 級7,030人,中 級1,967

人)で 前年比5.1%の 増加 でした。種別 ・試験地

別の応募状況は下表のとお りです。なお,本 年度

の試験は,平 成3年11月17日(日)に 全国9都 市で一



実 施 さ ま し た 。

情報処理技術者試験センター活動状況

1.春 期試験結果

①試験日

②合格発表日

③実施状況

応募者数

受験者数

受験率

合格者

合格率

④合格者年齢

平均年齢

最年長者

最年少者

㈹

内

堀

日

日

第

7

27

副

月

月

　

　

卿
総

97,654人176,276人

56,104人104,059人

57.5%59.0%

9,436人14,119人

16.8%13.6%

第 一 種 第 二 種

25.6才23.3才

65才64才

16才14才

⑤ 合 格 率 の高 か っ た試 験 地 は第 一種 で は帯 広 の31.

4%,第 二 種 で は 新 潟 の21.6%で した 。

新 試験 地 の合 格 率 は,山 形(第 一 種12.2%,第 二

Pt10.4%),北 九 州(第 一 種15.1%,第 二 種11.2%)

で した 。

2.秋 期試験応募状況

10月20日(日)に 実施 した秋期情報処理技術者試

験の応募者総数は336,646人 で した。これによ り,

平成3年 度の応募者総数は610,576人 にな りました。

①試験区分別応募者数

システム監査

特 種

オンライン

第2種

合 計

11,355

33,293

45,456

246,542

336,646

②勤務先別応募者構成比(平成3年 度秋期)

58

③研修先別応募者構成比(平 成3年 度秋期)

(情報処理関係)

3.平 成3年 までの累計値

昭和44年 の試験開始以来の応募者総数 は4,008,

170人,合 格者総数は346,612人 とな りました。

⑥平成3年 度春期試験地別一覧表(全 国)

試験地
1種 2種

応 募 者 合格者 応 募 者 合格者

木L幌 1,929 229 4,561 416

帯 広 105 22 細 40

青 森 230 15 796 63

盛 岡 345 37 789 94

仙 台 1,562 119 3,754 209

秋 田 267 22 617 53

山 形 197 15 689 51

郡 山 224 22 802 52

水 戸 1,621 123 3,645 201

宇都宮 765 111 2,154 199

前 橋 1,013 91 2,668 206

埼 玉 2,990 254 5,237 372

千 葉 3,666 335 4,252 377

東 京 26,695 2,496 49,595 3,476

八王子 2,383 229 3,087 246

横 浜 10,114 889 7,924 641

厚 木 1,899 171 3,865 232

新 潟 1,370 206 2,243 372

長 野 750 71 1,518 86

甲 府 312 31 796 63

静 岡 1,575 150 3,106 鋤

名古屋 6,711 695 12,888 1,154

豊 橋 658 81 1,686 181



JIPDECだ より

試験地
1種 2種

応 募 者 合格者 応 募 者 合格者

富 山 706 77 1,551 119

金 沢 857 84 1,699 153

福 井 500 46 939 98

京 都 1,892 237 3,631 335

大 阪 ll,492 1,156 20,296 1,646

神 戸 3,101 270 4,665 382

松 江 298 38 859 94

岡 山 1,311 137 2,855 254

広 島 2,243 253 4,186 394

山 口 275 36 1,074 111

高 松 617 42 1,612 120

松 山 607 55 1,251 103

高 知 191 23 439 65

福 岡 2,746 213 5,285 386

北九州 908 92 2,094 169

佐 賀 220 26 607 59

長 崎 278 27 781 67

熊 本 601 43 1,517 134

大 分 570 72 1,029 119

宮 崎 245 32 1,028 54

鹿児島 324 38 1,043 92

那 覇 291 25 775 51

全 国 97,654 9,436 176,276 14,119

勤務先別 応募者構成比(平 成3年 度 秋期)

電算険製造 ・販売企霞 情報処遭サービス企禽

応 募 者 合 格 者 試験開始年度

シ ス テ ム監 査 61,272 1,892 昭和61年

特 種 249,128 12,025 昭和46年

オ ン ラ イ ン 134,273 2,166 昭和63年

第1種 790,015 71,032 昭和44年

第2種 2,773,482 259,497 昭和44年

計 4,008,170 346,612

ンステム監査 ▲3L936
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産業情報化推進センター活動状況

産業情報化推進センターでは,産 業界における

情報化の健全な発展を図 るため,業 界 ・ユーザー

企業 と連携 をとりさまざまな課題に取 り組んでい

ます。

特に,近 年のネットワーク化の進展に伴 うEDI

(電子データ交換)の 標準化活動,OSIやISDNの

具体的利用についての検討,業 界 システムの調

査 ・構築支援などについては,産 業情報化推進セ

ンターの事業の主要なテーマとして積極的に取 り

組んでお り,平 成3年 度においては次にご紹介す

るような広範な活動を行 ってお ります。

1.EDIに 関する調査,研 究等

(1)ビジネスプロ トコルに関する活動

① シンタックスルール等についての研究

昨年度にEDIに おけるオンラインメッセージの

構文規則(シ ンタックスルール)に ついて,国 際標

準化機構(ISO)の 国際規格であるEDIFACTや 米

国規格であるANSIX.12な どの分析 を行いつつ,

これ らと親和性のあるわが国の国内標準規格案を

作成 しました(CIIシ ンタックスルール)。

今年度 は,CIIシ ンタックスルールを実際に使

用するために必要な トランスレータを内外のベン

ダーの協力 を得て(11社),開 発を行 ってお り,実

際の業務 システムで試行を行 う予定です。

②通信手順 についての開発検討

ファイル転送業務を対象とするEDIの 汎用的通

信手順であるF手 順の機能 コンセプ トについて,

機能概説書を もとに主要業界の情報 ・通信委員会

関係者等を対象に説明会 を実施 し,周 知 を図 りま

した。

また,こ れと並行 して製品化に必要 なインプリ

メン ト仕様(暫定版)を取 りまとめるとともに,今

後の仕様確定や評価 にあたっての参加業界/メ ー

カー等の体制整備 を進めています。

(2)OSI/EDIコ ー ドの登録

①取引先コー ドの登録 ・管理

EDIの 実施に不可欠な企業コー ドについて,産

業情報化推進センターが開発 した製造業界向 け

「取引先標準企業コー ド」の登録 ・管理を昨年 に

引 き続 き実施 しています。

②OSIオ ブジェク トの登録 ・管理

OSIで の通信 システムにおいては,こ れまでメ

ーカー等のネットワークアーキテクチ ャで独 自に

定義 されていた端末識別やア ドレス,通 信方式な

どの通信 に必要な情報をオブジェク トとして体系

化 し,一 意な識別子を定義 ・付与することとして

います。

このOSIオ ブジェクトの登録 ・管理に係わる国

内登録機関 としての業務を日本工業標準調査会よ

り移管 され,平 成3年3月 よ り業務を開始 してい

ます。

(3)ビジネスプロ トコルに関する国際協調

①ISO/TC154へ の参加および協力

行政機関や商業,工 業界における情報交換のた

めのデータ記録,表 現の標準化を進めているのISO

/TC154Pメ ンバー(わが国を代表す る審議団体)

に指定 されていることから,引 き続 き国内審議委

員会の運営等TC154へ の対応を行 っています。

②UN/CE/WP.4へ の参加および協力

国際連合欧州経済委員会貿易手続簡易化作業部

会(UN/CE/WP.4)で は,UN/EDIFACT

(行政,商 業および運輸のための電子データ交換に

関する国連統一規則)に係わる開発,保 守,普 及等

の国際標準化活動が行われています。

わが国では,貿 易関係手続簡易化協会(JUSTP

RO)が 国内窓口となっていますが,さ らにUN/

CE/WP.4へ 積極的に参加 ・協力するためシン一



一
ガポールと共同でEDIFACTラ ポータを派遣する

こととしたため,製 造分野か らの協力を行ってい

ます。

また,本 年9月 のUN/CE/WP.4会 議およ

び合同ラポータチーム会議には,当 センターの専

門家を派遣 しました。

2.ユ ーザーシステムの高度化に関する調査研究

(1)情報 ・通信ユーザー懇談会

情報 ・通信ユーザの情報処理環境か ら発生する

さまざまな問題 ・ニーズにっいて整理 し,そ の解

決のあ り方 を先進ユーザー企業の管理者,業 界関

係者,有 識者や実務者か らなる各種検討の場 を設

けて検討 を行っていますが,今 期ではユーザー企

業124社(平 成3年 度末)の 参加す るOSIユ ーザー

懇談会の場 において,ユ ーザー企業の実務者の参

加 により次のような検討,ス タディを行っていま

す。

①OSI関 連

昨年度では,OSIの 普及について,そ の情報提

供のあり方や新手順の普及体制,OSI製 品の政府

調達な ど政府施策の検討 に対 して,ユ ーザーサイ

ドか ら協力 を行 いましたが,本 年度では,OSIの

導入 ・利用におけるユーザーの具体的な問題 とそ

の対応策を検討す ることとし,WGを 設置 しまし

た。

②ISDN関 連

ISDNの 高度活用 といった観点から,ユ ーザー

よ り希望の多い3テ ーマ(グ ローバルISDN,広 帯

域ISDN,企 業内ISDN)に 絞 り,事 例研究をとお

してその諸問題 と解決方法,実 現のための技術要

件などについてユーザー,メ ーカーの実務者によ

るWGに より,検 討を行っています。

3.業 界システム等の調査および構築支援

①情報化動向調査

EDIに おいて重要な役割を果たすVANの 実態に

ついて,各 種業界VANお よび地域VANの 実態調

査を行ったほか,情 報ネットワークサービス事業

について も,主 として利用者の立場か らサービス

内容などのアンケー ト調査を実施する予定です。

また,業 界共同ネットワークの実態 と動向につ

いて,プ ラスチック日用品業界,自 動車部品業界

を対象に調査 を行 う予定です。

②業界システムの構築支援

中立的な立場か ら,個 別業界,業 界間の システ

ム構築における支援を進めてお り,平 成2年 度 よ

り本稼働を開始した機械工具業界の機工VANの 運

営,普 及について助言,協 力 を行ったほか,管 工

機材業界のシステム構築支援 を行っているところ

です。 また,電 子機器業界のEDI標 準(EIAJ標

準)の 改善 と普及,同 業界 と電線業界 とのEDI検

討,石 油化学業界と商社 とのEDI検 討の仲介 を務

めています。

4.普 及啓蒙活動

①産業情報化 シンポジウムの開催

業界団体および企業の経営者 ・実務家を対象に

第7回 産業情報化シンポジウムを日本経済新聞社

と共催で昨年8月29,30日 の2日 間,東 京九段会

館大ホールで開催 しました。

開催のテーマは,始 動す るオープンシステ実現

への挑戦一ユーザーか らの システム思考 とし,参

加者は2日 間で延べ1,500名 でした。

②広報誌等の発行

産業の情報化に関する主要な記事の概略 と出典

を紹介する 「産業情報化 インデックス」を各月発

行 し,会 員等へ配布 してお ります。また,各 種の

動向やタイムリーな話題,施 策等 を紹介する 「産

業 と情報」 については,本 年第1号 を10月 中旬発

行予定で編集を進めてお ります。一



OSIに 係る組織及び国内標準の登録状況について

通商産業省告示第502号 に基づき,本 年3月1日

よ り当協会を正式な国内登録機関 としてスター ト

したOSIに 係 る組織及び国内標準の登録状況は次

の とお りです。

1.組 織の登録

登録 を完了 した組織は次表のとお りです。

2.国 内標準の登録

現時点で登録 を完了した国内標準はありません。

但 し,以 下の情報オブジェクトについて,財 団

法人情報処理相互運用技術協会(INTAP)か らの登

録申請を受理 し,国 内標準調整委員会による審査

を終了 してお り,現 在,こ れ らの内容についての

異 議 お よ び 質 問 を受 け 付 け て お りま す 。

(1)MOTISJP1テ キ ス ト

(2)FTAMINTAP-1レ コー ドフ ァイ ル

(3)FTAMINTAP-AS1抽 象 構 文

(4)FTAMINTAP-TS1転 送 構 文

こ れ らの 情 報 オ ブ ジ ェ ク トに つ い て,仕 様 の 閲

覧 を ご希 望 の 方,あ る い は異 議 ・質 問 の あ る方 は

下 記 まで ご連 絡 下 さい 。

財旧 本 情 報 処 理 開発 協会 産 業 情 報 化推 進 セ ン タ ー

オ ブ ジ ェ ク ト登 録 管 理 係 担 当 関 本,福 井

eO3-3432--9394

FAXO3-3432-4324

組 織 名 組織登録番号 オブジェクト識別子構成要素値

財団法人 情報処理相々:運用技術協会 100㎜ ㎜
富 ヒ通株式会ト{: 1㏄oo1 200001
一ー 一.　 「..一...

日本 アイ ・ピ・一・エム株式会 社 1㏄002 200"〕2
・.・.・_,_-w.■.一 一 一.一 「　 一 一 一一.

100ρ03 ㎜日本電気株式会社
シ ャープ株 式会社 loooo4 ㎜
日本ユニシス株式会社 100005 20COO5
.
エ ヌ ・テ ィ ・テ ィ・デ ータ通 信株式 会社 100006 200006

松.ド電器産業株式会社 100007 ㎜
沖電気 工業株式会社 100008 ㎜
日本電信電話株式会社 loooo9 ㎜
株式会社日立製作所 100010 200010

三菱電機株式会社 1㎜11 20α)ll

株式会社東芝 1《XX)12 200m2

富士ゼロックス株式会社 1㎜13 200腿3

住友電気工業株式会社 100014 20α〕14

株 式会社 アステ ッケ 1(沿015 200015

株式会社日立情報システムズ 10CO16 200016

住友海上火災保険株式会社 101001 201001

共栄火災海 ヒ保険株式会社 1010α2 201002

興亜火災海 上保険株式会社 101003 201003

群 海上火災保険株式会社 101004 201004

大成火災海 ヒ保険株式会社 101005 201005

メ(東京火災海上保険株式会社 101006 201006

第 一火災海 ヒ保険株式会社 1010ぴ7 201007

千代田火災海上保険株式会社 101008 201008

東京海上火災保険株式会社 101009 201009

同和火災海上保険株式会社 101010 功1010

東洋火災海上保険株式会社 101011 201011

日動火災海上保険株式会社 101012 201012

日産火災海上保険株式会社 101013 201013

日新火災海上保険株式会社 101014 201014

日本火災海上保険株式会社 101015 201015

富士火災海上保険株式会社 101016 201016

安田火災海上保険株式会社 101017 201017

期目火災海上保険株式会社 101018 201018

太陽火災海上保険株式会社 101019 201019

101022 201022大同火災海上保険株式会社
101023 201023オールステート自動車火災保険株式会社

ジャパン・インターナシ・ナル傷害火災保険株式会社
.

101024 201024

ア1戊アンッ火災海上保険株式会社 101025 201025
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情報化 月間20周 年記念誌

わが国の情報化
一35の キ ー ワ ー ドに見 る現 状 と動 向 一

情報化月間は、昭和47年 に情報化週間 としてスター トしてか ら、本年で20周

年 を迎 えました。本誌は これ を記念 し、10月1日 の情報化月間記念式典 の折 、

来賓 をは じめ関係者 に記念 として配布 した もの です。 内容 は、わ が国の情 報

化の現状 と動向につ いて35の キーワー ドを取Eげ 、わか りやす く解説 した もの

で、読物 として も、資料 として もご利用 いただけます。

現在、残部 を実費(1,110円 、税込み、送料別)で お頷け してお りますので、

入手 をご希望の方は下記までFAXに てお申込み ください。

㊦105東 京都 港 区芝 公 園3-5-8(機 械 振興 会館 内)

財)日本情 報 処 理 開発協 会

調査 部 普及 振興 課

TELO3-3432-9384

FAXO3-3432-9389



平成3年11月 発行

川PDECジ ャーナルN。 ・76

発行人 ・照山正夫/編 集人 ・日高良治

◎1991

財団法人 日本情報処理開発協会
東京都港区芝公園3丁 目5番8号 機械振興会館内

郵便番号105電 話03(3432)9384

※本誌送付宛先の変更等については当協会調査部普及振興課(03-3432-9384)ま でご連絡下さい。
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通商産業省機械情報産業用監修

回診喀呂ロ9ウ イの民間霞目o霞 囲留
通商 産業 省策定 の 「コ ンピ ュータ ウイルス対策 基準 」

(官報告 示第139号)の 解 説 書

1基 準 の構 成

① ユ ー ザ 基 準

大 型 汎 用 コ ン ピ ュ ー タ か らパ ー ソ ナ ル コ ン ピ ュー タ ま で,全 て の ユ ー ザ を 対 象 と して,ソ フ

トウ エ ア 管 理 ・運 用 管 理 お よ び ウ イ ル スに 汚 染 され た場 合 の 事 後 対応 の観 点 か ら19項 目の 基 準

を定 め て い ま す 。

② シ ス テ ム 管 理 者 基 準

コ ン ピ ュ ー タ シ ス テ ム管 理 者(様 々 な レベ ル に お け る ホ ス トの 管理 者)を 対 象 と して ,ソ フ

トウ エ ア管 理 ・運 用 管 理 ・ネ ッ トワ ー ク管理 お よ び 事後 対 応 の 観 点 か ら27項 目 の 基 準 を定 め て

い ま す 。

③ ソ フ トウ エ ア 開 発 管 理 者 基 準

ソ フ トウ エ ア開 発 環 境 に お け る管 理 責 任 者 を対 象 と して,開 発 環 境 管理 ・製 品 管 理 お よ び 事

後 対 応 の 観 点 か ら13項 目の 基 準 を定 め て い ま す 。

皿 解 説 の 内 容

解 説 は,基 準 の1項 目 ご と に そ の 主 旨,対 策 の ポ イ ン ト,具 体 例 ・そ の他 と い う3つ の 観 点

に統 一 して,理 解 しや す く記 述 して い ます 。

① 基 準 の 主 旨

各 基 準 が なぜ 設 定 さ れ た の か,そ の理 由 や背 景 を わ か りや す く説 明 し て い ま す 。

② 対 策 の ポ イ ン ト

当該 基 準 に対 して 考 え られ る対 策 の ポ イ ン トを箇 条 書 で 示 して い ま す 。

③ 具 体 例 ・その 他

当 該 基準 を実 施 す るた めの具 体 的 な 方 法 論 な ど,参 考 に な ると思 われ る情 報 を収 録 して いま す 。

定 価 一 般2,200円 会 員1,800円(税 込 。 送 料 別 。)

1川lltllllllHllllNlll川111111111tllllll川11111111tllltllllltlllllllllt川IIItllllll川 川lll川11111111111111MIIIIIIIIIIHItHl川llMllllHIIIIIIIIIIIIIIIHIItllltltllllllllllUMIIIIIMtltltlllll

{珍民畢㊤錘 望む リ口器 全3冊
多 くの方 々 か ら ご好 評 を い た だ い て お りま す 本 シ リー ズ は,通 商 産 業 省 に よ っ て昭 和60年 に

「シ ス テ ム監 査 基 準」 が 公 表 され た の に伴 い
,シ ステ ム監 査 の 重 要 性 を広 く認 識 し,効 果 的 に

シ ス テ ム監 査 を実 施 して い た だ くこ と を 目的 に編 集 され て お りま す 。

システム監査基準解説書

シ ス テ ム 監 査Q&A110

システム監査実施の手引

シ ス テ ム監 査 基 準,基 準 の 概 要,基 準 の 逐 条 解 説 お よ び参 考 資 料 か

ら構 成 され て お りま す 。 シ ス テ ム監 査 を知 るflで の 基 本 の1冊 と 言

え ます 。

当 協 会 が 開設 し た シ ス テ ム監 査 相 談 室 に 寄 せ られ た相 談 内 容 の 中 か

ら110項 目を選 び,シ ス テ ム監査 実 施1:の 様 々 な 問 題 点 に 対 し て,Q

&A形 式 で 回 答 い た し て お りま す 。

「情 報 シ ス テ ム と シス テ ム監 査 」 「シ ス テ ム 監 査Q&A」 「事 例 紹 介 」

の3部 構 成 とな って お りま す 。 これ か ら シス テ ム監 査 を実 施 な さ る

方,現 在 シ ス テ ム監 査 を実 施 して い る 中 で問 題 点 を抱 え て お 困 りに

な っ て い る方 に最 適 の 書 。

定 価 各 一 般2,900円 会 員2,300円(税 込 。 送 料 別 。)

お 申込 み 〒105東 京 都 港 区 芝 公 園3-5-8(機 械 振 興 会 館 内)

財 団 法 人 日本 情 報 処 理 開 発 協 会 調 査 部 普 及 振 興 課

呑03-3432-9384/FAXO3-3432-9389
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